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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　ｅＩＭＴＡの設定に関する第１の情報と、１つ以上のＣＳＩサブフレームセットに関す
る第２の情報と、を受信する受信部と、
　前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレ
ームセットとが設定され、同じサービングセルにおいて、同じ優先度を有するＣＳＩレポ
ートが衝突する場合、前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートを
ドロップすることを決定する送信部と、を備え、
　前記送信部は、送信モード１～９の何れかの設定において前記第１のＣＳＩサブフレー
ムセットに対応するＣＳＩレポートを送信する
　ことを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　同じ優先度を有するＣＳＩレポートが衝突する場合とは、（１）前記第１のＣＳＩサブ
フレームセットに対応する第１のＣＳＩレポートのＰＵＣＣＨのレポーティングタイプの
優先度と、前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応する第２のＣＳＩレポートのＰＵ
ＣＣＨのレポーティングタイプの優先度とが等しく、且つ、（２）前記第１のＣＳＩレポ
ートと前記第２のＣＳＩレポートとが衝突する場合であり、
　前記送信部は、或るサブフレームにおいて（１）前記第１のＣＳＩレポートのＰＵＣＣ
Ｈのレポーティングタイプの優先度と、前記第２のＣＳＩレポートのＰＵＣＣＨのレポー
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ティングタイプの優先度とが等しく、且つ、（２）前記第１のＣＳＩレポートと前記第２
のＣＳＩレポートとが衝突する場合、前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣ
ＳＩレポートをドロップする
　ことを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　ｅＩＭＴＡの設定に関する第１の情報と、１つ以上のＣＳＩサブフレームセットに関す
る第２の情報とを、上位層シグナリングを介して、送信する送信部と、
　前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレ
ームセットとが設定され、同じサービングセルにおいて、同じ優先度を有するＣＳＩレポ
ートが衝突する場合、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートを
、送信モード１～９のいずれかが設定される上記端末装置から受信する受信部と、を備え
る
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
　ｅＩＭＴＡの設定に関する第１の情報と、１つ以上のＣＳＩサブフレームセットに関す
る第２の情報と、を受信するステップと、
　前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレ
ームセットとが設定され、同じサービングセルにおいて、同じ優先度を有するＣＳＩレポ
ートが衝突する場合、前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートを
ドロップすることを決定するステップと、
　送信モード１～９の何れかの設定において上記第１のＣＳＩサブフレームセットに対応
するＣＳＩレポートを送信するステップと、
を含む
　ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　端末装置と通信する基地局装置における方法であって、
　ｅＩＭＴＡの設定に関する第１の情報と、１つ以上のＣＳＩサブフレームセットに関す
る第２の情報とを、上位層シグナリングを介して、送信するステップと、
　前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレ
ームセットとが設定され、同じサービングセルにおいて、同じ優先度を有するＣＳＩレポ
ートが衝突する場合、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートを
、送信モード１～９のいずれかが設定される上記端末装置から受信するステップと、を含
む
　ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システム、端末装置、基地局装置、無線通信方法および集積回路に
関する。
　本願は、２０１３年１１月１日に、日本に出願された特願２０１３－２２７８００号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）によるＷＣＤＭＡ（Wideband Cod
e Division Multiple Access：登録商標）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ－
Ａ（LTE-Advanced）やＩＥＥＥ（The Institute of Electrical and Electronics engine
ers）によるＷｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for 
Microwave Access）のような通信システムでは、基地局装置（セル、第１の通信装置（端
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末装置とは異なる通信装置）、eNodeB）および端末装置（移動端末、移動局装置、第２の
通信装置（基地局装置とは異なる通信装置）、ＵＥ（User Equipment））は、複数の送受
信アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Multi Input Multi Output）技術を用いることに
より、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
【０００３】
　ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（evolved Node B）、端末装置をＵＥ（User E
quipment）と呼称する場合もある。また、ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセ
ル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地局装置は複数のセルを管理
してもよい。
【０００４】
　その通信システムで、基地局装置と端末装置とのデータ通信を実現するためには、基地
局装置は端末装置に対して様々な制御を行うことが必要である。そのため、基地局装置は
、端末装置に対して、所定のリソースを用いて、制御情報を通知することにより、下りリ
ンクおよび上りリンクにおけるデータ通信を行う。例えば、基地局装置は、端末装置に対
して、リソースの割り当て情報、データ信号の変調および符号化情報、データ信号の空間
多重数情報、送信電力制御情報等を通知することにより、データ通信を実現する。
【０００５】
　その通信システムは、時分割複信（TDD: Time Division Duplex）に対応している。Ｔ
ＤＤ方式を採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも呼称する。ＴＤＤは
、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単一の周波数帯域（
キャリア周波数、コンポーネントキャリア）において下りリンクと上りリンクの通信を可
能にする技術である。
【０００６】
　３ＧＰＰにおいて、上りリンクのトラフィックと下りリンクのトラフィックに応じて、
上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更するトラフィックアダプテーショ
ン技術と干渉軽減技術（DL-UL Interference Management and Traffic Adaptation）をＴ
Ｄ－ＬＴＥに適用することが検討されている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】"On standardization impact of TDD UL-DL adaptation", R1-122016, 
3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #69, Prague, Czech Republic, 21st - 25th May 2012.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、種々の上りリンク物理チャネルの送信タイミングがそれぞれインプリシ
ット（implicit）またはエクスプリシット（explicit）に設定される。ダイナミック時分
割複信（DTDD: Dynamic Time Division Duplex）を行なう通信システムにおいて、種々の
上りリンク物理チャネルの送信が衝突する場合、送信される信号は互いに干渉し、適切な
通信が行なえないという問題が生じる。
【０００９】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、適切な送信制御が可能な端末装置、
基地局装置および方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、上位層シグナリングを介して、
ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Adaptation）の設定に関
する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブフレームセットに関する第
２の情報を受信する受信部と、前記第２の情報において、第１のＣＳＩサブフレームセッ
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トと第２のＣＳＩサブフレームセットが設定されている場合には、サブフレームセット間
の優先度を考慮してＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）を用いたＣＳＩレ
ポートをドロップする送信部と、を備える。
【００１１】
　（２）また、本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記送信部
は、ＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合、前記あるサブフレームで、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫを送信するとすれば、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレーム
に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request - Acknowledgement）
と前記第２のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋを前記ＰＵＣＣＨフォーマット３で送信する。
【００１２】
　（３）また、本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であ
って、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Adaptation）の設
定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブフレームセットに関
する第２の情報を、上位層シグナリングを介して、送信する送信部と、前記第１の情報を
設定し、且つ、前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣ
ＳＩサブフレームセットを設定した場合には、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに対
応するＣＳＩレポートと前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポート
を受信する受信部と、を備える。
【００１３】
　（４）また、本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送
信部は、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ
－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request - Acknowledgement）と前記第２のＣＳＩ
サブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを同じＰＵＣＣＨ
（Physical Uplink Control Channel）を介して、受信する場合には、ＰＵＣＣＨフォー
マット３のリソースを設定する。
【００１４】
　（５）また、本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方
法であって、上位層シグナリングを介して、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Manage
ment and Traffic Adaptation）の設定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Inf
ormation）サブフレームセットに関する第２の情報を受信するステップと、前記第２の情
報において、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレームセットが設定
されている場合には、サブフレームセット間の優先度を考慮してＰＵＣＣＨ（Physical U
plink Control Channel）を用いたＣＳＩレポートをドロップするステップと、を有する
。
【００１５】
　（６）また、本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方
法であって、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Adaptation
）の設定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブフレームセッ
トに関する第２の情報を、上位層シグナリングを介して、送信するステップと、前記第１
の情報を設定し、且つ、前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと
第２のＣＳＩサブフレームセットを設定した場合には、前記第１のＣＳＩサブフレームセ
ットに対応するＣＳＩレポートと前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩ
レポートを受信するステップと、を有する。
【００１６】
　このことにより、端末装置は、適切な送信制御を行なうことができる。
【発明の効果】
【００１７】
　この発明によれば、基地局装置と端末装置が通信する通信システムにおいて、端末装置
は適切な送信制御を行なうことで、通信効率を向上させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定におけるサブフレームパターンの構成を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係る端末装置２における処理１の手順を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００２０】
　本発明の実施形態の通信システムでは、複数のセルを集約して通信を行なうセルアグリ
ゲーションが適用される。すなわち、基地局装置１および／または端末装置２は、複数の
セルを用いて通信を行なうことができる。セルは、コンポーネントキャリアを用いて構成
されるため、セルアグリゲーションをキャリアアグリゲーションと呼称する場合もある。
複数の上りリンクコンポーネントキャリアを集約して通信を行なうキャリアアグリゲーシ
ョンを上りリンクキャリアアグリゲーション、複数の下りリンクコンポーネントキャリア
を集約して通信を行なうキャリアアグリゲーションを下りリンクキャリアアグリゲーショ
ンと呼称する場合もある。
【００２１】
　端末装置２に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、本発明が適用されても
よい。また、端末装置２に設定された複数のセルの一部において、本発明が適用されても
よい。なお、端末装置２に設定されるセルをサービングセルと呼称する場合もある。また
、上りリンクのために使用されるセルを上りリンクセル、下りリンクのために使用される
セルを下りリンクセルと呼称する場合もある。
【００２２】
　本発明の実施形態の通信システムは、時分割複信（TDD: Time Division Duplex）方式
が適用される。セルアグリゲーションを行なう場合、複数のセルの全て、または、その一
部のセルにおいて、ＴＤＤ方式が適用されてもよい。その場合においても本発明が適用さ
れてもよい。
【００２３】
　セルアグリゲーションは、１つのプライマリーセルと１つ以上のセカンダリーセルを集
約して通信を行なうことである。また、プライマリーセルは、上りリンクコンポーネント
キャリアおよび下りリンクコンポーネントキャリアを用いて構成されるのに対し、セカン
ダリーセルは、下りリンクコンポーネントキャリアのみ用いて構成されてもよい。
【００２４】
　設定された複数のサービングセル（複数のセル）は、１つのプライマリーセルと１つま
たは複数のセカンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（in
itial connection establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクシ
ョン再確立（connection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、
または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。
ＲＲＣコネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが設定されても
よい。なお、１つの基地局装置１によって複数のサービングセルが構成されてもよい。ま
た、複数の基地局装置１によって複数のサービングセルが構成されてもよい。また、基地
局装置１（基地局装置１を含むネットワーク）間は、有線（光ファイバ、銅線、同軸ケー
ブルなど）および／または無線（無線インタフェース、Ｘ２インタフェース、Ｘ３インタ
フェース、Ｘｎインタフェースなど）で接続されてもよい。
【００２５】
　ＴＤＤが適用される複数のセルが集約される場合、集約されたセル間で同時に送受信を
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行なうか否かが適用されてもよい。その機能（性能、能力）を端末装置２がサポートして
いるか否かを示す情報（simultaneousRx-Tx）を基地局装置１へ送信してもよい。
【００２６】
　端末装置２は、集約されたセル間で同時に送受信を行なう機能をサポートしていない場
合、同じサブフレームにおいて、異なるバンドの異なるセルに対する上りリンクの送信と
下りリンクの受信を同時に行なうことはできない。この場合、端末装置２は、あるバンド
（E-UTRA Operating Band）における１つのプライマリーセル、または、異なる複数のバ
ンドにおける１つのプライマリーセルおよび１つまたは複数のセカンダリーセルにおいて
、同時に送信および受信を行なわない。
【００２７】
　端末装置２は、集約されたセル間で同時に送受信を行なう機能をサポートしている場合
、ＴＤＤが適用される複数のセルにおいて、上りリンクの送信と下りリンクの受信を同時
に行なうことができる。この場合、端末装置２は、同じサブフレームにおいて、異なる複
数のバンドにおける複数のサービングセルにおいて同時に送信および受信ができる。
【００２８】
　ＴＤＤは、予め上りリンクおよび下りリンクの切り替えパターンを設定することで、サ
ブフレーム単位で下りリンクと上りリンクを切り替えることができる。なお、ＴＤＤでは
、下りリンク送信が可能なサブフレーム（下りリンクサブフレーム、下りリンク送信に対
して予約されたサブフレーム）と上りリンク送信が可能なサブフレーム（上りリンクサブ
フレーム、上りリンク送信に対して予約されたサブフレーム）、さらに、ガード期間（GP
: Guard Period）を設けることにより、下りリンク送信と上りリンク送信を時間領域（シ
ンボル領域）で切り替え可能なサブフレーム（スペシャルサブフレーム）が定義されてい
る。なお、スペシャルサブフレームにおいて、下りリンク送信が可能な時間領域を下りリ
ンクパイロットタイムスロット（DwPTS: Downlink Pilot Time Slot）と呼称し、上りリ
ンク送信が可能な時間領域を上りリンクパイロットタイムスロット（UpPTS: Uplink Pilo
t Time Slot）と呼称する。例えば、端末装置は、サブフレームｉが下りリンクサブフレ
ームである場合、基地局装置から送信された下りリンク信号を受信することができ、サブ
フレームｉとは異なるサブフレームｊが上りリンクサブフレームである場合、端末装置か
ら基地局装置へ上りリンク信号を送信することができる。また、サブフレームｉやサブフ
レームｊとは異なるサブフレームｋがスペシャルサブフレームである場合、下りリンクの
時間領域ＤｗＰＴＳで下りリンク信号を受信することができ、上りリンクの時間領域Ｕｐ
ＰＴＳで上りリンク信号を送信することができる。
【００２９】
　また、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡにおいてＴＤＤ方式を実現するための上りリンクと下りリン
ク比率およびスペシャルサブフレーム内のＤｗＰＴＳとＵｐＰＴＳの比率は、それぞれテ
ーブルを用いて設定することができる。それらのテーブルは、特定の情報要素（ＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定（TDD UL/DL configuration(s), TDD uplink-downlink configuration(s)
）、ＴＤＤ設定（TDD configuration(s), tdd-Config, TDD config）、ＵＬ／ＤＬ設定（
uplink-downlink configuration(s)））によって設定することができる。
【００３０】
　また、上りリンクのトラフィックと下りリンクのトラフィック（情報量、データ量、通
信量）に応じて、上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更するトラフィッ
ク適応制御技術をＴＤＤに適用してもよい。例えば、下りリンクサブフレームと上りリン
クサブフレームの比率をダイナミックに変更することができる。あるサブフレームに対し
て、下りリンクサブフレームおよび上りリンクサブフレームを適応的に切り替えることが
できる。このようなサブフレームをフレキシブルサブフレームと呼称する。基地局装置１
は、フレキシブルサブフレームにおいて、条件（状況）に応じて、上りリンク信号の受信
または下りリンク信号の送信を行なうことができる。また、端末装置２は、基地局装置１
によって、フレキシブルサブフレームにおいて上りリンク信号の送信を指示されない限り
、該フレキシブルサブフレームを下りリンクサブフレームとみなして受信処理を行なうこ
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とができる。また、このような下りリンクサブフレームと上りリンクサブフレームの比率
や上りリンクと下りリンクのサブフレーム、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ（再）設定をダイナミッ
クに変更するＴＤＤをダイナミックＴＤＤ（DTDD: Dynamic TDD）と呼称する場合もある
。また、ダイナミックにＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ（再）設定を行なうことによって、干渉管理
（干渉制御）およびトラフィック適応制御技術をＴＤＤ　ｅＩＭＴＡ（TDD enhanced Int
erference Management and Traffic Adaptation）と呼称する場合もある。例えば、Ｌ１
シグナリングでＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定情報が送信されてもよい。
【００３１】
　単一の基地局装置１は、複数のセルを管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、
複数のＲＲＨ（Remote Radio Head）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、
複数のローカルエリアを管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、複数のＨｅｔＮ
ｅｔ（Heterogeneous Network）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、複数
の小電力基地局装置（LPN: Low Power Node）を管理してもよい。
【００３２】
　その通信システムにおいて、ＬＴＥで定義されている一部の物理チャネルや信号が配置
されないキャリア（コンポーネントキャリア）を使用し、通信を行なってもよい。ここで
、そのようなキャリアをニューキャリアタイプ（NCT: New Carrier Type）と呼称する。
例えば、ニューキャリアタイプには、セル固有参照信号や物理下りリンク制御チャネル、
同期信号（プライマリー同期信号、セカンダリー同期信号）が配置されなくてもよい。ま
た、ニューキャリアタイプが設定されたセルにおいて、モビリティ測定、時間／周波数同
期検出を行なうための物理チャネル（PDCH: Physical Discovery Channel, NDS: New Dis
covery Signal(s)）の導入が検討されている。なお、ニューキャリアタイプは、追加キャ
リアタイプ（ACT: Additional Carrier Type）と呼称する場合もある。また、ＮＣＴに対
し、既存のキャリアタイプをレガシーキャリアタイプ（LCT: Legacy Carrier Type）と呼
称する場合もある。ＬＣＴまたはＮＣＴのキャリア（セル）において、ＴＤＤ方式が適用
される場合には、本発明が適用されてもよい。
【００３３】
　次に、本発明の実施形態に係わる物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００３４】
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａで使用される主な物理チャネル（または物理信号）について説
明する。チャネルとは、信号の送信に用いられる媒体を意味する。物理チャネルとは、信
号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。物理チャネルは、ＬＴＥおよびＬＴＥ－
Ａおよびそれ以降の規格リリースにおいて、今後追加、または、その構造やフォーマット
形式が変更または追加される可能性があるが、そのような場合でも本発明の各実施形態の
説明に影響しない。
【００３５】
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、物理チャネルのスケジューリングについて無線フレーム
を用いて管理している。１無線フレームは１０ｍｓであり、１無線フレームは１０サブフ
レームで構成される。さらに、１サブフレームは２スロットで構成される（すなわち、１
スロットは０．５ｍｓである）。また、物理チャネルが配置されるスケジューリングの最
小単位としてリソースブロックを用いて管理している。リソースブロックとは、周波数軸
を複数サブキャリア（例えば、１２サブキャリア）の集合で構成される一定の周波数領域
と、一定の送信時間間隔（例えば、１スロット、７シンボル）で構成される領域で定義さ
れる。
【００３６】
　物理チャネルは、上位層から出力される情報を伝送するリソースエレメントのセットに
対応する。物理信号は、物理層で使用され、上位層から出力される情報を伝送しない。つ
まり、無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）メッセージやシステムインフ
ォメーション（SI: System Information）などの上位層の制御情報は、物理チャネルで伝
送される。



(8) JP 6792944 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

【００３７】
　下りリンク物理チャネルには、物理下りリンク共用チャネル（PDSCH: Physical Downli
nk Shared Channel）、物理報知チャネル（PBCH: Physical Broadcast Channel）、物理
マルチキャストチャネル（PMCH: Physical Multicast Channel）、物理制御フォーマット
インディケータチャネル（PCFICH: Physical Control Format Indicator Channel）、物
理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physical Downlink Control Channel）、物理ハイブ
リットＡＲＱインディケータチャネル（PHICH: Physical Hybrid ARQ Indicator Channel
）、拡張物理下りリンク制御チャネル（EPDCCH: Enhanced Physical Downlink Control C
hannel）がある。また、下りリンク物理信号は、種々の参照信号と種々の同期信号がある
。下りリンク参照信号には、セル固有参照信号（CRS: Cell specific Reference Signal
）、端末装置固有参照信号（UERS: UE specific Reference Signal）、チャネル状態情報
参照信号（CSI-RS: Channel State Information Reference Signal）がある。同期信号に
は、プライマリー同期信号（PSS: Primary Synchronization Signal）とセカンダリー同
期信号（SSS: Secondary Synchronization Signal）がある。
【００３８】
　上りリンク物理チャネルには、物理上りリンク共用チャネル（PUSCH: Physical Uplink
 Shared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH: Physical Uplink Control Ch
annel）、物理ランダムアクセスチャネル（PRACH: Physical Random Access Channel）が
ある。また、上りリンク物理信号には、種々の参照信号がある。上りリンク参照信号には
、復調参照信号（DMRS: Demodulation Reference Signal）とサウンディング参照信号（S
RS: Sounding Reference Signal）がある。
【００３９】
　同期信号（Synchronization Signal）は、３種類のプライマリー同期信号（PSS: Prima
ry Synchronization Signal）と、周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号か
ら構成されるセカンダリー同期信号（SSS: Secondary Synchronization Signal）とで構
成され、プライマリー同期信号とセカンダリー同期信号との組み合わせによって、基地局
装置を識別する５０４通りの物理層セル識別子（PCI: Physical layer Cell Identity, P
hysical Cell Identity, Physical Cell Identifier）と無線同期のためのフレームタイ
ミングが示される。端末装置２は、セルサーチによって受信した同期信号のＰＣＩを特定
する。
【００４０】
　物理報知チャネル（PBCH: Physical Broadcast Channel）は、セル内の端末装置で共通
に用いられる制御パラメータ（報知情報やシステム情報）を通知する目的で送信される。
ＰＢＣＨで通知されない報知情報は、ＰＤＣＣＨで無線リソースが通知され、ＰＤＳＣＨ
によってレイヤー３メッセージ（システムインフォメーション（システム制御情報）、Ｒ
ＲＣメッセージ）で送信される。報知情報として、セル個別の識別子を示すセルグローバ
ル識別子（CGI: Cell Global Identifier）、ページングによる待ち受けエリアを管理す
るトラッキングエリア識別子（TAI: Tracking Area Identifier）、ランダムアクセス設
定情報（送信タイミングタイマーなど）、共通無線リソース設定情報（共有無線リソース
設定情報）などが通知される。
【００４１】
　システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、SFN mod 8 = 0を満たす
無線フレームのサブフレーム５においてＰＤＳＣＨを介して初期送信が行われ、SFN mod 
2= 0を満たす他の無線フレームにおけるサブフレーム５において再送信（repetition）が
行なわれる。システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、スペシャルサ
ブフレームの構成（ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの長さ）を示す情報を含む。シ
ステムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、セル固有の情報である。
【００４２】
　システムインフォメーションメッセージは、ＰＤＳＣＨを介して伝送される。システム
インフォメーションメッセージは、セル固有の情報である。システムインフォメーション
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メッセージは、システムインフォメーションブロックタイプ１以外のシステムインフォメ
ーションブロックＸを含んでもよい。
【００４３】
　下りリンク参照信号は、その用途によって複数のタイプに分類される。例えば、セル固
有参照信号（Cell-specific reference signals; CRS）は、セル毎に所定の電力で送信さ
れるパイロット信号であり、所定の規則に基づいて周波数領域および時間領域で周期的に
繰り返される下りリンク参照信号である。端末装置２は、ＣＲＳを受信することでセル毎
の受信品質を測定することができる。また、端末装置２は、ＣＲＳと同時に送信されるＰ
ＤＣＣＨ、またはＰＤＳＣＨの復調のための参照信号としても用いられる。ＣＲＳに使用
される系列は、セル毎に識別可能な系列が用いられる。例えば、この系列は、擬似ランダ
ム系列に基づいて生成されてもよい。また、この系列は、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列に基
づいて生成されてもよい。また、この系列は、ゴールド系列に基づいて生成されてもよい
。また、これらの系列の亜種であってもよい。これらの系列は、系列生成器によって、生
成されてもよい。系列生成器は、各無線フレームの初めに、ある初期値で初期化されても
よい。ある初期値は、物理チャネル／物理信号毎に独立に定義（設定）されてもよい。
【００４４】
　また、下りリンク参照信号は下りリンクの伝搬路変動の推定にも用いられる。伝搬路変
動の推定に用いられる下りリンク参照信号のことをチャネル状態情報参照信号（Channel 
State Information Reference Signals; CSI-RS）あるいはＣＳＩ参照信号と呼称しても
よい。また、実際には信号が送信されないＣＳＩ参照信号、つまり基地局装置１から信号
の送信が行なわれないリソースは、ゼロパワーチャネル状態情報参照信号（Zero Power C
hannel State Information Reference Signals; Zero Power CSI-RS）あるいはゼロパワ
ーＣＳＩ参照信号と呼称してもよい。
【００４５】
　また、干渉成分を測定するために用いられる下りリンクリソースの事をチャネル状態情
報干渉測定リソース（Channel State Information - Interference Measurement Resourc
e: CSI-IMR）と呼称し、ＣＳＩ－ＩＭリソースに含まれるゼロパワーＣＳＩ参照信号を用
いて、端末装置２はＣＱＩの値を算出するために干渉信号の測定を行なってもよい。
【００４６】
　また、端末装置２毎に個別に設定される下りリンク参照信号は、端末装置固有参照信号
（UERS: UE specific Reference Signals）または専用参照信号（Dedicated Reference S
ignals）、下りリンク復調参照信号（DL DMRS: Downlink Demodulation Reference Signa
ls）などと称され、ＰＤＣＣＨ、またはＰＤＳＣＨの復調に用いられる。
【００４７】
　物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel; PDSCH）は、下り
リンクデータのほか、ページングや物理報知情報チャネルで通知されない報知情報（シス
テムインフォメーション）をレイヤー３メッセージ（ＲＲＣメッセージ）として端末装置
２に通知するためにも使用される。物理下りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て
情報は、物理下りリンク制御チャネルで示される。また、ＰＤＳＣＨは、下りリンクと上
りリンクに関するパラメータ（情報要素、ＲＲＣメッセージ）を通知するためにも使用さ
れる。
【００４８】
　ＲＲＣメッセージはＰＤＳＣＨを介して伝送される。ＲＲＣメッセージは、ＲＲＣ層に
おいて処理される情報／信号である。ＲＲＣメッセージは、セル内の複数の移動局装置１
に対して共通であってもよいし、特定の移動局装置１に対して専用であってもよい。なお
、ＲＲＣメッセージは、上位層シグナリングまたはＲＲＣシグナリングと呼称される場合
もある。
【００４９】
　物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel; PDCCH）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、端末装置２に対して基地
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局装置１のスケジューリングに従ったリソース割り当て情報や、送信電力の増減の調整量
を指示する目的で使用される。ＰＤＣＣＨには、下りリンク制御情報（Downlink Control
 Information; DCI）を端末装置２に対して、送信する目的で使用される。端末装置２は
、下りリンクデータや下りリンク制御データであるレイヤー３メッセージ（ページング、
ハンドオーバコマンド、ＲＲＣメッセージなど）を送受信する前に自局宛の物理下りリン
ク制御チャネルを監視（モニタ）し、自局宛のＰＤＣＣＨを受信することで、送信時には
上りリンクグラント、受信時には下りリンクグラント（下りリンクアサインメントとも呼
称される）と呼ばれるリソース割り当て情報をＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨに伴うＤＣＩフォ
ーマットを用いて送信されるＤＣＩ）から取得する必要がある。なお、ＰＤＣＣＨは、上
述したＯＦＤＭシンボルで送信される以外に、基地局装置１から端末装置２に対して個別
（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割り当てられるリソースブロックの領域で送信されるように構
成することも可能である。この基地局装置１から端末装置２に対して個別（ｄｅｄｉｃａ
ｔｅｄ）に割り当てられるリソースブロックの領域で送信されるＰＤＣＣＨをエンハンス
ト物理下りリンク制御チャネル（EPDCCH: Enhanced PDCCH）と呼称される場合もある。ま
た、上述したＯＦＤＭシンボルで送信されるＰＤＣＣＨを第１の制御チャネルと呼称され
る場合もある。また、ＥＰＤＣＣＨを第２の制御チャネルと呼称される場合もある。また
、ＰＤＣＣＨが割り当て可能なリソース領域を第１の制御チャネル領域、ＥＰＤＣＣＨが
割り当て可能なリソース領域を第２の制御チャネル領域と呼称する場合もある。なお、本
発明において、説明の簡略化のため、ＰＤＣＣＨと記載の箇所にはＥＰＤＣＣＨも含まれ
ているものとする。言い換えると、ＰＤＣＣＨと記載されている箇所は、ＥＰＤＣＣＨと
置き換えられてもよい。
【００５０】
　ここで、端末装置２は、ＰＤＣＣＨ候補（PDCCH candidates）および／またはＥＰＤＣ
ＣＨ候補（EPDCCH candidates）のセットをモニタする。ＰＤＣＣＨ候補とは、基地局装
置１によって、ＰＤＣＣＨがマップおよび送信される可能性のある候補を示している。ま
た、ＰＤＣＣＨ候補は、１つまたは複数の制御チャネル要素（CCE: Control Channel Ele
ment）から構成される。また、モニタには、モニタされる全てのＤＣＩフォーマットに応
じて、ＰＤＣＣＨ候補のセット内のＰＤＣＣＨそれぞれに対して、端末装置２がデコード
（復号）を試みることが含まれてもよい。また、モニタには、受信信号の受信レベルを測
定することが含まれてもよい。
【００５１】
　ここで、端末装置２が、モニタするＰＤＣＣＨ候補のセットは、サーチスペースとも称
される。サーチスペースとは、基地局装置１によってＰＤＣＣＨの送信に用いられる可能
性のあるリソースのセットである。ＰＤＣＣＨ領域には、コモンサーチスペース（CSS: C
ommon Search Space）と端末装置スペシフィックサーチスペース（USS: UE-specific Sea
rch Space）が構成（定義、設定）される。
【００５２】
　ＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱフィードバックを行なうためのＰＵＣＣＨリソースは、Ｐ
ＤＳＣＨ送信を示すＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のＣＣＥ（ＥＣＣＥ）インデックスに基
づいて、決定されてもよい。
【００５３】
　ＣＳＳは、複数の端末装置２に対するＤＣＩの送信に用いられる。すなわち、ＣＳＳは
、複数の端末装置２に対して共通のリソースによって定義される。また、ＵＳＳは、ある
特定の端末装置２に対するＤＣＩの送信に用いられる。すなわち、ＵＳＳは、ある特定の
端末装置２に対して専用のリソースによって定義される。ＤＣＩは、送信するＤＣＩの種
類に応じて、複数のフォーマットが用意されている（例えば、ＤＣＩフォーマット０／１
／１Ａ／１Ｂ／１Ｃ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ／３／３Ａ／４）。上りリンク
送信制御（例えば、ＰＵＳＣＨのスケジューリングなど）に用いられるフォーマットを上
りリンクＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット０／４）と呼称し、下りリン
ク受信制御（例えば、ＰＤＳＣＨのスケジューリングなど）に用いられるフォーマットを
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下りリンクＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｃ／１
Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ）と呼称してもよい。複数の端末装置２に対して用いら
れるフォーマットをグループトリガリングＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマ
ット３／３Ａ）と呼称してもよい。また、ＤＣＩフォーマット０を第１のフォーマットの
ＤＣＩまたは第１のＤＣＩフォーマットと呼称し、ＤＣＩフォーマット１を第２のフォー
マットのＤＣＩまたは第２のＤＣＩフォーマットと呼称してもよい。１つのＤＣＩフォー
マットは１つ以上のＤＣＩ（または情報）で構成される。
【００５４】
　端末装置２は、ＰＤＣＣＨ領域のＣＳＳおよび／またはＵＳＳにおいてＰＤＣＣＨをモ
ニタし、自装置宛てのＰＤＣＣＨを検出する。
【００５５】
　また、ＤＣＩの送信（ＰＤＣＣＨでの送信）には、基地局装置１が端末装置２に割り当
てたＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identifier）が利用される。具体的には、ＤＣ
Ｉフォーマット（下りリンク制御情報でも良い）に巡回冗長検査（CRC: Cyclic Redundan
cy check）パリティビットが付加され、付加された後に、ＣＲＣパリティビットがＲＮＴ
Ｉによってスクランブルされる。
【００５６】
　端末装置２は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加され
たＤＣＩフォーマットに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＤＣＩフォーマットを
、自装置宛のＤＣＩフォーマットとして検出する（ブラインドデコーディングとも呼称さ
れる）。すなわち、端末装置２は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うＰ
ＤＣＣＨに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＰＤＣＣＨを、自装置宛のＰＤＣＣ
Ｈとして検出する。
【００５７】
　ここで、ＲＮＴＩには、Ｃ－ＲＮＴＩ(Cell-Radio Network Temporary Identifier)が
含まれる。Ｃ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続およびスケジューリングの識別に対して使用され
るユニークな（一意的な）識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、動的にスケジュールされるユ
ニキャスト送信のために利用される。
【００５８】
　また、ＲＮＴＩには、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩが含まれる。Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスプロシージャ（例えば、初期アクセス）に対し
て使用される識別子である。例えば、端末装置２は、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ
によってスクランブルされたＣＲＣが付加されたＤＣＩフォーマットを、コモンサーチス
ペースのみでデコードを試みてもよい。
【００５９】
　物理上りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel; PUSCH）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫなどの制御データを含めることも可能である。この制御データをチャネル状態情報（
CSI: Channel State Information）と呼称する場合もある。また、ＰＵＳＣＨで送信され
るＣＳＩをアピリオディックＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）と呼称する場合もある。また、上りリ
ンクデータの他、上りリンク制御情報をレイヤー３メッセージとして基地局装置１に通知
するためにも使用される。また、下りリンクの場合と同様に物理上りリンク共用チャネル
のリソース割り当て情報は、物理下りリンク制御チャネルで示される。また、ＰＵＳＣＨ
は、ダイナミックスケジューリンググラントに対しては上りリンクデータを送信する。ま
た、ＰＵＳＣＨは、ランダムアクセスレスポンスグラントに対して、ランダムアクセスに
関連した自局の情報（例えば、端末装置２の識別情報、メッセージ３）を送信する。また
、ＰＵＳＣＨは、検出したグラントの種類に応じて送信電力制御に使用するパラメータが
異なる場合がある。
【００６０】
　物理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control Channel; PUCCH）は、物理下
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りリンク共用チャネルで送信されたデータの受信確認応答（Acknowledgement/Negative A
cknowledgement; ACK/NACK）の通知や下りリンクの伝搬路情報（チャネル状態情報）の報
告（CSI report）、上りリンクのリソース割り当て要求（無線リソース要求）であるスケ
ジューリングリクエスト（Scheduling Request; SR）を行なうために使用される。チャネ
ル状態情報（CSI: Channel State Information）は、チャネル品質指標（CQI: Channel Q
uality Indicator）、プリコーディングマトリックス指標（PMI: Precoding Matrix Indi
cator）、プリコーディングタイプ指標（PTI: Precoding Type Indicator）、ランク指標
（RI: Rank Indicator）を含む。各インディケータ（Indicator）は、インディケーショ
ン（Indication）と表記される場合もあるが、その用途と意味は同じである。また、端末
装置２は、送信するＵＣＩに応じて、ＰＵＣＣＨのフォーマットを切り替えてもよい。
【００６１】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂには、ＳＲＳとの衝突を避けるために、
１シンボル分パンクチャした短縮フォーマット（shortened format）とパンクチャしてい
ない標準フォーマット（Normal format）がある。例えば、同じサブフレームでＰＵＣＣ
ＨとＳＲＳの同時送信が有効である場合は、ＳＲＳサブフレームでＰＵＣＣＨフォーマッ
ト１／１ａ／１ｂは短縮フォーマットで送信される。同じサブフレームでＰＵＣＣＨとＳ
ＲＳの同時送信が有効でない場合は、ＳＲＳサブフレームでＰＵＣＣＨフォーマット１／
１ａ／１ｂは標準フォーマットで送信される。その際、ＳＲＳの送信が生じたとしてもＳ
ＲＳは送信されなくてもよい。
【００６２】
　ＣＳＩ報告には、周期的またはイベント条件が満たされた場合に、チャネル状態情報を
報告するピリオディックＣＳＩ報告（P-CSI reporting）と、ＤＣＩフォーマットに含ま
れているＣＳＩリクエストによって、ＣＳＩ報告が要求された場合にチャネル状態情報を
報告するアピリオディックＣＳＩ報告（A-CSI reporting）がある。ピリオディックＣＳ
Ｉ報告は、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを用いて行なわれ、アピリオディックＣＳＩ報告
は、ＰＵＳＣＨを用いて行なわれる。すなわち、Ｐ－ＣＳＩは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳ
ＣＨを用いて送信され、Ａ－ＣＳＩは、ＰＵＳＣＨを用いて送信される。端末装置２は、
ＤＣＩフォーマットに含まれる情報（ＣＳＩリクエスト）に基づいてＣＳＩ報告が要求さ
れる場合、ＰＵＳＣＨで上りリンクデータを伴わないＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）を送信するこ
ともできる。
【００６３】
　ＣＳＩ報告が可能なＰＵＣＣＨサブフレーム（reporting instances）は、上位層で設
定されるインデックス（ＣＱＩＰＭＩインデックス、ＲＩインデックス）と関連付けられ
た周期およびサブフレームオフセットに基づいて決定される。なお、上位層で設定される
インデックスは、ＣＳＩを測定するために設定されるサブフレームセット毎に設定可能で
ある。複数のサブフレームセットに対して１つのインデックスしか設定されない場合、そ
のインデックスは、サブフレームセット間で共通であるとみなしてもよい。
【００６４】
　送信モード１～９で設定された端末装置２に対して、各サービングセルに対して１つの
Ｐ－ＣＳＩ報告は、上位層シグナリングによって設定される。
【００６５】
　送信モード１０で設定された端末装置２に対して、各サービングセルに対して１つ以上
のＰ－ＣＳＩ報告は、上位層シグナリングによって設定される。
【００６６】
　送信モード９または１０で設定された端末装置２に対して、８ＣＳＩ－ＲＳポートが設
定され、ワイドバンドＣＱＩでシングルＰＭＩの報告モード（モード１－１）が上位層シ
グナリングによってあるパラメータ（PUCCH_format1-1_CSI_reporting_mode）を用いてサ
ブモード１もしくはサブモード２に設定される。
【００６７】
　端末選択サブバンドＣＱＩ（UE-selected subband CQI）に対して、あるサービングセ
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ルのあるサブフレームでのＣＱＩ報告は、帯域幅パートとして示されるサービングセルの
帯域幅の特定の部分（一部）におけるチャネル品質の報告である。
【００６８】
　ＣＳＩ報告タイプは、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ報告モードをサポートしている。ＣＳＩ報告
タイプは、ＰＵＣＣＨ報告タイプ（PUCCH reporting type）と呼称される場合もある。タ
イプ１報告は、端末選択サブバンドに対するＣＱＩフィードバックをサポートしている。
タイプ１ａ報告は、サブバンドＣＱＩと第２のＰＭＩフィードバンクをサポートしている
。タイプ２、タイプ２ｂ、タイプ２ｃ報告は、ワイドバンドＣＱＩとＰＭＩフィードバッ
クをサポートしている。タイプ２ａ報告は、ワイドバンドＰＭＩフィードバンクをサポー
トしている。タイプ３報告は、ＲＩフィードバックをサポートしている。タイプ４報告は
、ワイドバンドＣＱＩをサポートしている。タイプ５報告は、ＲＩとワイドバンドＰＭＩ
フィードバックをサポートしている。タイプ６報告は、ＲＩとＰＴＩフィードバックをサ
ポートしている。
【００６９】
　上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal）は、基地局装置１が、物理上りリン
ク制御チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを復調
するために使用する復調参照信号（Demodulation Reference Signal; DMRS）と、基地局
装置１が、主に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用するサウンディング参
照信号（Sounding Reference Signal; SRS）が含まれる。また、サウンディング参照信号
には、上位層によって周期的に送信するように設定される周期的サウンディング参照信号
（P-SRS: Periodic SRS）と、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットに含まれるＳ
ＲＳリクエストによって送信が要求される非周期的サウンディング参照信号（A-SRS: Ape
riodic SRS）とがある。上りリンク参照信号は、上りリンクパイロット信号、上りリンク
パイロットチャネルと呼称する場合もある。
【００７０】
　なお、これらの上りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系列に基づいて生成されて
もよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列に基づ
いて生成されてもよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、ゴールド系列に基
づいて生成されてもよい。また、これらの上りリンク参照信号の系列は、擬似ランダム系
列やＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列、ゴールド系列の亜種・変形であってもよい。
【００７１】
　また、周期的サウンディング参照信号をピリオディックサウンディング参照信号、トリ
ガータイプ０サウンディング参照信号（Trigger Type 0 SRS）と呼称する場合もある。ま
た、非周期的サウンディング参照信号をアピリオディックサウンディング参照信号、トリ
ガータイプ１サウンディング参照信号（Trigger Type 1 SRS）と呼称する場合もある。
【００７２】
　さらに、Ａ－ＳＲＳは、協調通信において、上りリンクのチャネル推定用に特化した信
号（例えば、トリガータイプ１ａＳＲＳと呼称される場合もある）と、下りリンクのチャ
ネル状態（ＣＳＩ，ＣＱＩ，ＰＭＩ，ＲＩ）を基地局装置１において、測定させるために
使用される信号（例えば、トリガータイプ１ｂＳＲＳと呼称される場合もある）とに分け
られてもよい。なお、ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨそれぞれに対応して、セット
される。また、ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと同じサブフレームで時間多重
されて、送信される。
【００７３】
　また、ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨに対する場合とＰＵＣＣＨに対する場合で、時間多重方
法が異なってもよい。例えば、ＰＵＳＣＨに対するＤＭＲＳは、７シンボルで構成される
１スロット内に１シンボルだけ配置されるのに対して、ＰＵＣＣＨに対するＤＭＲＳは、
７シンボルで構成される１スロット内に３シンボル配置される。また、ＰＵＣＣＨに対す
るＤＭＲＳの配置に用いられるシンボル数は、１スロット内に含まれるシンボル数に応じ
て、異なってもよい。すなわち、１スロットが７シンボルで構成される場合と６シンボル
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で構成される場合で、ＰＵＣＣＨに対するＤＭＲＳを配置するために用いられるシンボル
数は異なってもよい。
【００７４】
　また、ＳＲＳは、上位層シグナリングによって種々のパラメータ（帯域幅、サイクリッ
クシフト、送信サブフレームなど）が通知される。また、ＳＲＳは、上位層シグナリング
（higher layer signaling）によって通知されるＳＲＳの設定に含まれる送信サブフレー
ムに関する情報に基づいて、ＳＲＳを送信するサブフレームが決定される。送信サブフレ
ームに関する情報には、セル固有に設定される情報（共有情報）と端末装置固有に設定さ
れる情報（専用情報、個別情報）とがある。セル固有に設定される情報には、セル内のす
べての端末装置２が共有するＳＲＳが送信されるサブフレームを示す情報が含まれる。ま
た、端末装置固有に設定される情報には、セル固有に設定されるサブフレームのサブセッ
トとなるサブフレームオフセットと周期（periodicity）を示す情報が含まれる。これら
の情報によって、端末装置２は、ＳＲＳを送信することができるサブフレーム（ＳＲＳサ
ブフレーム、ＳＲＳ送信サブフレームと呼称する場合もある）を決定することができる。
また、端末装置２は、セル固有に設定されたＳＲＳが送信されるサブフレームにおいて、
ＰＵＳＣＨを送信する場合、ＳＲＳが送信されるシンボル分だけＰＵＳＣＨの時間リソー
スをパンクチャし、該時間リソースでＰＵＳＣＨを送信することができる。このことによ
り、端末装置２間のＰＵＳＣＨの送信とＳＲＳの送信の衝突を回避することができる。Ｐ
ＵＳＣＨを送信する端末装置２に対しては、特性劣化を防ぐことができる。また、ＳＲＳ
を送信する端末装置２に対しては、チャネル推定精度を確保することができる。ここで、
端末装置固有に設定される情報は、Ｐ－ＳＲＳとＡ－ＳＲＳとで独立に設定されてもよい
。
【００７５】
　例えば、第１の上りリンク参照信号は、上位層シグナリングによって種々のパラメータ
が設定された場合に、設定された送信サブフレームに基づいて周期的に送信される。また
、第２の上りリンク参照信号は、下りリンク制御情報フォーマットに含まれる第２の上り
リンク参照信号の送信要求に関するフィールド（ＳＲＳリクエスト）によって、送信要求
が指示される場合に、非周期的に送信される。端末装置２は、ある下りリンク制御情報フ
ォーマットに含まれるＳＲＳリクエストがポジティブまたはポジティブに相当するインデ
ックス（値）を示している場合、所定の送信サブフレームでＡ－ＳＲＳを送信する。また
、端末装置２は、検出したＳＲＳリクエストがネガティブまたはネガティブに相当するイ
ンデックス（値）を示す場合、所定のサブフレームでＡ－ＳＲＳを送信しない。なお、セ
ル固有に設定される情報（共有パラメータ、共有情報）は、システムインフォメーション
または専用制御チャネル（DCCH: Dedicated Control Channel）を用いて通知される。ま
た、端末装置固有に設定される情報（専用パラメータ、個別パラメータ、専用情報、個別
情報）は、共有制御チャネル（CCCH: Common Control Channel）を用いて通知される。こ
れらの情報は、ＲＲＣメッセージで通知されてもよい。ＲＲＣメッセージは、上位層によ
って通知されてもよい。
【００７６】
　物理ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access Channel; PRACH）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有する。プリ
アンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するように構成
されている。物理ランダムアクセスチャネルは、端末装置２の基地局装置１へのアクセス
手段として用いられる。端末装置２は、ＰＵＣＣＨ未設定時の無線リソース要求や、上り
リンク送信タイミングを基地局装置１の受信タイミングウィンドウに合わせるために必要
な送信タイミング調整情報を基地局装置１に要求するためにＰＲＡＣＨを用いる。なお、
送信タイミング調整情報は、タイミングアドバンス（Timing Advance; TA）と呼称される
場合もある。
【００７７】
　具体的には、端末装置２は、基地局装置１より設定されたＰＲＡＣＨ用の無線リソース
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を用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング調整情報を受信した端末装置２は
、報知情報によって共通的に設定される（またはレイヤー３メッセージで個別に設定され
る）送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タイミングタイマーを設定し、送
信タイミングタイマーの有効時間中（計時中）は送信タイミング調整状態、有効期間外（
停止中）は送信タイミング非調整状態（送信タイミング未調整状態）として上りリンクの
状態を管理する。レイヤー３メッセージは、端末装置２と基地局装置１の無線リソース制
御（RRC: Radio Resource Control）層でやり取りされる制御平面（C-plane: Control-pl
ane）のメッセージであり、ＲＲＣシグナリングまたはＲＲＣメッセージと同義の意味で
使用される。また、ＲＲＣシグナリングは、上位層シグナリングや専用シグナリング（De
dicated signaling）と呼称される場合もある。専用シグナリングは、個別シグナリング
と呼称される場合もある。
【００７８】
　ランダムアクセスプロシージャには、コンテンションベースのランダムアクセスプロシ
ージャ（Contention based Random Access procedure）とノンコンテンションベースのラ
ンダムアクセスプロシージャ（Non-contention based Random Access procedure）の２つ
のランダムアクセスプロシージャが含まれる。コンテンションベースのランダムアクセス
プロシージャは、複数の端末装置２間で衝突が発生する可能性のあるランダムアクセスで
ある。
【００７９】
　また、ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、複数の端末装置
２間で衝突が発生しないランダムアクセスである。例えば、ノンコンテンションベースの
ランダムアクセスプロシージャにおいて、基地局装置１は、衝突が発生しないように、ラ
ンダムアクセスプリアンブルを端末装置２に対して割り当てることができる。
【００８０】
　ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、３ステップから成り、
下りリンクの専用シグナリング（Dedicated signaling）によって、ランダムアクセスプ
リアンブルアサインメント（Random Access Preamble assignment）が基地局装置１から
端末装置２に通知される。その際、ランダムアクセスプリアンブルアサインメントは、基
地局装置１が端末装置２に対してノンコンテンション用のランダムアクセスプリアンブル
を割り当て、ハンドオーバに対するソース基地局装置によって送信され、ターゲット基地
局装置によって生成されたハンドオーバコマンドまたは下りリンクデータアライバルの場
合ＰＤＣＣＨによってシグナルされる。
【００８１】
　そのランダムアクセスプリアンブルアサインメントを受信した端末装置２は、上りリン
クにおいてＲＡＣＨでランダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を送信する。その
際、端末装置２は、割り当てられたノンコンテンション用のランダムアクセスプリアンブ
ルを送信する。
【００８２】
　ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局装置１は、下りリンクデータ（DL-SCH
: Downlink Shared Channel）でランダムアクセスレスポンスを端末装置２へ送信する。
その際、メッセージ１で準同期し、ＨＡＲＱは含まない、ＰＤＣＣＨでＲＡ－ＲＮＴＩへ
アドレスされ、少なくともハンドオーバに対する最初の上りリンクグラントとタイミング
調整情報（Timing Alignment information）、下りリンクデータアライバルに対するタイ
ミング調整情報、ランダムアクセスプリアンブル識別子、１つのＤＬ－ＳＣＨメッセージ
で１つ以上の端末装置２向けに伝送する。下りリンクデータは下りリンク共用チャネルデ
ータと呼称される場合もある。
【００８３】
　ここで、ノンコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャは、ハンドオーバ
、下りリンクデータアライバル、ポジショニングに対して適用される。コンテンションベ
ースのランダムアクセスプロシージャは、ＲＲＣ_ＩＤＬＥからの初期アクセス、ＲＲＣ
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コネクションの再確立、ハンドオーバ、下りリンクデータアライバル、上りリンクデータ
アライバルに対して適用される。
【００８４】
　次に、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの例を説明する。
【００８５】
　端末装置２は、基地局装置１によって送信されたシステムインフォメーションブロック
タイプ２（ＳＩＢ２）を取得する。ＳＩＢ２は、セル内における全ての端末装置２（また
は、複数の端末装置２）に対して共通の設定（共通の情報）である。例えば、該共通の設
定には、ＰＲＡＣＨの設定が含まれる。
【００８６】
　端末装置２は、ランダムアクセスプリアンブルの番号をランダムに選択する。また、端
末装置２は、選択した番号のランダムアクセスプリアンブル（メッセージ１）を、ＰＲＡ
ＣＨを用いて基地局装置１に送信する。基地局装置１は、ランダムアクセスプリアンブル
を用いて上りリンクの送信タイミングを推定する。
【００８７】
　基地局装置１は、ＰＤＳＣＨを用いてランダムアクセスレスポンス（ＤＬ－ＳＣＨ、メ
ッセージ２）を送信する。ランダムアクセスレスポンスには、基地局装置１によって検出
されたランダムアクセスプリアンブルに対する複数の情報が含まれる。例えば、該複数の
情報には、ランダムアクセスプリアンブルの番号、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ、
ＴＡコマンド（Timing Advance Command）、および、ランダムアクセスレスポンスグラン
トが含まれる。
【００８８】
　端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスグラントを用いてスケジューリングされた
ＰＵＳＣＨで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ、メッセージ３）を送信（初期送信）す
る。該上りリンクデータには、端末装置２を識別するための識別子（InitialUE-Identity
またはC-RNTIを示す情報）が含まれる。上りリンクデータは、上りリンク共用チャネルデ
ータと呼称される場合もある。
【００８９】
　基地局装置１は、上りリンクデータの復号に失敗した場合、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマ
ットを用いて、上りリンクデータの再送信を指示する。端末装置２は、該ＤＣＩフォーマ
ットによって上りリンクデータの再送信を指示された場合、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマッ
トを用いてスケジュールされたＰＵＳＣＨで、同一の上りリンクデータを再送信する。
【００９０】
　また、基地局装置１は、上りリンクデータの復号に失敗した場合、ＰＨＩＣＨ（ＮＡＣ
Ｋ）を用いて、上りリンクデータの再送信を指示することができる。端末装置２は、該Ｎ
ＡＣＫによって上りリンクデータの再送信を指示された場合、ＰＵＳＣＨで、同一の上り
リンクデータを再送信する。
【００９１】
　基地局装置１は、上りリンクデータの復号に成功し、上りリンクデータを取得すること
によって、何れの端末装置２がランダムアクセスプリアンブルおよび上りリンクデータの
送信を行なっていたかを知ることができる。すなわち、基地局装置１は、上りリンクデー
タの復号に成功する前は、何れの端末装置２がランダムアクセスプリアンブルおよび上り
リンクデータの送信を行なっているかを知ることはできない。
【００９２】
　基地局装置１は、InitialUE-Identityを含むメッセージ３を受信した場合、受信したIn
itialUE-Identityに基づいて生成したコンテンションレゾリューション識別子（contenti
on resolution identity）（メッセージ４）を、ＰＤＳＣＨを用いて端末装置２に送信す
る。端末装置２は、受信したコンテンションレゾリューション識別子と、送信したInitia
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lUE-Identityがマッチした場合に、（１）ランダムアクセスプリアンブルのコンテンショ
ンレゾリューションに成功したとみなし、（２）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩの値
をＣ－ＲＮＴＩにセットし、（３）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、（４）
ランダムアクセスプロシージャが正しく完了したとみなす。
【００９３】
　また、基地局装置１は、Ｃ－ＲＮＴＩを示す情報を含むメッセージ３を受信した場合、
受信したＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤ
ＣＩフォーマット（メッセージ４）を、端末装置２に送信する。端末装置２は、Ｃ－ＲＮ
ＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマット
をデコードした場合に、（１）ランダムアクセスプリアンブルのコンテンションレゾリュ
ーションに成功したとみなし、（２）Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、（３
）ランダムアクセスプロシージャが正しく完了したとみなす。
【００９４】
　すなわち、基地局装置１は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの
一環として（as part of contention based random access procedure）、ランダムアク
セスレスポンスグラントを用いて、ＰＵＳＣＨをスケジュールする。
【００９５】
　端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスグラントを用いてスケジュールされたＰＵ
ＳＣＨで、上りリンクデータ（メッセージ３）を送信する。すなわち、端末装置２は、コ
ンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環として、ランダムアクセスレ
スポンスグラントに対応するＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【００９６】
　また、基地局装置１は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環
として、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが付加さ
れたＤＣＩフォーマットを用いて、ＰＵＳＣＨをスケジュールする。また、基地局装置１
は、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一環として、ＰＨＩＣＨ（
ＮＡＣＫ）を用いて、ＰＵＳＣＨでの送信をスケジュール／指示する。
【００９７】
　端末装置２は、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ
が付加されたＤＣＩフォーマットを用いてスケジュールされたＰＵＳＣＨで、上りリンク
データ（メッセージ３）を送信（再送信）する。また、端末装置２は、ＰＨＩＣＨの受信
に応じて、スケジュールされたＰＵＳＣＨで、上りリンクデータ（メッセージ３）を送信
（再送信）する。すなわち、端末装置２は、コンテンションベースのランダムアクセスプ
ロシージャの一環として、同一の上りリンクデータ（トランスポートブロック）の再送信
に対応するＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【００９８】
　ＴＤＤ方式において、基地局装置１は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて
、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、およ
び、下りリンク参照信号を送信してもよい。また、基地局装置１は、スペシャルサブフレ
ームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＢＣＨを送信しなくてもよい。
【００９９】
　また、ＴＤＤ方式において、端末装置２は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。また、端末装置２は、スペシャルサ
ブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳを送信しな
くてもよい。
【０１００】
　また、ＴＤＤ方式において、端末装置２は、スペシャルサブフレームがＧＰおよびＵｐ
ＰＴＳのみによって構成されている場合には、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨおよび／またはＤＭＲＳを送信してもよい。
【０１０１】
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　以下、論理チャネルについて説明する。
【０１０２】
　論理チャネルは、ＲＲＣメッセージや情報要素を伝送するために用いられる。また、論
理チャネルは、トランスポートチャネルを介して、物理チャネルで送信される。
【０１０３】
　報知制御チャネル（BCCH: Broadcast Control Channel）は、システム制御情報を報知
するために用いられる下りリンクチャネルである。例えば、システム情報や初期アクセス
に必要な情報は、このチャネルを用いて送信される。ＭＩＢ（Master Information Block
）やＳＩＢ１（System Information Block Type 1）は、このチャネルを用いて伝送され
る。
【０１０４】
　共有制御チャネル（CCCH: Common Control Channel）は、ネットワークとＲＲＣコネク
ションを持たない端末装置とネットワーク間で制御情報を送信するために用いられるチャ
ネルである。例えば、端末固有の制御情報や設定情報は、このチャネルを用いて送信され
る。
【０１０５】
　専用制御チャネル（DCCH: Dedicated Control Channel）は、ＲＲＣコネクションを持
つ端末装置とネットワーク間を双方向で専用制御情報を送信するために用いられるチャネ
ルである。例えば、セル固有の再設定情報は、このチャネルを用いて送信される。
【０１０６】
　ＣＣＣＨやＤＣＣＨを用いるシグナリングをＲＲＣシグナリング（上位層シグナリング
）と総称する場合もある。
【０１０７】
　上りリンク電力制御に関する情報（情報要素、パラメータ、設定）は、報知情報として
設定される情報と、同じセル内の端末装置２間で共有される情報（共有情報）として（再
）設定される情報と、端末装置固有の専用情報として（再）設定される情報と、がある。
端末装置２は、報知情報として設定される情報のみ、または、報知情報／共有情報として
設定される情報と、専用情報として設定される情報に基づいて送信電力制御を行なう。
【０１０８】
　無線リソース制御設定共有情報は、報知情報（またはシステム情報）として通知されて
もよい。また、無線リソース制御設定共有情報は、専用情報（モビリティ制御情報）とし
て通知されてもよい。
【０１０９】
　無線リソース設定には、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）設定、報知制御チャネ
ル（ＢＣＣＨ）設定、ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）設定、物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ）設定、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）設定、物理上
りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）設定、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
設定、サウンディング参照信号（ＳＲＳ）設定、上りリンク電力制御、上りリンクサイク
リックプレフィックス長などが含まれる。報知情報として通知される場合と再設定情報と
して設定される場合で、通知する情報は同じでなくてもよい。つまり、報知情報と再設定
情報にセットされる種々の設定は独立にセットされてもよい。
【０１１０】
　種々の物理チャネル／物理信号（ＰＲＡＣＨ，ＰＵＣＣＨ，ＰＵＳＣＨ、ＳＲＳ，ＵＬ
　ＤＭＲＳ、ＣＲＳ，ＣＳＩ－ＲＳ、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＳＳ／ＳＳＳ,ＤＬ　
ＤＭＲＳ，ＰＢＣＨ，ＰＭＣＨなど）を設定するために必要な情報要素は、同一セル内の
端末装置２間で共有する共有設定情報と、端末装置２毎に設定される専用設定情報で構成
される。共有設定情報は、システムインフォメーションで送信されてもよい。また、共有
設定情報は、再設定を行なう場合には、専用情報として送信されてもよい。これら設定情
報は、パラメータの設定を含む。パラメータの設定とは、パラメータの値の設定を含む。
また、パラメータの設定とは、パラメータがテーブル管理されている場合、インデックス
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の値を含む。
【０１１１】
　上記物理チャネルのパラメータに関する情報は、ＲＲＣメッセージを用いて端末装置２
へ送信される。つまり、端末装置２は、受信したＲＲＣメッセージに基づいて、各物理チ
ャネルのリソース割り当てや送信電力を設定する。ＲＲＣメッセージには、報知チャネル
に関するメッセージ、マルチキャストチャネルに関するメッセージ、ページングチャネル
に関するメッセージ、下りリンクの各チャネルに関するメッセージ、上りリンクの各チャ
ネルに関するメッセージなどがある。各ＲＲＣメッセージは、情報要素（IE: Informatio
n element）を含んで構成されてもよい。また、情報要素は、パラメータに相当する情報
が設定されてもよい。なお、ＲＲＣメッセージは、メッセージと呼称される場合もある。
また、メッセージクラスは、１つ以上のメッセージのセットである。メッセージには、情
報要素が含まれてもよい。情報要素には、無線リソース制御に関する情報要素、セキュリ
ティ制御に関する情報要素、モビリティ制御に関する情報要素、測定に関する情報要素、
マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（MBMS: Multimedia Broadcast
 Multicast Service）に関する情報要素などがある。また、情報要素には、下位の情報要
素が含まれてもよい。情報要素は、パラメータとして設定されてもよい。また、情報要素
は、１つ以上のパラメータを示す制御情報として定義されてもよい。
【０１１２】
　情報要素（IE: Information Element）は、システムインフォメーション（SI: System 
Information）または専用シグナリング（Dedicated signaling）で種々のチャネル／信号
／情報に対するパラメータを規定（指定、設定）するために使われる。また、ある情報要
素は、１つ以上のフィールドを含む。情報要素は、１つ以上の情報要素で構成されてもよ
い。なお、情報要素に含まれるフィールドをパラメータと呼称する場合もある。つまり、
情報要素は、１種類（１つ）以上のパラメータを含んでもよい。また、端末装置２は、種
々のパラメータに基づいて無線リソース割り当て制御や上りリンク電力制御、送信制御等
を行なう。また、システムインフォメーションは情報要素として定義されてもよい。
【０１１３】
　情報要素を構成するフィールドには、情報要素が設定されてもよい。また、情報要素を
構成するフィールドには、パラメータが設定されてもよい。
【０１１４】
　ＲＲＣメッセージは、１つ以上の情報要素を含む。また、複数のＲＲＣメッセージがセ
ットされたＲＲＣメッセージをメッセージクラスと呼称する。
【０１１５】
　システムインフォメーションを用いて端末装置２に通知される上りリンク電力制御に関
するパラメータには、ＰＵＳＣＨに対する標準電力（標準レベル、標準電力レベル、基準
電力、基準レベル、基準電力レベル、公称電力、公称レベル、公称電力レベル）、ＰＵＣ
ＣＨに対する標準電力、伝搬路損失補償係数αｃ、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に設定され
る電力オフセットのリスト、プリアンブルとメッセージ３の電力オフセットがある。また
、システムインフォメーションを用いて端末装置２に通知されるランダムアクセスチャネ
ルに関するパラメータには、プリアンブルに関するパラメータ、ランダムアクセスチャネ
ルの送信電力制御に係るパラメータ、ランダムアクセスプリアンブルの送信制御に係るパ
ラメータがある。これらのパラメータは、初期アクセス時または無線リンク障害（RLF: R
adio Link Failure）発生後の再接続時に使用される。また、システムインフォメーショ
ンを用いて端末装置２に通知される下りリンク電力制御に関するパラメータには、セル固
有参照信号の送信電力（referenceSignalPower）、セル固有参照信号が存在するサブフレ
ームにおける物理下りリンク共用チャネルとセル固有参照信号との送信電力の電力比を表
すインデックスＰＢ（p-b）がある。
【０１１６】
　送信電力制御（上りリンク電力制御、ランダムアクセスチャネル、下りリンク電力制御
）に関する情報は、報知情報として端末装置２に通知されてもよい。また、共有情報とし
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て端末装置２に通知されてもよい。また、専用情報として端末装置２に通知されてもよい
。また、システムインフォメーションとして端末装置２に通知されてもよい。
【０１１７】
　本発明の実施形態における通信システムには、基地局装置１（以下、アクセスポイント
、ポイント、送信ポイント、受信ポイント、セル、サービングセル、送信装置、受信装置
、送信局、受信局、送信アンテナ群、送信アンテナポート群、受信アンテナ群、受信アン
テナポート群、通信装置、通信端末、ｅＮｏｄｅＢとも呼称される）が含まれる。また、
基地局装置１として、マスター基地局装置（マクロ基地局装置、第１の基地局装置、第１
の通信装置、サービング基地局装置、プライマリー基地局装置、アンカー基地局装置、第
１のアクセスポイント、第１のポイント、第１の送信ポイント、第１の受信ポイント、マ
クロセル、第１のセル、プライマリーセルとも呼称される）が含まれてもよい。
【０１１８】
　さらに、本発明の実施形態に係わる通信システムには、セカンダリー基地局装置（ＲＲ
Ｈ（Remote Radio Head）、リモートアンテナ、張り出しアンテナ、分散アンテナ、第２
のアクセスポイント、第２のポイント、第２の送信ポイント、第２の受信ポイント、参照
点、小電力基地局装置（LPN: Low Power Node）、マイクロ基地局装置、ピコ基地局装置
、フェムト基地局装置、スモール基地局装置、ローカルエリア基地局装置、ファントム基
地局装置、家庭（屋内）向け基地局装置（Home eNodeB, Home NodeB, HeNB, HNB）、第２
の基地局装置、第２の通信装置、協調基地局装置群、協調基地局装置セット、協調基地局
装置、ホットスポット、マイクロセル、ピコセル、フェムトセル、スモールセル、ファン
トムセル、ローカルエリア、第２のセル、セカンダリーセルとも呼称される）が含まれて
もよい。ここで、セカンダリー基地局装置は、複数のセカンダリー基地局装置として示さ
れてもよい。例えば、マスター基地局装置とセカンダリー基地局装置は、ヘテロジーニア
スネットワーク配置を利用して、セカンダリー基地局装置のカバレッジの一部または全て
が、マスター基地局装置のカバレッジに含まれ、端末装置２と通信が行なわれてもよい。
また、セカンダリー基地局装置は、マスター基地局装置のカバレッジの外に配置されても
よい。
【０１１９】
　また、本発明の実施形態に係る通信システムには、端末装置２（以下、移動局、移動局
装置、移動端末、受信装置、送信装置、受信端末、送信端末、第３の通信装置、受信アン
テナ群、受信アンテナポート群、送信アンテナ群、送信アンテナポート群、ユーザ装置、
ユーザ端末（UE: User Equipment）とも呼称される）が含まれる。
【０１２０】
　また、本発明の実施形態に係る通信システムには、基地局装置１と端末装置２とが含ま
れる。
【０１２１】
　また、単一の基地局装置１は、１つ以上の端末装置２を管理してもよい。また、単一の
基地局装置１は、１つ以上のセル（サービングセル、プライマリーセル、セカンダリーセ
ル、マクロセル、フェムトセル、ピコセル、スモールセル、ファントムセル）を管理して
もよい。つまり、単一の基地局装置１は、マクロセルおよびスモールセルを管理してもよ
い。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の周波数帯域（コンポーネントキャリア、キ
ャリア周波数）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の小電力基地
局装置（LPN: Low Power Node）を管理してもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ
以上の家庭（屋内）向け基地局装置（HeNB: Home eNodeB）を管理してもよい。また、単
一の基地局装置１は、１つ以上のアクセスポイントを管理してもよい。基地局装置１間は
、有線（光ファイバ、銅線、同軸ケーブルなど）または無線（Ｘ２インタフェース、Ｘ３
インタフェース、Ｘｎインタフェースなど）で接続されてもよい。また、複数の基地局装
置１は、ネットワークで管理されてもよい。また、単一の基地局装置１は、１つ以上の中
継局装置（Relay）を管理してもよい。また、複数の基地局装置１でネットワークを構築
してもよい。また、複数の基地局装置１はクラスタ化されてもよい。
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【０１２２】
　また、本発明の実施形態に係る通信システムは、複数の基地局装置および／または小電
力基地局装置および／または家庭用基地局装置で協調通信（CoMP: Coordination Multipl
e Points）を実現してもよい。つまり、本発明の実施形態に係る通信システムは、ダイナ
ミックに端末装置２と接続しているポイント（基地局装置、セル）を切り替えるダイナミ
ックポイントセレクション（DPS: Dynamic Point Selection）を行なってもよい。
【０１２３】
　また、本発明の実施形態に係る通信システムは、協調スケジューリング（CS: Coordina
ted Scheduling）や協調ビームフォーミング（CB: Coordinated Beamforming）を行なっ
てもよい。また、本発明の実施形態に係る通信システムは、ジョイント送信（JT: Joint 
Transmission）やジョイント受信（JR: Joint Reception）を行なってもよい。
【０１２４】
　また、近くに配置された複数の小電力基地局装置またはスモールセルは、クラスタリン
グ（クラスタ化、グループ化）されてもよい。クラスタリングされた複数の小電力基地局
装置は、同じ設定情報を通知してもよい。また、クラスタ化されたスモールセルの領域（
カバレッジ）をローカルエリアと呼称する場合もある。
【０１２５】
　下りリンク送信において、基地局装置１は、送信点（TP: Transmission Point）と呼称
される場合もある。また、上りリンク送信において、基地局装置１は、受信点（RP: Rece
ption Point）と呼称される場合もある。また、下りリンク送信点および上りリンク受信
点は、下りリンクパスロス測定用のパスロス参照点（Pathloss Reference Point, Refere
nce Point）になりうる。また、パスロス測定用の参照点は、送信点や受信点とは独立に
設定されてもよい。
【０１２６】
　また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、第３のセルとして設定
されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、プライマ
リーセルとして再設定されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエ
リアセルは、セカンダリーセルとして再設定されてもよい。スモールセルやファントムセ
ル、ローカルエリアセルは、サービングセルとして再設定されてもよい。また、スモール
セルやファントムセル、ローカルエリアセルはサービングセルに含まれてもよい。
【０１２７】
　スモールセルが構成可能な基地局装置１は必要に応じて、間欠受信（DRX: Discrete Re
ception）や間欠送信（DTX: Discrete Transmission）を行なってもよい。また、スモー
ルセルが構成可能な基地局装置１は、断続的に、電源のオン／オフを行なってもよい。
【０１２８】
　マクロセルを構成する基地局装置１とスモールセルを構成する基地局装置１とは、独立
な識別子（ID: Identity, Identifier）が設定される場合がある。つまり、マクロセルと
スモールセルの識別子は、独立に設定される場合がある。例えば、セル固有参照信号（CR
S: Cell specific Reference Signal）がマクロセルおよびスモールセルから送信される
場合、送信周波数および無線リソースが同じであっても、異なる識別子でスクランブルさ
れる場合もある。マクロセルでは物理セルＩＤ（PCI: Physical Cell layer Identity）
でスクランブルされ、スモールセルでは仮想セルＩＤ（VCI: Virtual Cell Identity）で
スクランブルされてもよい。マクロセルでは物理セルＩＤ（PCI: Physical Cell layer I
dentity）でスクランブルされ、スモールセルではグローバルセルＩＤ（GCI: Global Cel
l Identity）でスクランブルされてもよい。マクロセルでは第１の物理セルＩＤでスクラ
ンブルされ、スモールセルでは第２の物理セルＩＤでスクランブルされてもよい。マクロ
セルでは第１の仮想セルＩＤでスクランブルされ、スモールセルでは第２の仮想セルＩＤ
でスクランブルされてもよい。また、仮想セルＩＤは、物理セルＩＤとは独立に設定され
る。また、仮想セルＩＤには、物理チャネルＩＤや参照信号ＩＤが含まれてもよい。仮想
セルＩＤは、物理セルＩＤとは独立に物理チャネルや物理信号に設定されるＩＤであって
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もよい。
【０１２９】
　また、スモールセルまたはスモールセルとして設定されたサービングセルまたはスモー
ルセルに対応するコンポーネントキャリアでは、一部の物理チャネル／物理信号が送信さ
れなくてもよい。例えば、ＣＲＳやＰＤＣＣＨが送信されなくてもよい。ただし、スモー
ルセルにおいて、ＥＰＤＣＣＨは送信されてもよい。また、スモールセルまたはスモール
セルとして設定されたサービングセルまたはスモールセルに対応するコンポーネントキャ
リアでは、新しい物理チャネル／物理信号が送信されてもよい。
【０１３０】
　本発明の実施形態では、ダイナミックＴＤＤを行なうことによって、ＣＳＩ報告を行な
うＰＵＣＣＨが送信可能なサブフレームが制限され、複数のＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣ
Ｈの衝突が生じる場合の処理手順を示す。
【０１３１】
　また、本発明の実施形態では、特定の条件を満たすことによって、ＴＤＤ方式が適用さ
れた１つのサービングセル（セル）に対して、複数のサブフレームセットが設定され、複
数のサブフレームセットそれぞれに対するＣＳＩ報告を行なうサブフレームが同じであっ
た場合の処理手順を示す。
【０１３２】
　図４は、本発明の実施形態に係る端末装置２における処理１の手順を示すフローチャー
トである。端末装置２は、特定の条件を満たした場合、１つのサービングセルに対して、
複数のサブフレームセットが設定されているか否かを判定する（ステップＳ４０１）。１
つのサービングセルに対して、複数のサブフレームセットが設定される場合（Ｓ４０１：
ＹＥＳ）、処理２へ移行する。１つのサービングセルに対して、複数のサブフレームセッ
トが設定されない場合（Ｓ４０１：ＮＯ）、処理３へ移行する。
【０１３３】
　以下、処理２の例を示す。
【０１３４】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセット
それぞれに対するＣＳＩ報告が生じるとすれば、特定のサブフレームセットに対するＣＳ
Ｉ報告を優先する。すなわち、特定のサブフレームセット以外のサブフレームセットに対
するＣＳＩ報告をドロップする。この場合、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて
、特定のサブフレームセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告が行なわれる
ことを期待しない。そのため、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、特定のサブ
フレームセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告に対する受信処理を行なわ
なくてもよい。言い換えると、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、特定のサブ
フレームセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告のＰＵＣＣＨに対する受信
処理を行なわなくてもよい。基地局装置１は、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ
報告を行なうＰＵＣＣＨに対して受信処理を行ない、特定のサブフレームセットに対する
ＣＳＩ報告を検出する。
【０１３５】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、ＰＵＣＣＨによる複数のサ
ブフレームセットそれぞれに対するＣＳＩ報告（Ｐ－ＣＳＩ報告）とＰＵＳＣＨによるＣ
ＳＩ報告（Ａ－ＣＳＩ報告）が生じるとすれば、端末装置２は、ＰＵＳＣＨによるＣＳＩ
報告を優先する。この場合、基地局装置１は、ＰＵＣＣＨでＣＳＩ報告が行なわれること
を期待しない。
【０１３６】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセット
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それぞれに対するＣＳＩ報告が生じるとすれば、複数のサブフレームセットそれぞれに対
するＣＳＩ報告の優先度が同じであれば、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告
を優先する。すなわち、特定のサブフレームセット以外のサブフレームセットに対するＣ
ＳＩ報告をドロップする。この場合、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、特定
のサブフレームセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告が行なわれることを
期待しない。そのため、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、特定のサブフレー
ムセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告に対する受信処理を行なわなくて
もよい。言い換えると、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、特定のサブフレー
ムセット以外のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告のＰＵＣＣＨに対する受信処理を
行なわなくてもよい。基地局装置１は、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を
行なうＰＵＣＣＨに対して受信処理を行ない、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ
報告を検出する。
【０１３７】
　なお、異なるサブフレームセットに対するＣＳＩ報告の優先度は、同じであってもよい
。また、異なるサブフレームセットに対するＣＳＩ報告の優先度は、異なってもよい。
【０１３８】
　ここで、特定のサブフレームセットとは、複数のサブフレームセットにおいて、同じ種
類のサブフレームで構成されるサブフレームのセットであってもよい。例えば、図３を用
いて説明すると、サブフレーム０、１、２、５が異なるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定間で同じ
種類のサブフレームである。これらのサブフレームで構成されるサブフレームセットを特
定のサブフレームセットとしてもよい。
【０１３９】
　また、特定のサブフレームセットとは、複数のサブフレームセットにおいて、異なる種
類のサブフレームで構成されるサブフレームのセットであってもよい。例えば、図３を用
いて説明すると、サブフレーム３、４、６、７、８、９が異なるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定
間で異なる種類のサブフレームである。これらのサブフレームで構成されるサブフレーム
セットを特定のサブフレームセットとしてもよい。
【０１４０】
　特定のサブフレームセットとは、固定サブフレームで構成されるサブフレームセットで
あってもよい。特定のサブフレームセットとは、フレキシブルサブフレームで構成される
サブフレームセットであってもよい。
【０１４１】
　また、特定のサブフレームセットとは、報告の優先度が高いサブフレームセットであっ
てもよい。
【０１４２】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセット
それぞれに対する同じ優先度のＣＳＩ報告が生じるとすれば、優先度の高いＣＳＩ報告を
優先する。すなわち、サブフレームセットの種類に因らず、優先度の低いＣＳＩ報告をド
ロップする。この場合、基地局装置１は、そのサブフレームにおいて、優先度の低いＣＳ
Ｉ報告が行なわれることを期待しない。
【０１４３】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２に同一サブフレームで複数のＰＵＣＣＨの送信を行
なう機能がある場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセットそれぞれに
対するＣＳＩ報告が生じたとしても、第１のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告と第
２のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告それぞれを異なるＰＵＣＣＨを用いて行なう
。つまり、第１のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣＨリソースと
第２のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣＨリソースは、独立に設
定されてもよい。また、第１のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣ
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Ｈリソースと第２のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣＨリソース
は、周波数オフセットが設定されてもよい。また、第１のサブフレームセットに対するＣ
ＳＩ報告を行なうＰＵＣＣＨリソースと第２のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を
行なうＰＵＣＣＨリソースは、同一の時間周波数リソースを用いて、符号分割多重（CDM:
 Code Division Multiplexing）されてもよい。また、この場合、基地局装置１は、その
サブフレームにおいて、複数のＰＵＣＣＨ送信に対する受信処理を行なう。すなわち、基
地局装置１は、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告に対する受信処理を行なう
。
【０１４４】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２に同一サブフレームで複数のＰＵＣＣＨの送信を行
なう機能がある場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセットそれぞれに
対するＣＳＩ報告が生じたとしても、各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告をそれぞ
れ異なるＰＵＣＣＨを用いて行なう。この場合、基地局装置１は、そのサブフレームにお
いて、複数のＰＵＣＣＨ送信に対する受信処理を行なう。すなわち、基地局装置１は、複
数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告に対する受信処理を行なう。
【０１４５】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機能
が無い場合、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告が同じサブフレームで生じて
いれば、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を優先する。この場合、基地局装
置１は、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を受信する。
【０１４６】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機能
が無い場合、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告が同じサブフレームで生じれ
ば、同じサブフレームでＰＵＳＣＨを送信可能であれば、ＰＵＳＣＨで送信する。この場
合、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨから複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告をそ
れぞれ検出する。
【０１４７】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、端末装置２にマルチＣＳＩ報告を行なう機能があれば、
あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセットそれぞれに対する同じ優先度のＣ
ＳＩ報告が生じても、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、報告することができる。
【０１４８】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、端末装置２にマルチＣＳＩ報告を行なう機能があり、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット３のリソースがあれば、あるサブフレームにおいて、複数のサブフ
レームセットそれぞれに対する同じ優先度のＣＳＩ報告が生じても、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット３を用いて、報告することができる。
【０１４９】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機能
がある場合、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告が同じサブフレームで生じれ
ば、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告をＰＵＳＣＨで送信してもよい。この
場合、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨから複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を
それぞれ検出する。
【０１５０】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、端末装置２は、複数のサブフレームセットに対するＣＳ
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Ｉ報告は、常にＰＵＳＣＨで送信してもよい。この場合、基地局装置１は、ある端末装置
２に対して複数のサブフレームセットが設定したら、その端末装置２によるＣＳＩ報告は
、常にＰＵＳＣＨで行なわれると認識し、受信処理を行なう。その際、基地局装置１は、
ＰＵＣＣＨでＣＳＩ報告が行なわれることを期待しない。この場合、ＣＳＩ報告は、ＰＵ
ＳＣＨ送信が生じるまで行なわれない。
【０１５１】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセット
それぞれに対するＣＳＩ報告が生じるとすれば、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、各
ＣＳＩ報告を同じサブフレームで行なう。すなわち、端末装置２は、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット３に、第１のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告と第２のサブフレームセットに
対するＣＳＩ報告を含めて、送信する。その際、基地局装置１は、ＰＵＣＣＨフォーマッ
ト３に対する受信処理を行ない、各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告を検出する。
この場合、端末装置２は、ＰＵＣＣＨフォーマット３送信を行なう機能をサポートしてい
る。また、この場合、端末装置２は、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機能を
サポートしていなくてもよい。
【０１５２】
　ＰＵＣＣＨフォーマット３において、ＨＡＲＱとＣＳＩの同時送信をサポートし、ある
サブフレームにおいて、複数のサブフレームセットそれぞれに対するＣＳＩ報告が生じる
とすれば、端末装置２は、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、複数のサブフレームセッ
トそれぞれに対するＣＳＩ報告を送信する。その際、基地局装置１は、ＰＵＣＣＨフォー
マット３に対する受信処理を行ない、各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告を検出す
る。
【０１５３】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、端末装置２にＰＵＣＣＨフォーマット３でＣＳＩを送信する機
能が無い場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセットそれぞれに対する
ＣＳＩ報告が生じるとすれば、特定のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を優先し、
そのＵＣＩをＰＵＣＣＨで送信する。基地局装置１は、受信したＰＵＣＣＨから特定のサ
ブフレームセットに対するＣＳＩ報告を検出する。
【０１５４】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、あるサブフレームにおいて、複数のサブフレームセット
それぞれに対するＣＳＩ報告が生じるとすれば、複数のサブフレームセットに対するＣＳ
Ｉ報告それぞれに対応するインデックス（cqi-pmi-ConfigIndex, ri-ConfigIndex）によ
って得られる報告サブフレーム（reporting instances）が同じであれば、フォーマット
３を用いるＰＵＣＣＨで各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告を送信する。その際、
端末装置２でＰＤＳＣＨまたはＰＤＣＣＨを受信されていなければ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは
多重されなくてもよい。基地局装置１は、ＰＵＣＣＨフォーマット３より各サブフレーム
セットに対するＣＳＩ報告を検出する。例えば、第１のサブフレームセットに対するＣＳ
Ｉ報告に対応するインデックス（第１のインデックス）と第２のサブフレームセットに対
するＣＳＩ報告に対応するインデックス（第２のインデックス）によって示される報告サ
ブフレームが同じであれば、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて第１のサブフレームセッ
トに対するＣＳＩ報告と第２のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告を送信する。この
場合、ＵＣＩは、２つのサブフレームセットに対するＰ－ＣＳＩ（第１のサブフレームセ
ットに対するＣＳＩと第２のサブフレームセットに対するＣＳＩ）で構成される。
【０１５５】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告それぞれ
に対応するインデックス（cqi-pmi-ConfigIndex, ri-ConfigIndex）によって得られる報
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告サブフレーム（reporting instances）が同じであれば、各サブフレームセットに対す
るＣＳＩ報告間の優先度に因らず、フォーマット３を用いるＰＵＣＣＨで各サブフレーム
セットに対するＣＳＩ報告を送信する。その際、端末装置２でＰＤＳＣＨまたはＰＤＣＣ
Ｈを受信されていなければ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは多重されなくてもよい。基地局装置１は
、ＰＵＣＣＨフォーマット３より各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告を検出する。
【０１５６】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩ報告それぞれ
に対応するインデックス（cqi-pmi-ConfigIndex, ri-ConfigIndex）によって得られる報
告サブフレーム（reporting instances）が同じであれば、各サブフレームセットに対す
るＣＳＩ報告間の優先度に因らず、フォーマット３を用いるＰＵＣＣＨで各サブフレーム
セットに対するＣＳＩ報告を送信する。しかし、１つのサブフレームセットに対して、１
つのＣＳＩ報告しか行なえない場合には、優先度の低いＣＳＩ報告をドロップする。１つ
のサブフレームセットに対して、最も優先度の高いＣＳＩ報告を行なう。
【０１５７】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、報告周期が長い方のＣＳＩ報告を優先して伝送してもよ
い。すなわち、端末装置２は、より報告機会の少ない方のＣＳＩ報告を優先する。その際
、基地局装置１は、報告周期が長い方のＣＳＩ報告が行なわれることを期待しない。
【０１５８】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定される場合、報告周期が短い方のＣＳＩ報告を優先して伝送してもよ
い。すなわち、端末装置２は、より報告機会の多い方のＣＳＩ報告を優先する。その際、
基地局装置１は、報告周期が短い方のＣＳＩ報告が行なわれることを期待しない。
【０１５９】
　端末装置２は、ＴＤＤ方式が適用された１つのサービングセルに対して、複数のサブフ
レームセットが設定され、ＣＳＩ報告をＰＵＳＣＨで送信可能である場合、各サブフレー
ムセットに対するＣＳＩ報告は、同じサブフレーム（同じサブフレームの同じＰＵＳＣＨ
）で送信されてもよい。この場合、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨから各サブフレームセッ
トに対するＣＳＩ報告を検出する。
【０１６０】
　以下、処理３の例を示す。
【０１６１】
　端末装置２は、１つのサービングセルでＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機
能がなければ、端末装置２がＰＵＳＣＨでＵＣＩを送信しないとすれば、ＵＣＩは、フォ
ーマット１／１ａ／１ｂ／３もしくは２／２ａ／２ｂをＰＵＣＣＨで送信される。また、
ＵＣＩは、ランダムアクセスレスポンスグラントに対応するＰＵＳＣＨ送信またはコンテ
ンションベースのランダムアクセスプロシージャの一部である同じトランスポートブロッ
クの再送が同じサブフレームで生じなければ、ＰＵＳＣＨで送信される。
【０１６２】
　端末装置２は、１つのサービングセルでＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機
能があれば、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲから構成されるとすれば、そ
のＵＣＩは、フォーマット１／１ａ／１ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨフォーマ
ット１／１ａ／１ｂ／３）で送信されてもよい。また、ＵＣＩがピリオディックＣＳＩだ
けから構成されるとすれば、そのＵＣＩは、フォーマット２（ＰＵＣＣＨフォーマット２
）を用いるＰＵＣＣＨで送信されてもよい。また、ＵＣＩがピリオディックＣＳＩとＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫから構成され、端末装置２がＰＵＳＣＨを送信しなければ、そのＵＣＩは、
フォーマット２／２ａ／２ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ
／２ｂ／３）で送信されてもよい。
【０１６３】
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　端末装置２は、１つのサービングセルでＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機
能があれば、端末装置２に対して、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲＱ－ＡＣＫ＋ＳＲ
／ポジティブＳＲとＰ－ＣＳＩ／Ａ－ＣＳＩから構成されるとすれば、ＵＣＩは、ＰＵＣ
ＣＨとＰＵＳＣＨで送信される。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲＱ－ＡＣＫ＋ＳＲ／ポジティ
ブＳＲはＰＵＣＣＨで送信され、Ｐ－ＣＳＩ／Ａ－ＣＳＩは、ランダムアクセスレスポン
スグラントに対応するＰＵＳＣＨ送信またはコンテンションベースのランダムアクセスプ
ロシージャの一部である同じトランスポートブロックの再送が同じサブフレームで生じな
ければ、ＰＵＳＣＨで送信される。ランダムアクセスレスポンスグラントに対応するＰＵ
ＳＣＨ送信またはコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャの一部である同
じトランスポートブロックの再送が同じサブフレームで生じれば、Ｐ－ＣＳＩ／Ａ－ＣＳ
Ｉは送信されない。この場合、基地局装置１は、端末装置２からＰ－ＣＳＩ／Ａ－ＣＳＩ
が送信されることを期待しない。
【０１６４】
　端末装置２は、１つ以上のサービングセルが設定され、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時
送信が設定されていない場合、端末装置２があるサブフレーム（サブフレームｎ）でＰＵ
ＳＣＨを送信しないとすれば、ＵＣＩは、フォーマット１／１ａ／１ｂ／３もしくは２／
２ａ／２ｂを用いるＰＵＣＣＨで送信される。また、この場合、ＵＣＩがＡ－ＣＳＩまた
はＡ－ＣＳＩとＨＡＲＱ－ＡＣＫから構成されるとすれば、ＵＣＩは、そのサービングセ
ルのＰＵＳＣＨで送信される。また、この場合、ＵＣＩがＰ－ＣＳＩおよび／またはＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫから構成され、あるサブフレームでプライマリーセルのＰＵＳＣＨを送信す
るとすれば、ランダムアクセスレスポンスグラントに対応するプライマリーセルでのＰＵ
ＳＣＨ送信またはコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャにおける同じト
ランスポートブロックの再送が無ければ、ＵＣＩは、ＰＵＳＣＨで送信される。この場合
、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨからＵＣＩを検出する。それ以外の場合、ＵＣＩは送信さ
れない。この場合、基地局装置１は、端末装置２からＵＣＩが送信されることを期待しな
い。
【０１６５】
　端末装置２は、１つ以上のサービングセルが設定され、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時
送信が設定されていない場合、ＵＣＩがＰ－ＣＳＩおよび／またはＨＡＲＱ－ＡＣＫから
構成され、端末装置２がプライマリーセルでＰＵＳＣＨを送信しないが、少なくとも１つ
のセカンダリーセルにおいて、ＰＵＳＣＨを送信すれば、ＰＵＳＣＨが送信されるセカン
ダリーセルの中で、最小のセカンダリーセルインデックスのセカンダリーセルのＰＵＳＣ
ＨでＵＣＩは送信される。この場合、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨが送信される最小のセ
カンダリーセルインデックスのセカンダリーセルのＰＵＳＣＨからＵＣＩを検出する。
【０１６６】
　端末装置２は、１つ以上のサービングセルとＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信が設定
される場合、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＳＲだけから構成されるとすれば
、ＵＣＩは、フォーマット１／１ａ／１ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨで送信される。また、
この場合、ＵＣＩがＰ－ＣＳＩだけから構成されるとすれば、ＵＣＩは、フォーマット２
を用いるＰＵＣＣＨで送信される。また、この場合、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびＰ
－ＣＳＩから構成され、端末装置２がＰＵＳＣＨをプライマリーセルで送信しているとす
れば、端末装置２は、ＰＵＣＣＨとプライマリーセルのＰＵＳＣＨでＵＣＩを送信する。
この場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、フォーマット１／１ａ／１ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨで
送信され、Ｐ－ＣＳＩは、ランダムアクセスレスポンスグラントに対応するプライマリー
セルでのＰＵＳＣＨ送信またはコンテンションベースのランダムアクセスプロシージャに
おける同じトランスポートブロックの再送が無ければ、ＰＵＳＣＨで送信される。それ以
外は、Ｐ－ＣＳＩは送信されない。
【０１６７】
　端末装置２は、１つ以上のサービングセルとＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信が設定
される場合、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫとＰ－ＣＳＩから構成され、端末装置２がプライ
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マリーセルでＰＵＳＣＨを送信せずに、少なくとも１つのセカンダリーセルでＰＵＳＣＨ
を送信するとすれば、ＰＵＳＣＨが送信されるセカンダリーセルの中で、最小のセカンダ
リーセルインデックスのセカンダリーセルのＰＵＳＣＨでＵＣＩは送信される。この場合
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、フォーマット１／１ａ／１ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨで送信され
、Ｐ－ＣＳＩはＰＵＳＣＨで送信される。この場合、基地局装置１は、ＰＵＳＣＨからＰ
－ＣＳＩを検出し、ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂ／３からＨＡＲＱ－ＡＣＫを
検出する。
【０１６８】
　端末装置２は、１つ以上のサービングセルとＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信が設定
される場合、ＵＣＩがＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲＱ－ＡＣＫ＋ＳＲ／ポジティブＳＲおよ
びＡ－ＣＳＩから構成されるとすれば、ＵＣＩは、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨで送信される
。この場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲＱ－ＡＣＫ＋ＳＲ／ポジティブＳＲは、フォーマ
ット１／１ａ／１ｂ／３を用いるＰＵＣＣＨで送信され、Ａ－ＣＳＩは、あるサービング
セルのＰＵＳＣＨで送信される。この場合、基地局装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ／ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ＋ＳＲ／ポジティブＳＲをＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂ／３から検
出し、Ａ－ＣＳＩをあるサービングセルのＰＵＳＣＨから検出する。
【０１６９】
　１つのサービングセルが設定され、ＰＵＣＣＨフォーマット３が設定されない端末装置
２に対して、ＰＵＳＣＨ送信が無いサブフレームでＰ－ＣＳＩ報告とＨＡＲＱ－ＡＣＫ間
の衝突がある場合、ＡｃｋＮａｃｋとＣＱＩの同時送信に関するパラメータがＴＲＵＥに
セットされて上位層より通知されていれば、Ｐ－ＣＳＩ報告は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと多重
されてＰＵＣＣＨで送信される。この場合、基地局装置１は、受信したＰＵＣＣＨからＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫとＰ－ＣＳＩ報告を検出する。それ以外の場合（ＡｃｋＮａｃｋとＣＱＩ
の同時送信に関するパラメータが“ＴＲＵＥ”にセットされていなければ）、ＣＳＩはド
ロップされる。
【０１７０】
　ＴＤＤ方式において、１つのサービングセルが設定され、ＰＵＣＣＨフォーマット３が
設定される端末装置２に対して、Ｐ－ＣＳＩ報告とＨＡＲＱ－ＡＣＫの衝突がＰＵＳＣＨ
送信のないサブフレームで生じる場合、ＡｃｋＮａｃｋとＣＱＩの同時送信に関するパラ
メータまたはフォーマット３におけるＡｃｋＮａｃｋとＣＱＩの同時送信に関するパラメ
ータの何れかがＴＲＵＥにセットされ、上位層より通知されていれば、Ｐ－ＣＳＩ報告は
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと多重されて送信される。それ以外の場合、ＣＳＩはドロップされる
。
【０１７１】
　ピリオディックＣＳＩ報告は、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行な
う機能がサポートされているか否かに応じて、ＰＵＣＣＨを用いて行なわれるかＰＵＳＣ
Ｈを用いて行なわれるかが決定されてもよい。例えば、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣ
ＣＨの同時送信を行なう機能がない場合、ピリオディックＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨを用
いて行なわれる。また、端末装置２にＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信（同一サブフレ
ームでのＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの送信）を行なう機能がサポートされている場合、ピリ
オディックＣＳＩ報告を行なうサブフレームにおいてＰＵＳＣＨの送信があれば、ピリオ
ディックＣＳＩ報告は、ＰＵＳＣＨを用いて行なわれる。また、ピリオディックＣＳＩ報
告を行なうサブフレームにおいてＰＵＳＣＨの送信がなければ、ピリオディックＣＳＩ報
告は、ＰＵＣＣＨを用いて行なわれる。
【０１７２】
　なお、本発明の実施形態において、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、複数のＣＳＩ
報告を行なう場合、ＰＵＣＣＨフォーマット３とは異なるＰＵＣＣＨフォーマットであっ
てもよい。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３ａであってもよいし、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット３ｂであってもよいし、ＰＵＣＣＨフォーマット４であってもよい。つまり、複数の
ＣＳＩ報告を行なうＰＵＣＣＨフォーマットを用いて、基地局装置１に送信される。
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【０１７３】
　端末装置２は、１セルに対して複数のサブフレームセットが設定される場合、Ｐ－ＳＲ
ＳとＰＵＳＣＨは、Ｐ－ＳＲＳを送信するサブフレームに因らず、共通のパラメータ（標
準電力や伝搬路損失補償係数、送信電力制御（TPC: Transmit Power Control）コマンド
による電力補正値など）を用いて各々の送信電力がセットされる。なお、ＴＰＣコマンド
は、電力を調整するために使用されるパラメータである。
【０１７４】
　また、Ａ－ＳＲＳとＰＵＳＣＨは、Ａ－ＳＲＳを送信するサブフレームに因らず、共通
のパラメータ（標準電力や伝搬路損失補償係数、ＴＰＣコマンドによる電力補正値など）
を用いて各々の送信電力がセットされる。つまり、１セルに対して複数のサブフレームセ
ットが設定されない端末装置２は、Ｐ－ＳＲＳ、Ａ－ＳＲＳ、ＰＵＳＣＨの送信電力を少
なくとも１つの共通のパラメータを用いてセットする。ここで、ＴＰＣコマンドは、ＤＣ
Ｉフォーマットにセットされるフィールドの１つである。ＴＰＣコマンドフィールドの値
と電力補正値は、テーブル管理されており、予め対応付けられている。つまり、ＴＰＣコ
マンドによって得られた電力補正値とは、ＴＰＣコマンドフィールドの値と対応付けられ
た電力補正値と言い換えることができる。
【０１７５】
　また、ＴＰＣコマンドによって得られた電力補正値とは、ＴＰＣコマンドフィールドの
値と対応付けられた電力補正値に基づいて決定した電力調整値と言い換えることができる
。電力調整値の初期値は、０であってもよい。端末装置固有の電力制御パラメータが変更
されるまたは再設定される場合、電力調整値の初期値は、０であってもよい。サービング
セルｃに対するランダムアクセスレスポンスメッセージを受信する場合、ランダムアクセ
スの送信電力制御に基づいて電力調整値の初期値を決定してもよい。なお、電力調整値は
、ＴＰＣコマンドによって得られた電力補正値に基づいて設定されてもよい。
【０１７６】
　言い換えると、端末装置２は、特定の条件を満たすことによって、複数のサブフレーム
セット（サブフレームサブセット、サブフレームタイプ）が設定（構成、セット、定義）
される場合、Ｐ－ＳＲＳの送信電力は、Ｐ－ＳＲＳを送信するサブフレームに因らず、第
１のサブフレームセット（または第２のサブフレームセット）に含まれる上りリンクサブ
フレームで送信するＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてセットされ
る。例えば、特定の条件とは、第１の設定と第２の設定がセットされることであってもよ
い。Ａ－ＳＲＳの送信電力は、第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレ
ームで送信する場合には、第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレーム
で送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてセットされ、第２
のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームで送信する場合には、第２のサ
ブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームで送信するＰＵＳＣＨの電力制御に
用いられるパラメータに基づいてセットされる。ただし、Ａ－ＳＲＳの場合、サブフレー
ムセットに因らず、ＰＵＳＣＨとＡ－ＳＲＳの電力オフセット（pSRS-OffsetAp）は共通
であってもよい。ここで、サブフレームセットに含まれるサブフレームとは、サブフレー
ムセットに属するサブフレームと言い換えることができる。
【０１７７】
　端末装置２は、複数のサブフレームセットがセットされる状況において、ＰＵＳＣＨに
対する電力制御に関するパラメータの設定が複数セットされる場合、Ｐ－ＳＲＳの送信電
力は、第１のサブフレームセット（または第２のサブフレームセット）に含まれる上りリ
ンクサブフレームで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいて
セットされ、Ａ－ＳＲＳの送信電力は、Ａ－ＳＲＳを送信するサブフレームのサブフレー
ムセットに応じて、同じサブフレームセットで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いら
れるパラメータに基づいてセットされる。なお、端末装置２は、ＰＵＳＣＨに対して電力
制御に関するパラメータの設定が複数セットされない場合には、複数のサブフレームセッ
トが設定されても前述のような処理は行なわなくてもよい。
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【０１７８】
　ここで、ＰＵＳＣＨに対する電力制御に関するパラメータの設定には、ＰＵＳＣＨ標準
電力（p0-NominalPUSCH）が含まれてもよい。また、ＰＵＳＣＨに対する電力制御に関す
るパラメータの設定には、端末固有ＰＵＳＣＨ電力（p0-UE-PUSCH）が含まれてもよい。
また、ＰＵＳＣＨに対する電力制御に関するパラメータの設定には、伝搬路損失補償係数
（alpha）が含まれてもよい。
【０１７９】
　また、ＰＵＳＣＨに対する電力制御に関するパラメータの設定には、ＰＵＳＣＨに対す
る送信電力コマンドによる電力補正値が含まれてもよい。なお、これらＰＵＳＣＨに対す
る電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、一部のパラメー
タは、上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、Ｌ３シグナリング）で通知（伝送、送
信）されてもよい。
【０１８０】
　また、これらＰＵＳＣＨに対する電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパ
ラメータのうち、一部のパラメータは、Ｌ１シグナリング（ＤＣＩフォーマット、制御信
号、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ）で通知されてもよい。また、これらＰＵＳＣＨに対する
電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、一部のパラメータ
は、システムインフォメーションで通知されてもよい。
【０１８１】
　また、ＰＵＳＣＨの電力制御に関する共有パラメータの設定が複数セットされ、ＰＵＳ
ＣＨに対する電力制御に関する専用パラメータの設定がセットされていない場合、デフォ
ルト（デフォルト値、デフォルト設定）が予めセットされているパラメータに関しては、
デフォルトを用いてもよい。また、第１のサブフレームセット（特定のサブフレームセッ
ト）に対応するＰＵＳＣＨの電力制御に関するパラメータの設定は、システムインフォメ
ーションで通知され、第２のサブフレームセット（特定のサブフレームセット以外のサブ
フレームセット）に対応するＰＵＳＣＨの電力制御に関するパラメータの設定は、上位層
シグナリングで通知されてもよい。また、第１のサブフレームセットおよび第２のサブフ
レームセットに対してＰＵＳＣＨの電力制御に関するパラメータの設定が通知されない場
合、端末装置２は、デフォルト（デフォルト値、デフォルト設定）が予め設定されている
パラメータに関してはそのデフォルトを用いてＰＵＳＣＨやＳＲＳの送信電力をセットす
る。つまり、複数のサブフレームセットが設定される端末装置２に対して、サブフレーム
セットに対応する電力制御に関するパラメータの設定が通知されなかった場合、各サブフ
レームセットに対応する電力制御は、各パラメータのデフォルトに基づいて行なわれる。
なお、サブフレームセットとサブフレームタイプが対応付けられてもよい。なお、第１の
設定に関する情報および／または第２の設定に関する情報は、システムインフォメーショ
ンで送信されてもよい。
【０１８２】
　また、第１の設定に関する情報および／または第２の設定に関する情報は、上位層シグ
ナリング（Ｌ３シグナリング、ＲＲＣシグナリング、インプリシットシグナリング、セミ
スタティックシグナリング）で送信されてもよい。また、第１の設定に関する情報または
第２の設定に関する情報の何れか一方はダイナミックシグナリング（Ｌ１シグナリング、
制御シグナリング、エクスプリシットシグナリング）で送信されてもよい。また、第１の
設定に関する情報または第２の設定に関する情報の何れか一方はＭＡＣシグナリング（Ｌ
２シグナリング）で送信されてもよい。
【０１８３】
　また、本発明の実施形態では、端末装置２は、複数のサブフレームセットが設定される
か否かでＰ－ＳＲＳおよびＡ－ＳＲＳの送信電力の設定方法を切り替えてもよい。つまり
、複数のサブフレームセット（サブフレームタイプ、サブフレームサブセット）が設定（
構成、セット、定義）されない場合、端末装置２は、Ｐ－ＳＲＳの送信電力をＰＵＳＣＨ
の電力制御に用いられるパラメータに基づいてセットする。また、端末装置２は、Ａ－Ｓ
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ＲＳの送信電力をＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてセットする。
複数のサブフレームセットが設定される場合、端末装置２は、Ｐ－ＳＲＳの送信電力を複
数のサブフレームセットのうち、１つのサブフレームセット（例えば、第１のサブフレー
ムセット、所定のサブフレームセット、特定のサブフレームセット）に含まれる上りリン
クサブフレームで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてセ
ットしてもよい。また、端末装置２は、Ａ－ＳＲＳの送信電力を複数のサブフレームセッ
トそれぞれで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてセット
してもよい。例えば、第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームでＡ
－ＳＲＳを送信する場合、第１のサブフレームセットで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御
に用いられるパラメータに基づいてＡ－ＳＲＳの送信電力はセットされ、第２のサブフレ
ームセットに含まれる上りリンクサブフレームでＡ－ＳＲＳを送信する場合、第２のサブ
フレームセットで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータに基づいてＡ
－ＳＲＳの送信電力はセットされる。第３のサブフレームセット以降も同様の処理を行な
う。なお、ＰＵＳＣＨとＳＲＳの電力オフセットがサブフレームセット毎に設定される場
合には、その電力オフセットも用いてサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレ
ームで送信されるＳＲＳの送信電力はセットされる。ここで、上りリンクサブフレームと
は、上りリンク信号が送信可能なサブフレームである。
【０１８４】
　図１は、本発明の基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、
基地局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、チ
ャネル測定部１０９、および、送受信アンテナ１１１、を含んで構成される。また、受信
部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５と無線受信部１０
５７を含んで構成される。また、基地局装置１の受信処理は、上位層処理部１０１、制御
部１０３、受信部１０５、送受信アンテナ１１１で行なわれる。また、送信部１０７は、
符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と下りリンク
参照信号生成部１０７９を含んで構成される。また、基地局装置１の送信処理は、上位層
処理部１０１、制御部１０３、送信部１０７、送受信アンテナ１１１で行なわれる。
【０１８５】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（PDCP: Packet Data Convergence Protocol）層、無線リンク制
御（RLC: Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）
層の処理を行う。
【０１８６】
　上位層処理部１０１は、下りリンクの各チャネルに配置する情報を生成、又は上位ノー
ドから取得し、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、上りリンクの無
線リソースの中から、端末装置２が上りリンクのデータ情報であるＰＵＳＣＨを配置する
無線リソースを割り当てる。
【０１８７】
　また、上位層処理部１０１は、下りリンクの無線リソースの中から、下りリンクのデー
タ情報であるＰＤＳＣＨを配置する無線リソースを決定する。上位層処理部１０１は、当
該無線リソースの割り当てを示すＤＣＩを生成し、送信部１０７を介して、端末装置２に
送信する。
【０１８８】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＳＣＨを配置する無線リソースを割り当てる際に、
チャネル測定部１０９から入力された上りリンクのチャネル測定結果を基に、チャネル品
質のよい無線リソースを優先的に割り当てる。つまり、上位層処理部１０１は、ある端末
装置２またはあるセルに対して各種下りリンク信号の設定および各種上りリンク信号の設
定をセットする。
【０１８９】
　また、上位層処理部１０１は、種々の下りリンク信号の設定および種々の上りリンク信
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号の設定をセル毎にセットしてもよい。
【０１９０】
　また、上位層処理部１０１は、種々の下りリンク信号の設定および種々の上りリンク信
号の設定を端末装置２毎にセットしてもよい。また、上位層処理部１０１は、ある端末装
置２またはあるセルに対して、つまり、端末装置固有および／またはセル固有に、第１の
設定から第ｎの設定（ｎは自然数）をセットし、送信部１０７を介して、端末装置２へ送
信してもよい。例えば、下りリンク信号および／または上りリンク信号の設定とは、リソ
ース割り当てに関するパラメータを含んでもよい。また、下りリンク信号および／または
上りリンク信号の設定とは、系列算出に使用するパラメータを含んでもよい。なお、これ
らの無線リソースを時間周波数リソース、サブキャリア、リソースエレメント（RE: Reso
urce Element）、リソースエレメントグループ（REG: Resource Element Group）、制御
チャネル要素（CCE: Control Channel Element）、リソースブロック（RB: Resource Blo
ck）、リソースブロックグループ（RBG: Resource Block Group）などと呼称される場合
もある。
【０１９１】
　これらの設定および／または制御に関する情報は情報要素として定義されてもよい。ま
た、これらの設定および／または制御に関する情報はＲＲＣメッセージとして定義されて
もよい。また、これらの設定および／または制御に関する情報はシステム情報で端末装置
２へ送信されてもよい。また、これらの設定および／または制御に関する情報は専用シグ
ナリングで端末装置２へ送信されてもよい。
【０１９２】
　また、上位層処理部１０１は、システムインフォメーションブロックタイプ１に少なく
とも１つのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（TDD UL/DL configuration(s), TDD config, tdd-Co
nfig, uplink-downlink configuration(s)）をセットする。ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、
図３のように定義されてもよい。インデックスをセットすることによって、ＴＤＤの構成
を示してもよい。さらに、下りリンク参照として、第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定をセッ
トしてもよい。また、システムインフォメーションブロックは複数のタイプを用意しても
よい。例えば、システムインフォメーションブロックタイプ１には、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定に関する情報要素が含まれる。また、システムインフォメーションブロックタイプ２
には、無線リソース制御に関する情報要素が含まれる。なお、ある情報要素の中に、その
情報要素に係るパラメータが情報要素として含まれてもよい。例えば、物理層では、パラ
メータと呼称されるものが、上位層では、情報要素として定義されてもよい。また、情報
要素の一部がパラメータと呼称されてもよい。また、複数の種類のパラメータを一纏め（
一括り、一覧）にしたものを情報要素と呼称してもよい。
【０１９３】
　なお、本発明では、identity, identifier, identificationをＩＤ（識別子、識別符号
、識別番号）と呼称する。端末固有に設定されるＩＤ（ＵＥＩＤ）には、Ｃ－ＲＮＴＩ（
Cell Radio Network Temporary Identifier），ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi-persistent
 Scheduling C-RNTI），Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ，ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ　ＲＮ
ＴＩ，ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ　ＲＮＴＩ、コンテンションレゾリューションのためのランダ
ム値がある。これらのＩＤは、セル単位で使用される。これらのＩＤは、上位層処理部１
０１によってセットされる。
【０１９４】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２に対して種々の識別子をセットし、送信部１
０７を介して、端末装置２へ通知する。例えば、ＲＮＴIを設定し、端末装置２へ通知す
る。また、物理セルＩＤまたは仮想セルＩＤまたは仮想セルＩＤに相当するＩＤをセット
し、通知する。例えば、仮想セルＩＤに相当するＩＤとして、物理チャネル固有に設定可
能なＩＤ（ＰＵＳＣＨ　ＩＤ，ＰＵＣＣＨ　ＩＤ，スクランブリング初期化ＩＤ，参照信
号ＩＤ（ＲＳＩＤ）など）がある。物理セルＩＤや仮想セルＩＤは物理チャネルおよび物
理信号の系列生成に用いられる。
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【０１９５】
　上位層処理部１０１は、端末装置２からＰＵＣＣＨで通知された上りリンク制御情報（
UCI: Uplink Control Information）、および端末装置２から通知されたバッファの状況
や上位層処理部１０１が設定した端末装置２各々の各種設定情報（ＲＲＣメッセージ、シ
ステムインフォメーション、パラメータ、情報要素）に基づき、受信部１０５および送信
部１０７の制御を行うために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。なお、ＵＣＩ
には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＳＩのうち少なくとも一つが含まれる。なお、ＣＳＩ
には、ＣＱＩ，ＰＭＩ，ＲＩのうち少なくとも一つが含まれる。
【０１９６】
　上位層処理部１０１は、上りリンク信号（ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＵＬ
　ＤＭＲＳ、Ｐ－ＳＲＳ、およびＡ－ＳＲＳ）の送信電力および送信電力に関するパラメ
ータを設定する。
【０１９７】
　また、上位層処理部１０１は、下りリンク信号（ＣＲＳ、ＤＬ　ＤＭＲＳ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨなど）の送信電力および送信電力に関するパ
ラメータを、送信部１０７を介して、端末装置２に送信する。つまり、上位層処理部１０
１は、上りリンクの電力制御に関する情報および下りリンクの電力制御に関する情報を、
送信部１０７を介して、端末装置２に送信する。言い換えると、上位層処理部１０１は、
基地局装置１および端末装置２の電力制御に関するパラメータの設定をセットする。例え
ば、上位層処理部１０１は、基地局装置１の送信電力に関するパラメータ（下りリンク電
力制御に関するパラメータ）を端末装置２に通知する。
【０１９８】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２の最大送信電力に関するパラメータを端末装
置２に通知する。
【０１９９】
　また、上位層処理部１０１は、種々の物理チャネルの電力制御に関する情報を端末装置
２に通知する。
【０２００】
　また、上位層処理部１０１は、隣接する基地局装置からの干渉量を示す情報、隣接する
基地局装置から通知された隣接する基地局装置１に与えている干渉量を示す情報、また、
チャネル測定部１０９から入力されたチャネルの品質などに応じて、ＰＵＳＣＨなどが所
定のチャネル品質を満たすよう、また隣接する基地局装置１への干渉を考慮し、端末装置
２の送信電力をセットし、これらの設定を示す情報を、送信部１０７を介して、端末装置
２に送信する。
【０２０１】
　具体的には、上位層処理部１０１は、端末装置２間で共有する情報（上りリンク電力制
御に関する共有パラメータ）または端末装置２間で共通なパラメータとして、ＰＵＳＣＨ
とＰＵＣＣＨそれぞれに対する標準電力（ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ（p0-Nomin
alPUSCH），ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＣＣＨ（p0-NominalPUCCH））、伝搬路損失補償
係数（減衰係数）αｃ（alpha）、メッセージ３用の電力オフセット（deltaPreambleMsg3
）、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に規定される電力オフセット（deltaFList-PUCCH）などを
システムインフォメーションで送信する。その際、ＰＵＣＣＨフォーマット３の電力オフ
セット（deltaF-PUCCH-Format3）およびデルタＰＵＣＣＨフォーマット１ｂＣＳの電力オ
フセット（deltaF-PUCCH-Format1bCS）を追加して通知してもよい。また、これらのパラ
メータは、ＲＲＣメッセージ（上位層シグナリング、dedicated signaling）で通知され
てもよい。
【０２０２】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２毎に設定可能なパラメータ（上りリンク電力
制御に関する専用パラメータ）として、端末装置固有ＰＵＳＣＨ電力Ｐ０＿ＵＥ＿ＰＵＳ

ＣＨ（p0-UE-PUSCH）、デルタＭＣＳ有効Ｋｓ（deltaMCS-Enabled）、アキュムレーショ
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ン有効（accumulationEnabled）、端末装置固有ＰＵＣＣＨ電力（p0-UE-PUCCH）、Ｐ－Ｓ
ＲＳ電力オフセット（pSRS-Offset）、フィルタ係数（filterCoefficient）をＲＲＣメッ
セージで通知する。その際、各ＰＵＣＣＨフォーマットにおける送信ダイバーシチの電力
オフセット（deltaTxD-OffsetListPUCCH）、Ａ－ＳＲＳ電力オフセット（pSRS-OffsetAp
）を通知してもよい。デルタＭＣＳ有効は、デルタＭＣＳを適用するか否かを指示するパ
ラメータ（情報）である。デルタＭＣＳが有効な場合、Ｋｓ＝１．２５とし、デルタＭＣ
Ｓが有効ではない場合、Ｋｓ＝０として処理を行なう。アキュムレーション有効は、送信
電力制御コマンドによるアキュムレーション（累算処理）を行なうか否かを指示するパラ
メータ（情報）である。アキュムレーションが有効な場合、端末装置２は、ＴＰＣコマン
ドによって得られた電力補正値のアキュムレーション（累算処理）を行なってから、その
結果（累算値、アキュムレーション値）に基づいて送信電力をセットする。また、アキュ
ムレーションが有効ではない場合、端末装置２は、１つのＴＰＣコマンドから得られた電
力補正値に基づいて送信電力をセットする。なお、ここで述べるαｃとはパスロス値と共
に送信電力をセットするために用いられ、パスロスを補償する度合いを表す係数、言い換
えるとパスロスに応じてどの程度送信電力を増減させるか（つまり、どの程度送信電力を
補償するか）を決定する係数（減衰係数、伝搬路損失補償係数）である。αｃは通常０か
ら１の値をとり、０であればパスロスに応じた電力の補償は行なわず、１であればパスロ
スの影響が基地局装置１において生じないよう端末装置２の送信電力を補償する。これら
の情報は、再設定情報として端末装置２へ送信されてもよい。
【０２０３】
　また、上位層処理部１０１は、ランダムアクセスチャネルの電力制御に関するパラメー
タ（グループＢの電力オフセット（messagePowerOffsetGroupB）、パワーランピングステ
ップ（powerRampingStep）、プリアンブルの初期受信目標電力（preambleInitialReceive
dTargetPower））を通知してもよい。また、上位層処理部１０１は、下りリンク電力制御
に関するパラメータとして、ＰＤＳＣＨとＣＳＩ－ＲＳの電力比（p-C）、基地局装置１
（または基地局装置１から送信されるＣＲＳ）の参照信号電力（referenceSignalPower）
、ＣＲＳが存在しないサブフレームにおけるＰＤＳＣＨとＣＲＳの電力比ＰＡ（p-a）、
ＣＲＳが存在するサブフレームにおけるＰＤＳＣＨとＣＲＳの電力比を表すインデックス
ＰＢ（p-b）、ＰＤＳＣＨとＣＲＳの電力比の電力シフトΔｏｆｆｓｅｔ（nomPDSCH-RS-E
PRE-Offset）を通知してもよい。
【０２０４】
　また、上位層処理部１０１は、キャリア周波数における端末装置２の最大送信電力を制
限するパラメータ（P-Max）をシステムインフォメーション（例えば、ＳＩＢ１）で通知
してもよい。これらのパラメータの一部は、上位層シグナリングで通知されてもよい。こ
れら電力制御に関するパラメータの設定は、サービングセル毎にセットされてもよい。こ
れら電力制御に関するパラメータの設定は、サブフレームセット毎にセットされてもよい
。基地局装置１の参照信号電力は、基地局装置１の送信電力と呼称してもよい。
【０２０５】
　また、上位層処理部１０１は、端末装置２毎に下りリンク信号／上りリンク信号の送信
電力または送信電力に関するパラメータをセットしてもよい。また、上位層処理部１０１
は、端末装置２間で共通の下りリンク／上りリンク信号の送信電力または送信電力に関す
るパラメータを設定してもよい。これらのパラメータに関する情報は上りリンク電力制御
に関する情報および／または下りリンク電力制御に関する情報として端末装置２へ送信さ
れてもよい。
【０２０６】
　上位層処理部１０１は、種々の物理チャネル／物理信号に係る種々のＩＤの設定を行な
い、制御部１０３を介して、受信部１０５および送信部１０７へＩＤの設定に関する情報
を出力する。例えば、上位層処理部１０１は、下りリンク制御情報フォーマットに含まれ
るＣＲＣをスクランブルするＲＮＴＩ（ＵＥＩＤ）の値を設定する。また、上位層処理部
１０１は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell Radio Network Temporary Identifier），Ｔｅｍｐｏｒ
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ａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ，Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging-RNTI），ＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Access
-RNTI），ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi-Persistent Scheduling C-RNTI）などの種々の識
別子の値を設定してもよい。
【０２０７】
　また、上位層処理部１０１は、物理セルＩＤや仮想セルＩＤ、スクランブル初期化ＩＤ
などのＩＤの値を設定する。これらの設定情報は、制御部１０３を介して、各処理部へ出
力される。また、これらの設定情報は、ＲＲＣメッセージやシステムインフォメーション
、端末装置固有の専用情報、情報要素として端末装置２へ送信されてもよい。また、一部
のＲＮＴＩはＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を用いて送信されてもよい。
【０２０８】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＣＣＨフォーマット１／１ａ／１ｂのリソースに関
する情報を、送信部１０７を介して、端末装置２へ送信する。
【０２０９】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂのリソースに関
する情報を、送信部１０７を介して、端末装置２へ送信する。
【０２１０】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＣＣＨフォーマット３のリソースに関する情報を、
送信部１０７を介して、端末装置２へ送信する。
【０２１１】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＣＣＨフォーマットに関する情報を含むＰＵＣＣＨ
設定に関する情報を、送信部１０７を介して、端末装置２へ送信する。なお、ＰＵＣＣＨ
設定に関する情報は、上位層シグナリングを用いて通知されてもよい。
【０２１２】
　また、上位層処理部１０１は、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に仮想セルＩＤ（スクランブ
リング用のＩＤ）を設定し、送信部１０７を介して、端末装置２へ送信してもよい。
【０２１３】
　また、上位層処理部１０１は、ＣＳＩ報告（ＣＱＩ報告）に関する情報を、送信部１０
７を介して、端末装置２へ送信する。なお、ＣＳＩ報告（ＣＱＩ報告）に関する情報は、
上位層シグナリングによって通知されてもよい。
【０２１４】
　ＣＳＩ報告に関する情報には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとＣＱＩ（ＣＳＩ）の同時送信を行な
うか否かを指示するパラメータ（simultaneousAckNackAndCQI, simultaneousAckNackAndC
QI-Format3）が含まれてもよい。また、ＣＳＩ報告に関する情報には、ＣＱＩＰＭＩ設定
に関するインデックス（cqi-pmi-ConfigIndex）が含まれてもよい。また、ＣＳＩ報告に
関する情報には、ＲＩ設定に関するインデックス（ri-ConfigIndex）が含まれてもよい。
また、ＣＳＩ報告に関する情報には、ＣＱＩ（ＣＳＩ）のためのＰＵＣＣＨリソースに関
するインデックスが含まれてもよい。ＣＳＩ報告に関する情報には、ＣＳＩ測定サブフレ
ームセットに関するパラメータが含まれてもよい。また、ＣＳＩ報告に関する情報には、
ＣＱＩ（ＣＳＩ）のためのＰＵＣＣＨリソースに関するインデックス（cqi-PUCCH-Resour
ceIndx）が含まれてもよい。インデックスやサブフレームセットに関するパラメータは、
複数が設定されてもよい。また、ＣＳＩ報告に関する情報には、ＣＱＩ（ＣＳＩ）のため
のアンテナポート１のＰＵＣＣＨリソースに関するインデックス（cqi-PUCCH-ResourceIn
dxP1）が含まれてもよい。また、ＣＳＩ報告に関する情報には、複数のＣＳＩ報告をＰＵ
ＣＣＨフォーマット３で行なうか否かを指示する情報が含まれてもよい。
【０２１５】
　ＭＡＣ　ＣＥはＰＤＳＣＨを介して送信される。ＭＡＣ　ＣＥは、ＭＡＣ層において処
理される情報／信号である。
【０２１６】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なうための制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制
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御信号を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０
７の制御を行なう。
【０２１７】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１１
１を介して端末装置２から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部１０１に出力する。
【０２１８】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１１１を介して受信した上りリンクの信号を、
中間周波数（IF: Intermediate Frequency）に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波
数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信
号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。
【０２１９】
　無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（GI: Guard 
Interval）に相当する部分を除去する。無線受信部１０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（FFT: Fast Fourier Transform）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部１０５５に出力する。
【０２２０】
　多重分離部１０５５は、無線受信部１０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、ＳＲＳなどの信号に、それぞれ分離する。なお、この分離は、予
め基地局装置１が決定して各端末装置２に通知した無線リソースの割り当て情報に基づい
て行われる。また、多重分離部１０５５は、チャネル測定部１０９から入力された伝搬路
の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０
５５は、分離したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳをチャネル測定部１０９に出力する。
【０２２１】
　復調部１０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（IDFT: Inverse Discrete Fouri
er Transform）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、２位相偏移変調（BPSK: Binary Phase Shift Keying）、４相位相偏移変
調（QPSK: Quadrature Phase Shift Keying）、１６値直交振幅変調（16QAM: 16 Quadrat
ure Amplitude Modulation）、６４値直交振幅変調（64QAM: 64 Quadrature Amplitude M
odulation）等の予め定められた、または基地局装置１が端末装置２各々に下りリンク制
御情報で予め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。
【０２２２】
　復号化部１０５１は、復調したＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の、予め定められた、又は基地局装置１が端末装置２に上りリンクグラン
ト（UL grant）で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号したデータ情報と、上りリ
ンク制御情報を上位層処理部１０１へ出力する。
【０２２３】
　チャネル測定部１０９は、多重分離部１０５５から入力された上りリンク復調参照信号
ＵＬ　ＤＭＲＳとＳＲＳから伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部
１０５５および上位層処理部１０１に出力する。また、チャネル測定部１０９は、第１の
信号から第ｎの信号の受信電力および／または受信品質を測定し、多重分離部１０５５お
よび上位層処理部１０１に出力する。
【０２２４】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、下りリンクの参照信
号（下りリンク参照信号）を生成し、上位層処理部１０１から入力されたデータ情報、下
りリンク制御情報を符号化、および変調し、ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）、ＰＤＳＣＨ、
および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ１１１を介して端末装置２に下り
リンク信号を送信する。
【０２２５】
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　また、送信部１０７は、ＴＤＤ方式が適用されたセルに属するある端末装置２に対して
、複数のサブフレームセットまたは複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定をセットした場合、下
りリンク参照ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定において示される下りリンクサブフレームに基づい
て、下りリンク信号を送信する。または、送信部１０７は、ＳＩＢ１に含まれるＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定において示される下りリンクサブフレームに基づいて、下りリンク信号を
送信する。
【０２２６】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された下りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。変
調部１０７３は、符号化ビットをＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調
する。下りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置１を識別するためのセル識別子
（Cell ID, Cell Identity, Cell Identifier, Cell Identification）などを基に予め定
められた規則で求まる、端末装置２が既知の系列で下りリンク参照信号として生成する。
多重部１０７５は、変調した各チャネルと生成した下りリンク参照信号を多重する。
【０２２７】
　無線送信部１０７７は、多重した変調シンボルを逆高速フーリエ変換（IFFT: Inverse 
Fast Fourier Transform）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調されたＯＦＤ
Ｍシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベ
ースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同
相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中
間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除
去し、電力増幅し、送受信アンテナ１１１に出力して送信する。
【０２２８】
　送信部１０７は、各下りリンク信号（物理チャネル／物理信号）に対する系列を生成し
、各下りリンク信号に対する送信電力をセットし、端末装置２へ送信する。その際、送信
部１０７は、各無線フレームの初めに、各下りリンク信号に対する系列生成器を各下りリ
ンク信号に対する初期値を用いて初期化する。なお、系列生成器には、擬似乱数系列生成
器が含まれてもよい。また、系列生成器には、スクランブリング系列生成器が含まれても
よい。
【０２２９】
　図２は、本実施形態に係る端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、端末装置２は、上位層処理部２０１、制御部２０３、受信部２０５、送信部２０７
、チャネル測定部２０９、および、送受信アンテナ２１１、を含んで構成される。また、
受信部２０５は、復号化部２０５１、復調部２０５３、多重分離部２０５５と無線受信部
２０５７を含んで構成される。端末局装置２の受信処理は、上位層処理部２０１、制御部
２０３、受信部２０５、送受信アンテナ２１１で行なわれる。また、送信部２０７は、符
号化部２０７１、変調部２０７３、多重部２０７５と無線送信部２０７７を含んで構成さ
れる。また、端末装置２の送信処理は、上位層処理部２０１、制御部２０３、送信部２０
７、送受信アンテナ２１１で行なわれる。
【０２３０】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクのデータ情報を、
送信部に出力する。また、上位層処理部２０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Acce
ss Control）層、パケットデータ統合プロトコル（PDCP: Packet Data Convergence Prot
ocol）層、無線リンク制御（RLC: Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC: Ra
dio Resource Control）層の処理を行う。
【０２３１】
　上位層処理部２０１は、自局の各種設定情報の管理を行なう。また、上位層処理部２０
１は、上りリンクの各チャネルに配置する情報を生成し、送信部２０７に出力する。上位
層処理部２０１は、基地局装置１からＰＤＣＣＨで通知された下りリンク制御情報、およ
びＰＤＳＣＨで通知された無線リソース制御情報に基づいて設定された上位層処理部２０
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１が管理する自局の各種設定情報に基づき、受信部２０５、および送信部２０７の制御を
行うための制御情報を生成し、制御部２０３に出力する。
【０２３２】
　また、上位層処理部２０１は、基地局装置１から通知された第１の設定に関する情報か
ら第ｎの設定に関する情報に基づいて、各信号の種々のパラメータ（情報要素、ＲＲＣメ
ッセージ）をセットする。また、それらのセットした情報を生成し、制御部２０３を介し
て、送信部２０７に出力する。
【０２３３】
　上位層処理部２０１は、基地局装置１が報知しているＳＲＳを送信するための無線リソ
ースを予約するサブフレームであるサウンディングサブフレーム（ＳＲＳサブフレーム、
ＳＲＳ送信サブフレーム）、およびサウンディングサブフレーム内でＳＲＳを送信するた
めに予約する無線リソースの帯域幅を示す情報、および、基地局装置１が端末装置２に通
知したピリオディックＳＲＳを送信するサブフレームと、周波数帯域と、Ｐ－ＳＲＳのＣ
ＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量と、を示す情報、および、基地局装置１が
端末装置２に通知したＡ－ＳＲＳを送信する周波数帯域と、アピリオディックＳＲＳのＣ
ＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量と、を示す情報を受信部２０５から取得す
る。
【０２３４】
　上位層処理部２０１は、前記情報に従ってＳＲＳ送信の制御を行なう。具体的には、上
位層処理部２０１は、前記ピリオディックＳＲＳに関する情報に従ってピリオディックＳ
ＲＳを１回または周期的に送信するよう送信部２０７を制御する。また、上位層処理部２
０１は、受信部２０５から入力されたＳＲＳリクエスト（ＳＲＳインディケータ）におい
てＡ－ＳＲＳの送信を要求された場合、アピリオディックＳＲＳに関する情報に基づいて
Ａ－ＳＲＳを予め定められた回数（例えば、１回）だけ送信する。
【０２３５】
　上位層処理部２０１は、基地局装置１から送信される種々の上りリンク信号の送信電力
制御に関する情報に基づいて、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、Ｐ－ＳＲＳ、およ
びＡ－ＳＲＳの送信電力の制御を行なう。具体的には、上位層処理部２０１は、受信部２
０５から取得した種々の上りリンク電力制御に関する情報に基づいて種々の上りリンク信
号の送信電力を設定する。例えば、ＳＲＳの送信電力は、Ｐ０＿ＰＵＳＣＨ、αｃ、Ｐ－
ＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（０）（第１の電力オフセット（pSRS
-Offset））、Ａ－ＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（１）（第２の電
力オフセット（pSRS-OffsetAp））、およびＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコマンドに基づい
て制御される。つまり、ＳＲＳの送信電力は、ＰＵＳＣＨの電力制御に基づいてセットさ
れる。なお、上位層処理部２０１は、ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴに対してＰ－ＳＲＳかＡ－
ＳＲＳかに応じて第１の電力オフセットか第２の電力オフセットかを切り替える。
【０２３６】
　また、上位層処理部２０１は、Ｐ－ＳＲＳおよび／またはＡ－ＳＲＳに対して第３の電
力オフセットが設定されている場合、第３の電力オフセットに基づいて送信電力をセット
する。なお、第３の電力オフセットは、第１の電力オフセットや第２の電力オフセットよ
りも広い範囲で値が設定されてもよい。第３の電力オフセットは、Ｐ－ＳＲＳおよびＡ－
ＳＲＳそれぞれに対して設定されてもよい。つまり、上りリンク電力制御に関する情報と
は、種々の上りリンク物理チャネルの送信電力の制御に係るパラメータ（情報要素、ＲＲ
Ｃメッセージ）のことである。これらの情報の一部は、システムインフォメーションで送
信されてもよい。また、これらの情報の一部は、上位層シグナリングで送信されてもよい
。これらの情報の一部は、物理チャネル／物理信号で送信されてもよい。
【０２３７】
　また、上位層処理部２０１は、条件に応じて、適宜、サービングセルｃに対する端末装
置２の最大送信電力（ＰＣＭＡＸ，ｃ）を設定する。上位層処理部２０１は、上りリンク
信号の送信電力を電力制御に関するパラメータの設定に基づいてセットするが、最大送信
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電力を超える場合があり、その際、上位層処理部２０１は、最大送信電力で上りリンク信
号を送信するように送信部２０７へ指示する。つまり、算出した送信電力と最大送信電力
を比較し、最大送信電力より低ければ、算出した送信電力で上りリンク信号を送信し、最
大送信電力より高ければ、最大送信電力で上りリンク信号を送信する。
【０２３８】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにおいて、
第１の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク共用チャネルの送信電力の合計が
端末装置２に設定される最大送信電力（例えば、ＰＣＭＡＸ）を超える場合、物理上りリ
ンク共用チャネルを送信するように、制御部２０３を介して送信部２０７に指示情報を出
力する。また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにお
いて、第１の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク制御チャネルの送信電力の
合計が端末装置２に設定される最大送信電力を超える場合、物理上りリンク制御チャネル
を送信するように、制御部２０３を介して送信部２０７に指示情報を出力する。
【０２３９】
　また、上位層処理部２０１は、あるサービングセルおよびあるサブフレームにおいて、
第２の上りリンク参照信号の送信電力と物理上りリンク共用チャネルの送信電力の合計が
、端末装置２が設定する最大出力電力ＰＣＭＡＸ（UE total configure maximum output 
power）を超える場合、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、ＰＵＳＣＨを用いて送信
するように、制御部２０３を介して送信部２０７に出力する。また、上位層処理部２０１
は、あるサービングセル（例えば、サービングセルｃ）およびあるサブフレーム（例えば
、サブフレームｉ）において、第２の上りリンク参照信号の送信電力とＰＵＣＣＨの送信
電力の合計が最大出力電力を超える場合、ＰＵＣＣＨを送信するように、制御部２０３を
介して送信部２０７に出力する。また、上位層処理部２０１は、複数のサービングセルで
同時に通信を行なう場合、最大出力電力ＰＣＭＡＸを超えないように各サービングセルで
送信される上りリンク信号の送信電力を制御する。
【０２４０】
　また、上位層処理部２０１は、同じタイミング（例えば、サブフレーム）で複数の物理
チャネルの送信が生じる場合、種々の物理チャネルの優先度に応じて、種々の物理チャネ
ルの送信電力を制御したり、種々の物理チャネルの送信を制御したりすることもできる。
上位層処理部２０１は、制御部２０３を介してその制御情報を送信部２０７に出力する。
【０２４１】
　また、上位層処理部２０１は、複数のサービングセルまたは複数のサービングセルそれ
ぞれに対応する複数のコンポーネントキャリア（複数のセル）を用いるキャリアアグリゲ
ーション（セルアグリゲーション）を行なう場合、物理チャネルの優先度に応じて、種々
の物理チャネルの送信電力を制御したり、種々の物理チャネルの送信を制御したりするこ
ともできる。また、上位層処理部２０１は、セルの優先度に応じて、該セルから送信され
る種々の物理チャネルの送信制御を行なってもよい。上位層処理部２０１は、制御部２０
３を介してその制御情報を送信部２０７に出力する。
【０２４２】
　上位層処理部２０１は、基地局装置１から通知された上りリンク参照信号の設定に関す
る情報に基づいて上りリンク参照信号の生成等を行なうように制御部２０３を介して送信
部２０７に指示情報を出力する。つまり、上位層処理部２０１は、制御部２０３を介して
、上りリンク参照信号の設定に関する情報を上りリンク参照信号生成部２０７９へ出力す
る。
【０２４３】
　上位層処理部２０１は、端末装置２がＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信を行なう機能
をサポートしている場合、その機能情報を、送信部２０７を介して、基地局装置１へ送信
する。
【０２４４】
　上位層処理部２０１は、ＰＵＣＣＨフォーマット３に対するリソースに関するパラメー
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タを設定した場合、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いた通信を行なうことができることを
、制御部２０３を介して、送信部２０７へ出力する。
【０２４５】
　上位層処理部２０１は、端末装置２がＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信ダイバーシテ
ィのチャネル選択を行なう機能をサポートしている場合、その機能情報を、送信部２０７
を介して、基地局装置１へ送信する。
【０２４６】
　上位層処理部２０１は、端末装置２がマルチＡＣＫとＣＳＩ報告を行なう機能をサポー
トしている場合、その機能情報を、送信部２０７を介して、基地局装置１へ送信する。
【０２４７】
　上位層処理部２０１は、端末装置２がマルチＣＳＩ報告を行なう機能をサポートしてい
る場合、その機能情報を、送信部２０７を介して、基地局装置１へ送信する。
【０２４８】
　制御部２０３は、上位層処理部２０１からの制御情報に基づいて、受信部２０５、およ
び送信部２０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部２０３は、生成した制御信号
を受信部２０５および送信部２０７に出力して、受信部２０５および送信部２０７の制御
を行なう。
【０２４９】
　受信部２０５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２１
１を介して基地局装置１から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部２０１に出力する。
【０２５０】
　また、受信部２０５は、ＳＩＢ１に含まれるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定において示される
下りリンクサブフレームに基づいて、下りリンク信号を受信する。
【０２５１】
　受信部２０５は、第１の設定に関する情報および／または第２の設定に関する情報を受
信するか否かによって、適切な受信処理を行なう。例えば、第１の設定に関する情報また
は第２の設定に関する情報のうち、何れか一方を受信している場合には、受信した下りリ
ンク制御情報フォーマットから第１の制御情報フィールドを検出し、第１の設定に関する
情報および第２の設定に関する情報を受信している場合には、受信した下りリンク制御情
報フォーマットから第２の制御情報フィールドを検出する。
【０２５２】
　無線受信部２０５７は、各受信アンテナを介して受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて
、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部２
０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を除去し、ガ
ードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行い、周波数領域の信号を
抽出する。
【０２５３】
　多重分離部２０５５は、抽出した信号を物理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physica
l Downlink Control Channel）、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号（DRS: Downlin
k Reference Signal）に、それぞれ分離する。なお、この分離は、下りリンク制御情報で
通知された無線リソースの割り当て情報などに基づいて行われる。また、多重分離部２０
５５は、チャネル測定部２０９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＤＣＣＨとＰＤＳ
ＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部２０５５は、分離した下りリンク参照信
号をチャネル測定部２０９に出力する。
【０２５４】
　復調部２０５３は、ＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部
２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、ＰＤＣＣＨの復号を試み、復号に成功した場
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合、復号した下りリンク制御情報を上位層処理部２０１に出力する。復調部２０５３は、
ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知
された変調方式の復調を行ない、復号化部２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、下
りリンク制御情報で通知された符号化率に対する復号を行い、復号したデータ情報を上位
層処理部２０１へ出力する。
【０２５５】
　チャネル測定部２０９は、多重分離部２０５５から入力された下りリンク参照信号から
下りリンクのパスロスを測定し、測定したパスロスを上位層処理部２０１へ出力する。ま
た、チャネル測定部２０９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝搬路の推定値を算
出し、多重分離部２０５５へ出力する。
【０２５６】
　また、チャネル測定部２０９は、上位層処理部２０１から制御部２０３を介して通知さ
れた測定に関する種々の情報、測定報告に関する種々の情報に従って、第１の信号および
／または第２の信号の受信電力測定や受信品質測定を行なう。その結果を上位層処理部２
０１に出力する。
【０２５７】
　また、チャネル測定部２０９は、第１の信号および／または第２の信号のチャネル評価
を行なうことを指示された場合、それぞれの信号のチャネル評価に関する結果を上位層処
理部２０１に出力してもよい。ここで、第１の信号や第２の信号は、参照信号（パイロッ
ト信号、パイロットチャネル、基準信号）であり、第１の信号や第２の信号の他に第３の
信号や第４の信号があってもよい。つまり、チャネル測定部２０９は、１つ以上の信号の
チャネルを測定する。また、チャネル測定部２０９は、上位層処理部２０１から、制御部
２０３を介して、通知された制御情報に従って、チャネル測定を行なう信号を設定する。
【０２５８】
　また、チャネル測定部２０９は、ＴＤＤ方式において、複数のサブフレームセットまた
は複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定がセットされる場合、下りリンク参照ＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定において示される下りリンクサブフレームに基づいて、下りリンク信号（ＣＲＳや
ＣＳＩ－ＲＳなど）を測定する。
【０２５９】
　送信部２０７は、制御部２０３から入力された制御信号（制御情報）に従って、上りリ
ンク復調参照信号（ＵＬ　ＤＭＲＳ）および／またはサウンディング参照信号（ＳＲＳ）
を生成し、上位層処理部２０１から入力されたデータ情報を符号化および変調し、ＰＵＣ
ＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよび／またはＳＲＳを多重し、ＰＵ
ＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、およびＳＲＳの送信電力を調整し、送受信アンテ
ナ２１１を介して基地局装置１に送信する。
【０２６０】
　また、送信部２０７は、上位層処理部２０１から測定結果に関する情報が出力された場
合、送受信アンテナ２１１を介して基地局装置１に送信する。また、送信部２０７は、上
位層処理部２０１からチャネル評価に関する結果であるチャネル状態情報が出力された場
合、そのチャネル状態情報を基地局装置１へフィードバックする。つまり、上位層処理部
２０１は、チャネル測定部２０９から通知された測定結果に基づいてチャネル状態情報（
ＣＳＩ、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）を生成し、制御部２０３を介して基地局装置１へフィー
ドバックする。送信部２０７は、受信部２０５において、所定のグラント（または所定の
下りリンク制御情報フォーマット）が検出されると、所定のグラントに対応する上りリン
ク信号はグラントを検出したサブフレームから所定のサブフレーム以降の最初の上りリン
クサブフレームで送信される。例えば、受信部２０５において、サブフレームｉでグラン
トを検出すると、送信部２０７は、サブフレームｉ＋ｋ以降の最初の上りリンクサブフレ
ームで上りリンク信号を送信する。ここで、ｋは所定の値であってもよい。また、ｋはテ
ーブルによって管理されてもよい。
【０２６１】
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　また、送信部２０７は、上りリンク信号の送信サブフレームがサブフレームｉである場
合、サブフレームｉ－ｋで受信した送信電力制御コマンドを用いて上りリンク信号の送信
電力を設定する。ここで、ｋは所定の値であってもよい。また、ｋはテーブルによって管
理されてもよい。また、ｋは送信サブフレームと関連付けられてもよい。
【０２６２】
　送信部２０７は、受信部２０５において第１の設定に関する情報または第２の設定に関
する情報のうち、何れか一方を受信し、第１の設定または第２の設定のうち、何れか一方
がセットされる場合には、Ｐ－ＳＲＳおよびＡ－ＳＲＳの送信電力をＰＵＳＣＨの電力制
御に用いられるパラメータに基づいてセットし、受信部２０５において第１の設定に関す
る情報および第２の設定に関する情報を受信し、第１の設定および第２の設定がセットさ
れ、複数のサブフレームセットが設定される場合には、Ｐ－ＳＲＳの送信電力を第１のサ
ブフレームセットまたは第２のサブフレームセットで送信されるＰＵＳＣＨの電力制御パ
ラメータに基づいてセットし、Ａ－ＳＲＳを送信するサブフレームが第１のサブフレーム
セットに含まれる場合には、Ａ－ＳＲＳの送信電力を第１のサブフレームセットで送信さ
れるＰＵＳＣＨの電力制御パラメータに基づいてセットし、第２のサブフレームセットで
送信される場合には、Ａ－ＳＲＳの送信電力を第２のサブフレームセットで送信されるＰ
ＵＳＣＨの電力制御パラメータに基づいてセットし、Ａ－ＳＲＳを送信する。
【０２６３】
　送信部２０７は、複数のサブフレームセットが設定される場合、上りリンク信号を送信
サブフレームがどのサブフレームセットに属しているかによって、送信電力制御パラメー
タセットを切り替えてもよい。
【０２６４】
　送信部２０７は、同じサブフレームで複数のＣＳＩ報告が重複した場合、優先度の低い
ＣＳＩ報告をドロップする。
【０２６５】
　送信部２０７は、同じサブフレームで異なるＰＵＣＣＨ報告タイプのＣＳＩ報告が重複
した場合、優先度の低いＰＵＣＣＨ報告タイプのＣＳＩ報告をドロップする。
【０２６６】
　送信部２０７は、異なるサービングセルにおいて、同じサブフレームで同じ優先度のＰ
ＵＣＣＨ報告タイプのＣＳＩ報告が重複した場合、最も低いサービングセルインデックス
を除くサービングセルに対するＣＳＩ報告をドロップする。この場合、最も低いサービン
グセルインデックスのサービングセルに対するＣＳＩ報告のみを行なう。
【０２６７】
　送信部２０７は、送信モード１０が設定された場合、異なるサービングセルにおいて、
同じサブフレームで同じ優先度のＰＵＣＣＨ報告タイプで異なるＣＳＩプロセスＩＤのＣ
ＳＩプロセスに対応するＣＳＩ報告が重複した場合、最も低いＣＳＩプロセスインデック
スを除くＣＳＩプロセスに対するＣＳＩ報告をドロップする。この場合、最も低いＣＳＩ
プロセスインデックスのＣＳＩプロセスに対するＣＳＩ報告のみを行なう。
【０２６８】
　送信部２０７は、送信モード１～９が設定されたサービングセルに対するＣＳＩ報告と
送信モード１０が設定されたサービングセルに対するＣＳＩ報告が同じ優先度のＰＵＣＣ
Ｈ報告タイプで同じサブフレームで衝突する場合、異なるサービングセルのＣＳＩプロセ
スＩＤ＞１のＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩ報告をドロップする。
【０２６９】
　送信部２０７は、送信モード１～９が設定されたあるサービングセルに対するＣＳＩ報
告と送信モード１０が設定された異なるサービングセルのＣＳＩプロセスＩＤ＝１のＣＳ
Ｉプロセスに対するＣＳＩ報告が同じ優先度のＰＵＣＣＨ報告タイプで同じサブフレーム
で衝突する場合、最も高いサービングセルインデックスのサービングセルに対するＣＳＩ
報告をドロップする。
【０２７０】
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　送信部２０７は、特定のＰＵＣＣＨ報告タイプのＣＳＩ報告は、第２のＰＵＣＣＨリソ
ースで送信される。また、第２のＰＵＣＣＨリソースは、上位層処理部２０１によって、
設定される。
【０２７１】
　送信部２０７は、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信が端末装置２に設定されていなけ
れば、もしくは、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの同時送信が端末装置２に設定され、ＰＵＳＣ
Ｈの送信を行なわなければ、同じサブフレームでＣＳＩとポジティブＳＲ間の衝突が生じ
る場合、ＣＳＩをドロップする。
【０２７２】
　送信部２０７は、複数のＡＣＫ（マルチＡＣＫ）とＣＳＩ報告が端末装置２に設定され
ていれば、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、マルチセルに対するＡＣＫおよびＰ－Ｃ
ＳＩ報告
【０２７３】
　送信部２０７は、複数のＣＳＩ報告（マルチＣＳＩ報告）が端末装置２に設定されてい
れば、複数のＣＳＩ報告が重複した場合、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、送信する
。なお、複数のＣＳＩ報告は、複数のサブフレームセットに対するＣＳＩであってもよい
。複数のＣＳＩ報告は、複数のサービングセルに対するＣＳＩ報告であってもよい。複数
のＣＳＩ報告は、複数のサービングセルおよび／または複数のサブフレームセットに対す
るＣＳＩ報告であってもよい。複数のＣＳＩ報告は、１つのサービングセルおよび／また
は１つのサブフレームセットにおける複数のＰＵＣＣＨ報告タイプに対するＣＳＩ報告で
あってもよい。ここで、各サブフレームセットに対するＣＳＩ報告が同じサブフレームに
生じなかった場合、それぞれのＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨフォーマット２を用いて、行な
われてもよい。すなわち、この場合、それぞれのＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨフォーマット
３を用いて、送信されなくてもよい。
【０２７４】
　送信部２０７は、マルチＣＳＩプロセスが端末装置２に設定されていれば、複数のＣＳ
Ｉ報告が重複した場合、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて、複数のＣＳＩプロセスそれ
ぞれに対するＣＳＩ報告を行なう。
【０２７５】
　送信部２０７は、マルチＣＳＩプロセスが端末装置２に設定されていれば、複数のＣＳ
Ｉ報告が重複した場合、同じサブフレームでＰＵＳＣＨ送信が生じていれば、ＰＵＳＣＨ
で複数のＣＳＩプロセスそれぞれに対するＣＳＩ報告を行なう。
【０２７６】
　送信部２０７は、ＰＵＣＣＨフォーマット毎に仮想セルＩＤが設定された場合、送信す
るＰＵＣＣＨフォーマットに応じて、各ＰＵＣＣＨフォーマットに使われる系列を、仮想
セルＩＤに基づいて設定してもよい。
【０２７７】
　符号化部２０７１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。変調
部２０７３は、符号化部２０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１
６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。
【０２７８】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、上りリンク参照信号の設定に関する情報に基づ
いて上りリンク参照信号を生成する。つまり、上りリンク参照信号生成部２０７９は、基
地局装置１を識別するためのセル識別子、上りリンク復調参照信号、第１の上りリンク参
照信号、第２の上りリンク参照信号を配置する帯域幅などを基に予め定められた規則で求
まる、基地局装置１が既知のＣＡＺＡＣ系列を生成する。また、上りリンク参照信号生成
部２０７９は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、生成した上りリンク復調
参照信号、第１の上りリンク参照信号、第２の上りリンク参照信号のＣＡＺＡＣ系列にサ
イクリックシフトを与える。
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【０２７９】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、上りリンク復調参照信号および／またはサウン
ディング参照信号、上りリンク参照信号の基準系列を所定のパラメータに基づいて初期化
してもよい。所定のパラメータは各参照信号で同じパラメータであってもよい。また、所
定のパラメータは各参照信号に独立に設定されたパラメータであってもよい。つまり、上
りリンク参照信号生成部２０７９は、独立に設定されたパラメータがなければ、同じパラ
メータに基づく初期値で各参照信号の基準系列を初期化することができる。ここで、基準
系列を初期化するとは、基準系列に対する系列生成器を初期化することが含まれてもよい
。
【０２８０】
　多重部２０７５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（DFT: Discrete Fourier Transform
）し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳを多重する
。
【０２８１】
　無線送信部２０７７は、多重した信号を逆高速フーリエ変換して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式
の変調を行ない、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバ
ルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号を
アナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し
、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数（無
線周波数）の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅
し、送受信アンテナ２１１に出力して送信する。
【０２８２】
　ＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータには、ＰＵＳＣＨの電力レベルに関する
パラメータ（ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ）が含まれて
もよい。また、ＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータには、伝搬路損失補償係数
αｃが含まれてもよい。また、ＰＵＳＣＨの電力制御に用いられるパラメータには、ＴＰ
Ｃコマンドによる電力調整値（電力補正値）が含まれてもよい。
【０２８３】
　送信部２０７は、各上りリンク信号（物理チャネル／物理信号）に対する系列を生成し
、各上りリンク信号に対する送信電力をセットし、基地局装置１へ送信する。その際、送
信部２０７は、各無線フレームの初めに、各上りリンク信号に対する系列生成器を各上り
リンク信号に対する初期値を用いて初期化する。なお、系列生成器には、擬似乱数系列生
成器（Pseudo-random sequence generator）が含まれてもよい。また、系列生成器には、
スクランブリング系列生成器（scrambling sequence generator）が含まれてもよい。
【０２８４】
　本発明の実施形態において、基地局装置１は、複数のサブフレームセットが設定される
端末装置２に対して、同じＤＣＩフォーマットに各サブフレームセットに対応しているＴ
ＰＣコマンドをセットして送信してもよい。また、基地局装置１は、複数のサブフレーム
セットが設定される端末装置２に対して、同じ種類のＤＣＩフォーマットの第１のサブフ
レームセットに対応しているＴＰＣコマンドフィールドを第２のサブフレームセットに対
応するＴＰＣコマンドフィールドとしてセットして送信してもよい。つまり、基地局装置
１は、第１のサブフレームセットに対応しているＴＰＣコマンドフィールドから第２のサ
ブフレームセットに対応しているＴＰＣコマンドフィールドに入れ替えて送信してもよい
。つまり、第１のサブフレームセットに対応するＴＰＣコマンドフィールドと第２のサブ
フレームセットに対応するＴＰＣコマンドフィールドは、同じフィールドとして共有され
てもよい。また、基地局装置１は、複数のサブフレームセットが設定される端末装置２に
対して、一部の制御情報フィールドを第２のサブフレームセットに対応しているＴＰＣコ
マンドフィールドとしてセットして送信してもよい。端末装置２は、基地局装置１が設定
したＤＣＩフォーマットから第２のサブフレームセットに対応しているＴＰＣコマンドフ
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ィールドを検出することができる。なお、第２のサブフレームセットに対応しているＴＰ
Ｃコマンドを適用できるか否かは、第１の設定に関する情報および第２の設定に関する情
報とは異なる制御情報で示されてもよい。
【０２８５】
　本発明の実施形態において、基地局装置１は、端末装置２に対して、電力制御に関する
パラメータの設定を複数セットしてもよい。複数セットされるパラメータは、セル固有に
セットされるパラメータであってもよい。また、複数セットされるパラメータは、端末装
置固有にセットされるパラメータであってもよい。また、複数セットされるパラメータは
、セル固有にセットされるパラメータおよび端末固有にセットされるパラメータであって
もよい。また、同じ種類のパラメータが複数セットされるパラメータは、セル固有にセッ
トされるパラメータまたは端末固有にセットされるパラメータに含まれる特定のパラメー
タであってもよい。例えば、電力制御に関するパラメータの設定は、ＰＵＳＣＨの送信電
力やＰＵＣＣＨの送信電力、ＳＲＳの送信電力を制御するためのパラメータまたはパラメ
ータセットを少なくとも１つは含まれてもよい。また、電力制御に関するパラメータの設
定は、ＰＤＳＣＨの送信電力やＰＤＣＣＨの送信電力、ＣＲＳの送信電力、ＣＳＩ－ＲＳ
の送信電力、ＤＬ　ＤＭＲＳの送信電力を制御するためのパラメータまたはパラメータセ
ットを少なくとも１つは含まれてもよい。つまり、第２の電力制御に関するパラメータの
設定にセットされていないパラメータは、第１の電力制御に関するパラメータの設定にセ
ットされているパラメータを代用してもよい。第２の電力制御に関するパラメータの設定
にセットされていないパラメータは、デフォルト値を用いてもよい。
【０２８６】
　例えば、第１の電力制御と第２の電力制御で異なる電力制御は、異なるセル固有の電力
制御に関するパラメータ（セット）を切り替えて、信号の電力を制御することである。ま
た、異なる電力制御は、異なる端末固有の電力制御に関するパラメータ（セット）を切り
替えて、信号の電力を制御することである。また、異なる電力制御は、異なるセル固有ま
たは端末固有の電力制御に関するパラメータ（セット）を切り替えて、信号の電力を制御
することである。また、異なる電力制御は、異なるループでアキュムレーション送信電力
制御を行なうことである。
【０２８７】
　本発明の実施形態において、サブフレームセット毎に、後述の電力制御に関するパラメ
ータが設定されてもよい。
【０２８８】
　第１の上りリンク電力制御に関するパラメータの設定には、セル固有（セル内の端末装
置間で共有）に設定されるパラメータの設定（上りリンク電力制御に関する共有パラメー
タの設定（UplinkPowerControlCommon））と端末装置毎に設定されるパラメータの設定（
上りリンク電力制御に関する専用パラメータの設定（UplinkPowerControlDedicated））
がある。共有パラメータの設定としては、セル固有に設定可能なＰＵＳＣＨ電力である標
準ＰＵＳＣＨ電力（p0-NominalPUSCH）、フラクショナル送信電力制御の減衰係数（伝搬
路損失補償係数）αｃ（alpha）、セル固有に設定可能なＰＵＣＣＨ電力である標準ＰＵ
ＣＣＨ電力（p0-NominalPUCCH）、ＰＵＣＣＨフォーマット毎の電力調整値（電力オフセ
ット）ΔＦ＿ＰＵＣＣＨは（deltaFList-PUCCH）、プリアンブルメッセージ３が送信され
る場合の電力調整値（電力オフセット）（deltaPreambleMsg3）がある。また、専用パラ
メータの設定としては、端末装置固有に設定可能なＰＵＳＣＨ電力である端末固有ＰＵＳ
ＣＨ電力（p0-UE-PUSCH）、変調符号化方式による電力調整値Ｋｓを考慮するか否かを指
示する情報（deltaMCS-Enabled）、アキュムレーション送信電力制御（ＴＰＣコマンドの
アキュムレーション）を行なうか否かを指示する情報（accumulationEnabled）、端末装
置固有に設定可能なＰＵＣＣＨ電力である端末固有ＰＵＣＣＨ電力（p0-UE-PUCCH）、ピ
リオディックＳＲＳおよびアピリオディックＳＲＳの電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳ

ＥＴ（pSRS-Offset、pSRS-OffsetAp）、参照信号の受信電力（RSRP: Reference Signal R
eceived Power）のフィルタ係数（filterCoefficient）がある。これらの情報は、プライ
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マリーセルに対して設定可能であるが、セカンダリーセルに対しても同様の設定を行なう
ことができる。さらに、セカンダリーセルに対する専用パラメータの設定では、プライマ
リーセルかセカンダリーセルのパスロス測定用参照信号を用いてパスロスの計算を行なう
ことを指示する情報（pathlossReferenceLinking）が含まれてもよい。
【０２８９】
　また、第２の（プライマリーセルに対する）上りリンク電力制御に関する共有パラメー
タの設定または第２のセカンダリーセルに対する上りリンク電力制御に関する共有パラメ
ータの設定に含まれるパラメータは、一つも含まれてなくてもよい。この場合には、基地
局装置１は、解放を選択し、その共有パラメータの設定に関する情報を端末２へ送信する
。また、第２の上りリンク電力制御に関する共有パラメータの設定でセットされなかった
パラメータは、第１の上りリンク電力制御に関する共有パラメータの設定と同じ設定であ
ってもよい。
【０２９０】
　第１のプライマリーセル／セカンダリーセルに対する上りリンク電力制御に関する専用
パラメータの設定には、パスロスを測定する下りリンク参照信号（下りリンク無線リソー
ス）を指示するパスロス参照リソースが設定されてもよい。また、第２の（プライマリー
セルに対する）上りリンク電力制御に関す専用パラメータの設定または第２のセカンダリ
ーセルに対する上りリンク電力制御に関する専用パラメータの設定に含まれるパラメータ
は、一つも設定されていなくてもよい。この場合には、基地局装置１は、解放を選択し、
その情報を端末装置２へ送信する。また、第２の上りリンク電力制御に関する専用パラメ
ータの設定でセットされなかったパラメータは、第１の上りリンク電力制御に関する専用
パラメータの設定と同じ設定であってもよい。つまり、第２の上りリンク電力制御に関す
る専用パラメータの設定においてパスロス参照リソースが設定されなかった場合には、第
１の上りリンク電力制御に関する専用パラメータの設定で設定されているパスロス参照リ
ソースに基づいてパスロスの計算を行なってもよい。
【０２９１】
　なお、第１の上りリンク電力制御に関するパラメータの設定および第２の上りリンク電
力制御に関するパラメータの設定は同じ情報要素または同じＲＲＣメッセージに含まれて
端末装置２へ送信されてもよい。
【０２９２】
　端末装置２に対して複数の上りリンク電力制御に関するパラメータの設定（例えば、第
１の上りリンク電力制御に関するパラメータの設定および第２の上りリンク電力制御に関
するパラメータの設定）がセットされる場合、第１の上りリンク電力制御に関するパラメ
ータの設定は、第１のサブフレームセットで送信される上りリンク信号に対して適用され
、第２の上りリンク電力制御に関するパラメータの設定は、第２のサブフレームセットで
送信される上りリンク信号に対して適用されてもよい。また、端末装置２に対して複数の
下りリンク電力制御に関するパラメータの設定（例えば、第１の下りリンク電力制御に関
するパラメータの設定および第２の下りリンク電力制御に関するパラメータの設定）がセ
ットされる場合、第１の下りリンク電力制御に関するパラメータの設定は、第１のサブフ
レームセットで送信される下りリンク信号に対して適用され、第２の下りリンク電力制御
に関するパラメータの設定は、第２のサブフレームセットで送信される下りリンク信号に
対して適用されてもよい。
【０２９３】
　これら電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、少なくと
も一つは、システムインフォメーションで端末装置２に送信されてもよい。これら電力制
御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、少なくとも一つは、上位
層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、Dedicated signaling）で端末装置２に送信され
てもよい。これら電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、
少なくとも一つは、物理チャネル（ＤＣＩフォーマット）で端末装置２に送信されてもよ
い。これら電力制御に関するパラメータの設定にセットされるパラメータのうち、少なく
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とも一つは、端末装置２にそのパラメータのデフォルトが設定されてもよい。
【０２９４】
　第１の設定および第２の設定がそれぞれ、同じサブフレーム（１つのサブフレーム）に
対して上りリンクサブフレームと下りリンクサブフレーム、または、下りリンクサブフレ
ームとスペシャルサブフレーム、または、上りリンクサブフレームとスペシャルサブフレ
ームのように、異なる種類のサブフレームが設定される場合、そのようなサブフレームを
フレキシブルサブフレームと呼称する場合もある。つまり、フレキシブルサブフレームは
、状況に応じて、異なる種類のサブフレームとして処理可能なサブフレームのことである
。それに対し、固定サブフレームは、第１の設定および第２の設定で同じ種類のサブフレ
ームが設定されるサブフレームのことである。例えば、サブフレームｉで第１の設定およ
び第２の設定ともに上りリンクサブフレームを示す場合、サブフレームｉは固定サブフレ
ームである。サブフレームｉで第１の設定および第２の設定が異なる種類のサブフレーム
を示す場合には、サブフレームｉはフレキシブルサブフレームである。複数の固定サブフ
レームと複数のフレキシブルサブフレームは、それぞれサブフレームセットとして設定さ
れてもよい。
【０２９５】
　サブフレームセット毎にＴＰＣコマンドによる送信電力制御（アキュムレーション送信
電力制御、アブソリュート送信電力制御）を行なってもよい。その際、各サブフレームセ
ットにおけるアキュムレーション送信電力制御は、各サブフレームセットに対応する上り
リンク電力制御に関するパラメータの設定に含まれる端末装置２毎に設定される物理チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）の電力（p0-UE-PUSCH, p0-UE-PUCCH）が再設定（変更）
される場合、アキュムレーションによる累算値（累積値、積算値、加算値）もリセット（
初期化）されてもよい。また、各サブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレーム
に対応する下りリンクサブフレームでランダムアクセスレスポンスメッセージを受信する
場合、各サブフレームセットに対応するアキュムレーションの累算値をリセット（初期化
）してもよい。端末装置２は、サブフレームセット毎にアキュムレーションによる累算値
を独立にリセットしてもよい。
【０２９６】
　ＴＰＣコマンドは上りリンクに関するグラント（上りリンクグラント）または下りリン
クに関するグラント（下りリンクグラント）にセットされて、端末装置２へ送信される。
上りリンクに関するグラント（上りリンクグラント）には、セミパーシステントグラント
（Semi-persistent grant, semi-persistent scheduling grant）、ダイナミックスケジ
ュールドグラント（Dynamic scheduled grant）、ランダムアクセスレスポンスグラント
（Random Access Response grant）がある。
【０２９７】
　セミパーシステントグラントは、周期的（定期的、準静的）なデータの送信を指示する
ために用いられる。ここで、セミパーシステントグラントとは、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩに
よってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマットが含ま
れる。ダイナミックスケジュールドグラントは、ユーザデータの送信およびリソース割り
当てを指示するために用いられる。ここで、ダイナミックスケジュールドグラントとは、
Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォ
ーマットが含まれる。
【０２９８】
　ランダムアクセスレスポンスグラントは、基地局装置１から送信されたランダムアクセ
スレスポンスに対してユーザ情報（端末装置２の情報）を含むデータの送信およびそのリ
ソース割り当てを指示するために用いる。上述したように、ランダムアクセルレスポンス
グラントには、コンテンションベースのランダムアクセスプロシージャにおけるランダム
アクセスレスポンスグラントが含まれる。これらのデータの送信はＰＵＳＣＨを用いて行
なわれる。つまり、これらのグラントは、ＰＵＳＣＨのリソース割り当ておよびＰＵＳＣ
Ｈの送信指示、ＰＵＳＣＨのスケジューリングを含んでいる。
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【０２９９】
　ここで、セミパーシステントグラントによるＰＵＳＣＨの送信の指示には、セミパーシ
ステントグラントによってＰＵＳＣＨのリソース割り当てが指示されること、またはＰＵ
ＳＣＨがスケジュールされることが含まれる。ダイナミックスケジュールドグラントによ
るＰＵＳＣＨの送信の指示には、ダイナミックスケジュールドグラントによってＰＵＳＣ
Ｈのリソース割り当てが指示されること、またはＰＵＳＣＨがスケジュールされることが
含まれる。ランダムアクセスレスポンスグラントによるＰＵＳＣＨの送信の指示には、ラ
ンダムアクセスレスポンスグラントによってＰＵＳＣＨのリソース割り当てが指示される
ことまたはＰＵＳＣＨがスケジュールされることが含まれる。つまり、各グラントにおけ
るＰＵＳＣＨの送信の指示とは、各グラントに対応するＰＵＳＣＨのリソース割り当てが
指示されること、またはＰＵＳＣＨがスケジュールされることを含む。
【０３００】
　例えば、端末装置２は、受信した情報に基づいて第１の設定または第２の設定の何れか
一方のみがセットされる場合、ダイナミックスケジュールドグラントによってＰＵＳＣＨ
がスケジュールされると、第１の電力制御（第１の電力制御方法）に基づいて前記ＰＵＳ
ＣＨの送信電力はセットされ、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、
ダイナミックスケジュールドグラントによってＰＵＳＣＨがスケジュールされると、第２
の電力制御（第２の電力制御方法）に基づいてＰＵＳＣＨの送信電力はセットされる。こ
の際、同じグラントによってＳＲＳの送信が要求される（ポジティブＳＲＳリクエストを
検出する）場合、ＰＵＳＣＨに適用される電力制御に基づいてＳＲＳの送信電力はセット
される。また、セミパーシステントグラントによってＰＵＳＣＨがスケジュールされる場
合もそのＰＵＳＣＨの送信電力は同様の処理を行なってセットされてもよい。これらの電
力制御に関するパラメータの設定は、サブフレームセット毎に設定されてもよい。これら
の電力制御に関するパラメータの設定は、サービングセル毎に設定されてもよい。一部の
パラメータは、サブフレームセット間またはサービングセル間で共有されてもよい。端末
装置２は、サブフレームセットの設定に、電力制御ＩＤが含まれている場合、そのサブフ
レームセットで送受信するサブフレームは、その電力制御ＩＤと対応付けられた電力制御
に関するパラメータの設定に基づいて送信電力および／または受信電力をセットする。端
末装置２は、サブフレームセットと電力制御ＩＤが対応付けられている場合には、その電
力制御に関するパラメータの設定に基づいて電力をセットする。
【０３０１】
　また、ランダムアクセスレスポンスグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨの
送信電力は、受信した情報に基づいて第１の設定または第２の設定の何れか一方がセット
される場合、第３の電力制御（第３の電力制御方法）に基づいて設定され、受信した情報
に基づいて第１の設定および第２の設定の両方が設定される場合であっても、第３の電力
制御に基づいて設定される。つまり、この場合、端末装置２はセットした設定に因らず、
共通の電力制御を行なう。
【０３０２】
　なお、第１の電力制御に関するパラメータの設定、第２の電力制御に関するパラメータ
の設定、第３の電力制御に関するパラメータの設定およびそのパラメータの設定に含まれ
る種々のパラメータは、それぞれ独立にセットされてもよい。また、第３の電力制御に関
するパラメータの設定は、ランダムアクセスチャネルの設定に含まれてもよい。　
【０３０３】
　ランダムアクセスレスポンスグラントに対応する上りリンク信号の送信電力制御に関す
る情報には、独立なパラメータ（preambleInitialReceivedTargetPower（ＰＯ＿ＰＲＥ）
、ΔＰＲＥＡＭＢＬＥ＿Ｍｓｇ３）が設定されてもよい。また、ランダムアクセスレスポ
ンスグラントに対応する上りリンク送信電力には、専用のＴＰＣコマンド（δｍｓｇ２）
が適用されてもよい。また、これらのパラメータはサブフレームセット毎に設定されても
よい。
【０３０４】
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　ランダムアクセスレスポンスグラントに対応する上りリンク信号の電力制御に関する情
報が独立に複数セットされる場合、他のグラントに対応する上りリンク信号の電力制御と
同様に処理してもよい。
【０３０５】
　すなわち、受信したグラントの種類に応じて、１つの電力制御を処理するのか２つの電
力制御を処理するのかを切り替えられる。
【０３０６】
　なお、本発明の実施形態において、第１の設定と第２の設定の両方がセットされている
か否かによって、２つの電力制御方法を切り替えられるグラントと第１の設定と第２の設
定の両方がセットされているか否かに因らず同一の電力制御方法が適用されるグラントが
ある。干渉を考慮して適切な電力制御を行なうグラントと干渉を考慮せずに電力制御を行
なうグラントを分けることができる。
【０３０７】
　第１の設定または第２の設定の何れか一方がセットされた端末装置２、または、１つの
サービングセルに対して、複数のサブフレームセットが設定される端末装置２は、ダイナ
ミックスケジュールドグラントまたはセミパーシステントグラントによって上りリンク信
号がスケジュールされると、第１の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電力を
セットし、第１の設定および第２の設定の両方がセットされた端末装置２は、ダイナミッ
クスケジュールドグラントまたはセミパーシステントグラントによって上りリンク信号が
スケジュールされると、第２の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電力をセッ
トする。また、端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスグラントによって上りリンク
信号がスケジュールされると、セットされた設定に因らず、常に第３の電力制御方法に基
づいて上りリンク信号の送信電力をセットする。
【０３０８】
　なお、本発明の実施形態において、第１の設定および第２の設定がセットされる場合、
または、１つのサービングセルにおいて、複数のサブフレームセットが設定される場合、
端末装置２は、ランダムアクセスレスポンスメッセージを受信すると、第１の上りリンク
電力制御および／または第２の上りリンク電力制御に含まれるＴＰＣコマンドによるアキ
ュムレーションの累算値をリセット（初期化）してもよい。また、端末装置２に対して、
第１の上りリンク電力制御に関する情報および第２の上りリンク電力制御に関する情報に
それぞれ端末装置固有の電力パラメータ（ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＣ

ＣＨ）が設定されている場合、それらの電力パラメータが上位層によって再設定（値が変
更）されると、それぞれの上りリンク電力制御に含まれるＴＰＣコマンドによる電力補正
値のアキュムレーションの累算値はリセット（初期化）されてもよい。ＴＰＣコマンドの
アキュムレーションによって得られた累算値を電力調整値と呼称してもよい。
【０３０９】
　ここで、ランダムアクセスレスポンスグラントによってスケジュールされる上りリンク
信号の送信電力制御が第１のサブフレームセットおよび第２のサブフレームセット、すな
わち、複数のサブフレームセットで共通である場合、端末装置２は、ランダムアクセスレ
スポンスメッセージを受信すると、アキュムレーションによる累算値をリセットする。つ
まり、第１の上りリンク電力制御および第２の上りリンク電力制御で独立にアキュムレー
ションによる電力制御が行なわれていたとしても、アキュムレーションによる累算値はリ
セットされてもよい。
【０３１０】
　また、第１の電力制御に関する情報および第２の電力制御に関する情報で端末固有の電
力パラメータ（ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＣＣＨ）が共通である場合、
端末固有の電力パラメータが再設定（値が変更）されると、アキュムレーションによる累
算値をリセットする。つまり、第１の電力制御および第２の電力制御で独立にアキュムレ
ーションによる電力制御が行なわれていたとしても、アキュムレーションによる累算値は
リセットされてもよい。
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【０３１１】
　端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、セミパーシス
テントグラントによってＰＵＳＣＨがスケジュールされると、ＰＵＳＣＨの送信サブフレ
ームが固定サブフレーム（第１のサブフレーム）であれば、すなわち、固定サブフレーム
に対してＰＵＳＣＨがスケジュールされていれば、第１の電力制御に関する情報に設定さ
れているパラメータ（例えば、ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳ

ＣＨ）に基づいてセミパーシステントグラントに対応するＰＵＳＣＨの送信電力をセット
し、ＰＵＳＣＨの送信サブフレームがフレキシブルサブフレーム（第２のサブフレーム）
であれば、すなわち、フレキシブルサブフレームに対してＰＵＳＣＨがスケジュールされ
ていれば、第２の電力制御に関する情報にセットされているパラメータ（例えば、ＰＯ＿

ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ）に基づいてセミパーシステント
グラントに対応するＰＵＳＣＨの送信電力をセットする。
【０３１２】
　端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、または、１つ
のサービングセルに対して複数のサブフレームセットが設定される場合、ダイナミックス
ケジュールドグラントによってＰＵＳＣＨがスケジュールされると、ＰＵＳＣＨの送信サ
ブフレームが固定サブフレーム（第１のサブフレーム）であれば、すなわち、固定サブフ
レームに対してＰＵＳＣＨがスケジュールされていれば、第１の電力制御に関するパラメ
ータの設定にセットされているパラメータ（例えば、ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ

、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ）に基づいてダイナミックスケジュールドグラントに対応する
ＰＵＳＣＨの送信電力をセットし、ＰＵＳＣＨの送信サブフレームがフレキシブルサブフ
レーム（第２のサブフレーム）であれば、すなわち、フレキシブルサブフレームに対して
ＰＵＳＣＨがスケジュールされていれば、第２の電力制御に関するパラメータの設定にセ
ットされているパラメータ（例えば、ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ、ＰＯ＿ＵＥ＿

ＰＵＳＣＨ）に基づいてダイナミックスケジュールドグラントに対応するＰＵＳＣＨの送
信電力をセットする。
【０３１３】
　端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、ランダムアク
セスレスポンスグラントによってＰＵＳＣＨがスケジュールされると、ＰＵＳＣＨの送信
サブフレームが固定サブフレームまたはフレキシブルサブフレームに因らず、同一の電力
制御に関するパラメータの設定にセットされているパラメータに基づいてランダムアクセ
スレスポンスグラントに対応しているＰＵＳＣＨの送信電力をセットする。
【０３１４】
　端末装置２に対して、第１の設定および第２の設定がセットされる場合、共有探索領域
（CSS: Common Search Space）で検出した下りリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットで
上りリンク信号がスケジュールされる場合と、端末装置固有探索領域（USS: UE specific
 Search Space）で検出した下りリンク制御情報フォーマットで上りリンク信号がスケジ
ュールされる場合とで、独立な電力制御方法が適用されてもよい。つまり、端末装置２は
、第１の設定および第２の設定の両方がセットされている場合、ＣＳＳで検出したＤＣＩ
フォーマットで上りリンク信号がスケジュールされると、第１の電力制御方法に基づいて
上りリンク信号の送信電力を設定し、ＵＳＳで検出したＤＣＩフォーマットで上りリンク
信号がスケジュールされると、第２の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電力
を設定する。また、ＵＳＳで検出したＤＣＩフォーマットで上りリンク信号がスケジュー
ルされると、第１の電力制御方法または第２の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の
送信電力を設定してもよい。
【０３１５】
　また、ＵＳＳで検出されたＤＣＩフォーマットが第１のサブフレームセットに含まれる
上りリンクサブフレームに対して上りリンク信号をスケジュールする場合と第２のサブフ
レームセットに含まれる上りリンクサブフレームに対して上りリンク信号をスケジュール
する場合でＤＣＩフォーマットにセットされるＴＰＣコマンドによる送信電力制御（アキ
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ュムレーション送信電力制御、アブソリュート送信電力制御）は独立に行なわれてもよい
。
【０３１６】
　また、ＣＳＳで検出されたＤＣＩフォーマットが上りリンク信号をスケジュールしてい
る場合には、第１のサブフレームセットおよび第２のサブフレームセットに因らず、共通
の送信電力制御が行なわれてもよい。
【０３１７】
　なお、本発明の実施形態において、端末装置２は、第１の設定または第２の設定の何れ
か一方がセットされる場合、第１のＤＣＩフォーマットによって上りリンク信号の送信が
指示されると、第１の電力制御方法（または第２の電力制御方法）に基づいて上りリンク
信号の送信電力をセットし、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、第
１のサブフレームセットおよび第２のサブフレームセットを設定することができ、第１の
サブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームに対して第１のＤＣＩフォーマッ
トによって上りリンク信号の送信が指示されると、第１の電力制御方法に基づいて上りリ
ンク信号の送信電力をセットし、第２のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフ
レームに対して第１のＤＣＩフォーマットによって上りリンク信号の送信が指示されると
、第２の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電力をセットしてもよい。
【０３１８】
　例えば、同一の上りリンクデータ（トランスポートブロック）に対するＰＵＳＣＨの再
送信においては、ＰＵＳＣＨの再送信を指示するＤＣＩフォーマットに付加されているＣ
ＲＣは、Ｃ－ＲＮＴＩを用いてスクランブルされている場合とＴｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩを用いてスクランブルされている場合がある。ＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩを用いてス
クランブルされている場合、第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレー
ムにおいては、ＰＵＳＣＨの送信電力は、第１の電力制御方法に基づいてセットされ、第
２のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームにおいては、ＰＵＳＣＨの送
信電力は、第２の電力制御方法に基づいてセットされてもよい。ＣＲＣがＴｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを用いてスクランブルされている場合、第１のサブフレームセットに
含まれる上りリンクサブフレームおよび第２のサブフレームセットに含まれる上りリンク
サブフレームにおいては、ＰＵＳＣＨの送信電力は、同じ電力制御方法（例えば、第３の
電力制御方法）に基づいてセットされてもよい。
【０３１９】
　また、端末装置２は、再送信が指示されたＤＣＩフォーマットを検出する場合、サブフ
レームセットに因らず、同一の上りリンク電力制御方法に基づいて再送信する上りリンク
信号の送信電力をセットしてもよい。
【０３２０】
　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣが付加されたＤＣＩフォーマットを含むＰＤ
ＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）によって上りリンク信号（例えば、ＰＵＳＣＨ）の送信が指示さ
れる（上りリンク信号のリソースが割り当てられる）場合、上りリンク信号の送信が第１
のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームであるとすると、上りリンク信
号の送信電力は第１の電力制御方法に基づいてセットされ、上りリンク信号の送信が第２
のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームであるとすると、上りリンク信
号の送信電力は第２の電力制御方法に基づいてセットされる。この際、他の上りリンク信
号（例えば、ＳＲＳ）の送信が指示される場合、他の上りリンク信号の送信電力は、上り
リンク信号の送信電力と同じ電力制御方法に基づいてセットされる。また、Ｔｅｍｐｏｒ
ａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣが付加されたＤＣＩフォーマットを含
むＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）によって上りリンク信号（例えば、ＰＵＳＣＨ）の送信が
指示される場合、上りリンク信号の送信が第１のサブフレームセットに含まれる上りリン
クサブフレームであるとすると、上りリンク信号の送信電力は第３の電力制御方法に基づ
いてセットされ、上りリンク信号の送信が第２のサブフレームセットに含まれる上りリン
クサブフレームであるとすると、上りリンク信号の送信電力は第３の電力制御方法に基づ
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いてセットされる。
【０３２１】
　端末装置２は、複数の条件を満たすことにより、複数のサブフレームセットに対応する
上りリンク信号の電力制御を共通の電力制御方法に基づいて行なう場合と独立な電力制御
方法に基づいて行なう場合とを切り替えることができる。
【０３２２】
　端末装置２は、特定の識別子に対しては、第１の設定および／または第２の設定がセッ
トされるかによって、または、１つのサービングセルに対して、複数のサブフレームセッ
トが設定されるかによって、電力制御方法を切り替えることができ、また別の識別子に対
しては、第１の設定および／または第２の設定がセットされるか、または、複数のサブフ
レームセットが設定されるかに因らず、所定の電力制御方法に基づいて送信電力をセット
する。
【０３２３】
　端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされている場合、Ｃ－ＲＮ
ＴＩを伴う上りリンク信号の送信を行なうとすると、第１のサブフレームセットに含まれ
る上りリンクサブフレームでは、第１の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電
力をセットし、第２のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームでは、第２
の電力制御方法に基づいて上りリンク信号の送信電力をセットしてもよい。Ｔｅｍｐｏｒ
ａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩを伴う上りリンク信号の送信を行なうとすると、第１のサブフレー
ムセットまたは第２のサブフレームセットに因らず、共通の電力制御方法に基づいて上り
リンク信号の送信電力をセットしてもよい。
【０３２４】
　なお、本発明の実施形態において、受信処理は、検出処理（Detection）を含んでもよ
い。また、受信処理は、復調処理（Demodulation）を含んでもよい。また、受信処理は、
復号処理（Decode, Decoding）を含んでもよい。
【０３２５】
　なお、本発明の実施形態において、サブフレームセットは、例えば、１０サブフレーム
で構成される無線フレームにおいて、特定のサブフレームのグループのことを指してもよ
い。一例として、第１のサブフレームセットは、＃０、＃１、＃２、＃５、＃６、＃７の
サブフレームで構成され、第２のサブフレームセットは、＃３、＃４、＃８、＃９のサブ
フレームで構成されてもよい。これらのサブフレームセットは、特定の情報に基づいて構
成されてもよい。また、これらのサブフレームセットは、端末装置２に予め設定されても
よい。また、これらのサブフレームセットは、基地局装置１から端末装置２へ個別にダイ
ナミックまたはセミスタティックに通知されてもよい。これらのサブフレームセットは、
ＤＣＩフォーマットまたは上位層シグナリングで通知されてもよい。
【０３２６】
　本発明の実施形態において、基地局装置１は、サブフレームセットを設定するためのサ
ブフレーム設定に関する情報を端末装置２へ送信する。また、基地局装置１は、電力制御
に関するパラメータの設定情報を端末装置２へ送信する。端末装置２は、サブフレーム設
定に基づいて複数のサブフレームセットを設定する。また、端末装置２は、電力制御に関
するパラメータの設定に基づいて、複数のサブフレームセットにそれぞれ対応する電力制
御を行なう。
【０３２７】
　本発明の実施形態において、端末装置２は、第１の設定および第２の設定に基づいて、
第１のサブフレームセットと第２のサブフレームセットを設定してもよい。ここで、第１
のサブフレームセットとは、第１の設定および第２の設定において、同じサブフレームで
同じ種類のサブフレーム（上りリンクサブフレームと上りリンクサブフレーム、下りリン
クサブフレームと下りリンクサブフレーム、スペシャルサブフレームとスペシャルサブフ
レーム）が設定されるサブフレームのセットのことであり、第２のサブフレームセットと
は、第１の設定および第２の設定において、同じサブフレームで異なる種類のサブフレー
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ム（下りリンクサブフレームと上りリンクサブフレーム、下りリンクサブフレームとスペ
シャルサブフレーム、上りリンクサブフレームとスペシャルサブフレーム）が設定される
サブフレームのセットのことである。例えば、第１の設定と第２の設定は、ＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ設定に基づいて設定されてもよい。
【０３２８】
　本発明の実施形態において、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、
端末装置２は、第１の設定に基づいて上りリンク信号を送信するサブフレーム（上りリン
クサブフレーム）をセットし、第２の設定に基づいて下りリンク信号を受信するサブフレ
ーム（下りリンクサブフレーム）をセットしてもよい。ここで、第１の設定によって上り
リンクサブフレームと設定したサブフレームが第２の設定によって下りリンクサブフレー
ムと設定したサブフレームと同じである場合、つまり、同一サブフレームで上りリンクサ
ブフレームと下りリンクサブフレームの両方が設定されている場合、そのサブフレームを
フレキシブルサブフレームと呼称する場合もある。フレキシブルサブフレームで上りリン
ク信号を送信する場合、その送信電力制御は、他の上りリンクサブフレームとは独立に行
なわれてもよい。
【０３２９】
　本発明の実施形態において、複数のコンポーネントキャリア（複数のサービングセル、
複数のセル）を用いて通信を行なうキャリアアグリゲーション（セルアグリゲーション）
を行なう場合、セル毎に複数のサブフレームセットが設定されてもよい。つまり、セル毎
に設定されたサブフレームセットのサブフレームパターンはセル間で共有されなくてもよ
い。１つのサブフレームセットに関しては、セル間で共有されてもよい。
【０３３０】
　本発明の実施形態において、サブフレームセットの設定は、１セットだけであってもよ
い。サブフレームセットの設定に含まれるサブフレームのセット（グループ）を第１のサ
ブフレームセットとし、サブフレームセットの設定に含まれなかったサブフレームのセッ
ト（グループ）を第２のサブフレームセットとしてもよい。サブフレームセットの設定は
、上位層シグナリングで基地局装置１から端末装置２へ通知されてもよい。サブフレーム
セットの設定にセットされているパラメータは上位層シグナリング（Ｌ３シグナリング、
ＲＲＣシグナリング）で通知され、その設定を実際に適用するか否かはＤＣＩフォーマッ
ト（Ｌ１シグナリング）で通知されてもよい。
【０３３１】
　なお、第１の設定および第２の設定に基づいて、第１のサブフレームセットおよび第２
のサブフレームセットが設定される場合、上記の設定方法の他に、第１の設定と第２の設
定の何れか一方に、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に関する情報が含まれ、もう一方の情報には
、フレキシブルサブフレームを指示する情報または固定サブフレームを指示する情報が含
まれて設定される方法がある。なお、固定サブフレームを指示する情報とは、第１の設定
において、フレキシブルサブフレームとして処理しないサブフレームを指示する情報であ
る。また、特定の種類のサブフレームを指示する情報であってもよい。
【０３３２】
　なお、第１の設定と第２の設定と、が同じ（または同じ設定を示す）場合、複数のサブ
フレームセットは構成されなくてもよい。
【０３３３】
　端末装置２は、物理チャネルの種類に応じて送信する物理チャネル／物理信号の優先度
が設定または事前に定義されてもよい。
【０３３４】
　なお、本発明の実施形態では、端末装置２は、第２の下りリンク参照信号に基づく受信
電力の測定結果を基地局装置１へ報告してもよい。端末装置２は、その報告を周期的に行
なってもよい。また、端末装置２は、その報告をある条件を満たした場合に行なってもよ
い。
【０３３５】
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　なお、本発明の実施形態では、端末装置２は、第２の下りリンク参照信号に基づく受信
電力を測定する場合、その受信電力に基づいて上りリンク信号の送信電力制御を行なって
もよい。また、端末装置２は、下りリンクパスロスをその受信電力に基づいて決定しても
よい。
【０３３６】
　なお、本発明の実施形態では、端末装置２は、第１の上りリンク参照信号および／また
は第２の上りリンク参照信号の送信電力を含む種々の上りリンク信号の送信電力の合計が
端末装置２に設定される最大出力電力（PCMAX: UE total configured maximum output po
wer）を超える場合、第１の上りリンク参照信号および／または第２の上りリンク参照信
号を送信しなくてもよい。
【０３３７】
　なお、本発明の実施形態は、それぞれ組み合わせて実現されてもよい。例えば、第１の
実施形態と第２の実施形態を組み合わせてもよい。また、第２の実施形態と第３の実施形
態を組み合わせてもよい。また、基本形態と変形例を組み合わせてもよい。
【０３３８】
　なお、本発明の実施形態では、実際に上りリンク信号を送信するサブフレームおよび／
または下りリンク信号を受信するサブフレームを第１の設定および第２の設定とは独立に
セットされるパラメータ（例えば、第３の設定）に基づいてセットされてもよい。
【０３３９】
　なお、本発明の実施形態では、第１の設定および／または第２の設定は、システムイン
フォメーションブロックタイプ１（ＳＩＢ１）またはＲＲＣメッセージで通知されてもよ
い。また、第１の設定と第２の設定は、同じＳＩＢ１または同じＲＲＣメッセージで通知
されてもよい。
【０３４０】
　なお、本発明の実施形態では、第１の設定は、ＳＩＢ１で通知され、第２の設定は、Ｌ
１シグナリングで通知されてもよい。
【０３４１】
　なお、本発明の実施形態では、第１の設定および第２の設定は、同じＲＲＣメッセージ
または同じシステムインフォメーションまたは同じ情報要素に設定されてもよい。また、
第１の設定および第２の設定は、異なるＲＲＣメッセージまたは異なるシステムインフォ
メーションまたは異なる情報要素に設定されてもよい。また、第１の設定と第２の設定は
、異なるパラメータとして独立に設定されてもよい。また、第１の設定および／または第
２の設定は、セミスタティックに通知されてもよい。また、第１の設定および／または第
２の設定は、ダイナミックに通知されてもよい。
【０３４２】
　ここで、本発明の実施形態において、第１の設定がシステムインフォメーションブロッ
クタイプ１（ＳＩＢ１）またはＲＲＣメッセージで通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で
ある場合、第２の設定は、以下のような設定であってもよい。例えば、第２の設定は、追
加ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）であってもよい。また、第
２の設定は、フレキシブルサブフレームを指示する情報（flexible subframe pattern）
であってもよい。また、第２の設定は、固定サブフレームを指示する情報（fixed subfra
me pattern）であってもよい。また、第２の設定は、前述した第１のサブフレームセット
に対応する（または第１のサブフレームセットに含まれる）サブフレームを指示する情報
であってもよい。また、第２の設定は、前述した第２のサブフレームセットに対応する（
または第２のサブフレームセットに含まれる）サブフレームを指示する情報であってもよ
い。また、第２の設定は、フレキシブルサブフレームに対するＴＰＣコマンドを伴うＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマット）が割り当て可能なサブフレームを指示する
情報であってもよい。また、第２の設定は、ＣＲＳが受信可能なサブフレームを指示する
情報であってもよい。また、第２の設定は、ＣＳＩ－ＲＳが受信可能なサブフレームを指
示する情報であってもよい。また、第２の設定は、チャネル状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、
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ＰＭＩ、ＲＩ）の報告が可能なサブフレームを指示する情報であってもよい。また、第２
の設定は、プライマリーセルでの測定（受信電力ＲＳＲＰ、受信品質ＲＳＲＱ、無線リン
クモニタリング）に対して時間領域での測定を制限するサブフレームを指示する情報であ
ってもよい。つまり、第２の設定は、測定を行なうサブフレームを指示する情報であって
もよい。また、第２の設定は、隣接セルでの測定に対して時間領域での測定を制限するサ
ブフレームを指示する情報であってもよい。また、第２の設定は、セカンダリーセルでの
測定に対して時間領域での測定を制限するサブフレームを指示する情報であってもよい。
また、第２の設定は、測定サブフレームパターンに基づいて設定されてもよい。また、第
２の設定は、下りリンク信号が受信可能なサブフレームを指示する情報であってもよい。
また、第２の設定は、追加可能な情報であってもよい。また、第２の設定は、第２のセル
（セカンダリーセル）で物理上りリンク制御チャネルの送信可否に関する情報であっても
よい。また、第２の設定は、ＨＡＲＱの送信が可能なサブフレームを指示する情報であっ
てもよい。また、第２の設定は、パワーヘッドルーム報告が可能なサブフレームの指示す
る情報であってもよい。また、第２の設定は、あるチャネル状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、
ＰＭＩ、ＲＩ）の報告に関連付けられたサブフレームを指示する情報であってもよい。ま
た、第２の設定は、第２の設定とは異なるあるチャネル状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、ＰＭ
Ｉ、ＲＩ）の報告に関連付けられたサブフレームを指示する情報とは別に設定された情報
であってもよい。つまり、第３の設定と第４の設定が、第２の設定とは別に設定され、そ
のいずれもが第２の設定と同様にサブフレームを指示する情報であってもよい。つまり、
第３の設定と第４の設定が、第２の設定とは別に設定され、そのいずれもがあるチャネル
状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）の報告に関連付けられたサブフレームを指示
する情報とは別に設定された情報であってもよい。またその報告は、関連付けられたサブ
フレームパターン（セット）に含まれるＣＳＩ-ＲＳおよび、またはゼロパワーＣＳＩ－
ＲＳおよび、またはＣＳＩ－ＩＭリソースに基づいて算出されたチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）であってもよい。同様の事が、前述の全ての第ｎの設定に適
用されても良い。また、第２の設定が複数設定され、そのいずれかに基づいて、第１の電
力制御方法と第２の電力制御方法が切り替えられても良い。すなわち、第２の設定は、追
加ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）であり、さらにあるチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）の報告に関連付けられたサブフレームを指
示する情報が設定されても良い。また、第２の設定は、複数の基地局装置または複数の種
類のセルの同時接続（dual connectivity）の可否を指示する情報であってもよい。なお
、第２の設定は、システムで一意に決定されてもよい。また、第２の設定は、共有情報ま
たはシステム情報として報知されてもよい。第２の設定は、ダイナミックに通知されても
よい。第２の設定は、ＤＣＩフォーマットにセットされるフィールドで示されてもよい。
第２の設定は、セミスタティックに通知されてもよい。また、第２の設定は、上位層シグ
ナリングで通知されてもよい。また、第２の設定は、端末装置固有の専用情報として端末
装置２毎に個別に通知されてもよい。第２の設定をセット（再設定）できるか否かを示す
情報は、端末装置２の機能情報（Capability, UE capability, UE-EUTRA-Capability）を
用いて端末装置２から基地局装置１へ通知されてもよい。ここで、サブフレームを指示す
る情報は、サブフレームのパターン（またはセット、組み合わせ）を指示する情報であっ
てもよい。サブフレームを指示する情報は、どのサブフレームが対応しているかを示す情
報であってもよい。
【０３４３】
　第１の設定または第２の設定の何れか一方がシステムインフォメーションブロックタイ
プ１（ＳＩＢ１）またはＲＲＣメッセージで通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定である場
合、もう一方が前述の設定（指示情報）であってもよい。
【０３４４】
　また、第１の設定および／または第２の設定は、ビットマップで設定されてもよい。さ
らにそのビットマップは、１０ビットもしくは２０ビットもしくは４０ビットもしくは８
０ビットで構成されていてもよい。



(56) JP 6792944 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

【０３４５】
　また、第１の設定および／または第２の設定は、テーブルに基づいて上りリンクサブフ
レーム、下りリンクサブフレーム、スペシャルサブフレームの構成をインデックス（また
はインデックスを表す情報ビット、ビット系列）で指定されてもよい。例えば、テーブル
とは、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（TDD UL/DL configurations, uplink-downlink configur
ation）であってもよい。ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定を表すテーブルは図３のように構成さ
れてもよい。
【０３４６】
　複数のサブフレームセットは、システムで一意に決定されてもよい。また、複数のサブ
フレームセットは、デフォルトが端末装置２に予め設定されてもよい。また、複数のサブ
フレームセットは、予め定義されてもよい。例えば、図３のようなＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設
定において、同じ種類のサブフレームが設定されているサブフレームと異なる種類のサブ
フレームが設定されているサブフレームで異なるセット（グループ）として取り扱われて
もよい。ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（Uplink-Downlink configuration）インデックス０か
ら６において、サブフレーム番号＃０、＃１、＃２、＃５で１つのサブフレームセットを
構成し、サブフレーム番号＃３、＃４、＃６、＃７、＃８、＃９で１つのサブフレームセ
ットを構成してもよい。また、スペシャルサブフレームと下りリンクサブフレームを同じ
種類のサブフレームとみなした場合、サブフレーム番号＃０、＃１、＃２、＃５、＃６で
１つのサブフレームセットを構成し、サブフレーム番号＃３、＃４、＃７、＃８、＃９で
１つのサブフレームセットを構成してもよい。複数のサブフレームセットが設定される場
合、複数のサブフレームセットの設定を指示する情報（multi-subframeset-Enabled）が
基地局装置１から端末装置２へ送信されてもよい。複数のサブフレームセットが設定され
る場合、フレキシブルサブフレームの設定を指示する情報が基地局装置１から端末装置２
へ送信されてもよい。その際、その情報は、上位層シグナリングで送信されてもよい。ま
た、その情報は、Ｌ１シグナリングで送信されてもよい。
【０３４７】
　なお、本発明の実施形態において、指示する情報は、指示するパラメータまたはインデ
ィケータと呼称されてもよい。
【０３４８】
　なお、本発明の実施形態では、第２の設定は、追加ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第２のＴ
ＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）であってもよい。また、第２の設定とは、ブランクサブフレーム
を指示する情報であってもよい。また、第２の設定は、フレキシブルサブフレームを指示
する情報（flexible subframe pattern）であってもよい。また、第２の設定は、固定サ
ブフレームを指示する情報（fixed subframe pattern）であってもよい。このとき、上り
リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、テーブルなどを用いて、
第１の設定と第２の設定から算出されても構わない。言い換えると、第１の設定と第２の
設定に加え、第３の設定としてテーブルなどを用いて、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を決定してもよい。
【０３４９】
　なお、本発明の実施形態では、基地局装置１または端末装置２は、第１の設定と第２の
設定のうち、一方を上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定として設定し、もう一方を下りリンク
参照ＵＬ－ＤＬ設定として設定してもよい。例えば、端末装置２は、第１の設定と第２の
設定の２つを受信してから上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設
定に設定してもよい。なお、上りリンクに関連するＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩ
フォーマット０／４）は、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定で設定されている下りリンクサ
ブフレームで送信されてもよい。
【０３５０】
　また、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は同じテーブル
を使用してそれぞれ設定されてもよい。ただし、同じテーブルに基づいて上りリンク参照
ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定のインデックスが設定される場合、上り
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リンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は異なるインデックスで設定
されることが好ましい。つまり、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ－
ＤＬ設定は、異なるサブフレームパターンが設定されることが好ましい。
【０３５１】
　本発明の実施形態では、第１の設定および第２の設定がともにＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定
である場合には、条件に応じて、何れか一方を上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に設定し、
もう一方を下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定に設定してもよい。なお、上りリンク参照ＵＬ
－ＤＬ設定は、少なくとも物理下りリンク制御チャネルが配置されるサブフレームと前記
物理下りリンク制御チャネルが対応する物理上りリンク共用チャネルが配置されるサブフ
レームとの対応を決定するために用いられ、実際の信号の送信方向（つまり、上りリンク
または下りリンク）とは異なっても構わない。下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、少なく
とも物理下りリンク共用チャネルが配置されるサブフレームと物理下りリンク共用チャネ
ルに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームとの対応を決定するために用い
られ、実際の信号の送信方向（つまり、上りリンクまたは下りリンク）とは異なっても構
わない。すなわち、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨ
ＩＣＨが配置されるサブフレームｎとＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応する
ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用
いられる。１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリー
セルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する上りリンク参
照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ
場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ
設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームとＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームとの対応を
決定するために用いられる。また、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＳＣＨが配置
されるサブフレームｎとＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレー
ムｎ＋ｋとの対応を特定（選択、決定）するために用いられる。１つのプライマリーセル
が設定されている場合、または、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセル
が設定され、プライマリーセルに対する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリ
ーセルに対する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ場合は、２つのサービングセルのそ
れぞれにおいて、対応する下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサ
ブフレームｎとＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋ
との対応を特定（選択、決定）するために用いられる。
【０３５２】
　また、端末装置２は、上りリンク送信参照用のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第１のＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ設定）と下りリンク送信参照用のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（第２のＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定）が設定され、さらに、電力制御に関する情報が設定されると、第１のＴ
ＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定と第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で示されているサブフレームパタ
ーンにおいて、同じサブフレームで同じ種類のサブフレームが設定されている場合には、
そのサブフレームの電力制御は第１の電力制御方法に基づいて行なわれ、第１のＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定と第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で異なる種類のサブフレームが設定され
ている場合には、そのサブフレームの電力制御は第２の電力制御方法に基づいて行なわれ
る。
【０３５３】
　第１のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定および／または第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、セミ
スタティックに通知されてもよい。また、第１のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定および／または
第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、ダイナミックに通知されてもよい。第１のＴＤＤ　Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定と第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定とで異なるインデックスがセットされてい
る場合、複数のサブフレームセットが設定されてもよい。つまり、２つのＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定で同じ種類のサブフレームのセットと異なる種類のサブフレームのセットが設定
されてもよい。それらのセットは独立にスケジュールされてもよい。
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【０３５４】
　端末装置２は、第２の設定として、第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（例えば、tdd-Conf
ig-v12, tdd-Config-r12, tdd-ConfigULreference-v12, tdd-ConfigDLreference-r12）が
パラメータとして設定／追加される場合、第１のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて上り
リンク信号を送信し、第２のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて下りリンク信号を受信し
てもよい。あるサブフレームにおいて、上りリンク信号の送信と下りリンク信号の受信が
生じる場合、送信方向設定情報（第３の設定に関する情報）に基づいて、どちらを優先す
るか決定してもよい。
【０３５５】
　なお、本発明の実施形態では、第１の設定および／または第２の設定は、ＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ設定（TDD UL/DL configuration, TDD configuration, tdd-Config, uplink-downl
ink configuration(s)）であってもよい。また、第１の設定および／または第２の設定に
は、ビットマップによって示されるサブフレームパターンであってもよい。また、第１の
設定と第２の設定のうち、何れか一方が上りリンクサブフレームを指示する情報であり、
もう一方が下りリンクサブフレームを指示する情報であってもよい。これらの指示情報は
、テーブルで定義されてもよいし、ビットマップで定義されてもよい。
【０３５６】
　なお、基地局装置１は、第１の設定および第２の設定がセット可能な端末装置２に対し
ては、第１の設定または第２の設定のうち、何れか一方で上りリンクサブフレームを指示
し、もう一方で下りリンクサブフレームを指示してもよい。また、端末装置２は、第１の
設定または第２の設定のうち何れか一方がセットされる場合、指示されたサブフレーム以
外のサブフレームを異なる種類のサブフレームと認識し、送受信処理を行なう。例えば、
第１の設定で上りリンクサブフレーム、第２の設定で下りリンクサブフレームが指示され
る場合、第１の設定のみがセットされる端末装置２は、第１の設定に基づいて指示される
上りリンクサブフレーム以外のサブフレームを下りリンクサブフレームまたはスペシャル
サブフレームと認識し、受信処理／送信処理を行なう。また、第２の設定のみがセットさ
れる端末装置２は、第２の設定に基づいて指示される下りリンクサブフレーム以外のサブ
フレームを上りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームと認識し、送信処理／
受信処理を行なう。なお、第１の設定および第２の設定で、同一サブフレームに対して上
りリンクサブフレームおよび下りリンクサブフレームが設定されてもよい。
【０３５７】
　例えば、端末装置２は、第１の設定および第２の設定がセットされる場合には、第１の
設定に基づいて上りリンク信号の送信を行ない、第２の設定に基づいて下りリンク信号の
受信を行なってもよい。また、端末装置２は、第１の設定および第２の設定がセットされ
る場合には、第１の設定に基づいて下りリンク信号の受信を行ない、第２の設定に基づい
て上りリンク信号の送信を行なってもよい。どちらかの設定に基づいて上りリンク信号の
送信および下りリンク信号の受信を行なうかは第３の設定に基づいて決定されてもよい。
【０３５８】
　ここで、第１の設定がＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定だとすると、第２の設定は、フレキシブ
ルサブフレームを指示する情報（パラメータ）であってもよい。なお、第２の設定は、テ
ーブル管理されてもよい。また、第２の設定は、ビットマップによってフレキシブルサブ
フレームとして設定されるサブフレームを指示する情報であってもよい。
【０３５９】
　なお、本発明の実施形態では、フレキシブルサブフレームは、上りリンクサブフレーム
であり、下りリンクサブフレームであるサブフレームのことである。また、フレキシブル
サブフレームは、下りリンクサブフレームであり、スペシャルサブフレームであるサブフ
レームのことである。また、フレキシブルサブフレームは、上りリンクサブフレームであ
り、スペシャルサブフレームであるサブフレームのことである。つまり、フレキシブルサ
ブフレームは、第１のサブフレームであり、第２のサブフレームであるサブフレームのこ
とである。例えば、また、フレキシブルサブフレームとして設定されるサブフレームは、
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条件１の場合、第１のサブフレーム（例えば、上りリンクサブフレーム）として処理され
、条件２の場合、第２のサブフレーム（例えば、下りリンクサブフレーム）として処理さ
れる。
【０３６０】
　なお、フレキシブルサブフレームは、第１の設定および第２の設定に基づいて設定され
てもよい。例えば、あるサブフレームｉに対して第１の設定では上りリンクサブフレーム
、第２の設定では下りリンクサブフレームとして設定された場合、サブフレームｉはフレ
キシブルサブフレームとなる。フレキシブルサブフレームは、フレキシブルサブフレーム
のサブフレームパターンを指示する情報に基づいて設定されてもよい。
【０３６１】
　また、本発明の実施形態では、第１の設定および第２の設定は、２つのＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定ではなく、１つのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定とフレキシブルサブフレームパターン
（下りリンク候補サブフレームパターンまたは上りリンク候補サブフレームパターン、追
加サブフレーム）であってもよい。端末装置２は、フレキシブルサブフレームパターンで
示されるサブフレームインデックスにおいては、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で上りリンクサ
ブフレームと示されていてもそのサブフレームで上りリンク信号を送信することがなけれ
ば、下りリンク信号を受信することができるし、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で下りリンクサ
ブフレームと示されていても事前にそのサブフレームで上りリンク信号を送信することを
指示されていれば、上りリンク信号を送信することができる。特定のサブフレームに対し
て上りリンク／下りリンク候補のサブフレームとして指示されてもよい。
【０３６２】
　端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされると、ある条件に基づ
いて、何れか一方を上りリンクのためのサブフレームセットと認識し、もう一方を下りリ
ンクのためのサブフレームセットと認識してもよい。ここで、上りリンクのためのサブフ
レームセットとは、ＰＵＳＣＨおよびＰＨＩＣＨの送信のために設定されるサブフレーム
のセットであり、下りリンクサブフレームセットとは、ＰＤＳＣＨおよびＨＡＲＱの送信
のために設定されるサブフレームのセットである。ＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨのサブフレー
ムの関連を示す情報とＰＤＳＣＨとＨＡＲＱのサブフレームの関連を示す情報が端末装置
２に事前に設定されてもよい。つまり、第１の設定または第２の設定のうち、何れか一方
を上りリンクサブフレームのサブフレームパターンを指示する情報であり、もう一方を下
りリンクサブフレームのサブフレームパターンを指示する情報であってもよい。これらの
情報は、ビットマップで設定されてもよい。
【０３６３】
　なお、本発明の実施形態では、第１の設定および第２の設定が設定されることにより、
２つのサブフレームセットが構成される場合、ＴＰＣコマンドによる累積（アキュムレー
ション）送信電力制御および／または絶対（アブソリュート）送信電力制御は、サブフレ
ームセット毎に独立に行なわれてもよい。例えば、端末装置２は、第３の設定を受信する
と、サブフレームセット毎にＴＰＣコマンドによる送信電力制御を行なってもよい。ここ
で、アキュムレーション送信電力制御およびアブソリュート送信電力制御を閉ループ送信
電力制御と呼称する場合もある。ここで、累積送信電力制御とは、過去に受信したＴＰＣ
コマンドに設定された電力補正値を考慮した電力補正を行なうことであり、絶対送信電力
制御とは、上りリンク信号を送信するサブフレームの直前のサブフレームで受信したＴＰ
Ｃコマンドによる電力補正値のみを考慮した電力制御である。つまり、アブソリュート送
信電力制御は、最新のＴＰＣコマンドによる電力補正値のみを考慮した電力制御である。
ここで、ＴＰＣコマンドによるアブソリュート送信電力制御は、過去に受信したＴＰＣコ
マンドによる電力補正値を考慮せず、上りリンク信号の送信サブフレームの直前に受信し
たＴＰＣコマンドによる電力補正値のみを考慮して送信電力を制御する。つまり、端末装
置２は、検出したＴＰＣコマンドの中で最新のＴＰＣコマンドによる電力補正値のみを適
用する。ＴＰＣコマンドによるアブソリュート送信電力制御は、最新のＴＰＣコマンドに
よる電力補正値を考慮して送信電力を制御する。アキュムレーション送信電力制御は、過



(60) JP 6792944 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

去に受信したＴＰＣコマンドによる電力補正値を考慮して送信電力を制御する。送信サブ
フレームが含まれるサブフレームセット毎にアキュムレーション送信電力制御を行なう。
【０３６４】
　なお、本発明の実施形態において、電力制御には、電力制御方法、電力制御プロシージ
ャ、電力制御プロセスなどが含まれてもよい。つまり、第１の上りリンク電力制御には、
第１の上りリンク電力制御方法や第１の上りリンク電力制御プロシージャなどが含まれて
もよい。
【０３６５】
　なお、本発明の実施形態において、第１の設定および第２の設定がセットされることに
より、２つ以上のサブフレームセットが独立に構成される場合、それぞれのサブフレーム
セットに対して、端末装置２毎に設定されるサービングセルｃに対する最大送信電力（Ｐ

ＣＭＡＸ，ｃ）および／または最小送信電力が設定されてもよい。また、端末装置２が設
定する最大出力電力ＰＣＭＡＸ（UE total configured maximum output power）および最
小出力電力をサブフレームセット毎に設定してもよい。つまり、端末装置２は、独立した
最大送信電力および／または最小送信電力を複数セットしてもよい。
【０３６６】
　また、種々の上りリンク信号のリソース割り当てが同じ場合、基地局装置１は、各上り
リンク信号の信号系列の違いによって、種々の上りリンク信号を検出することができる。
つまり、基地局装置１は、受信した上りリンク信号の信号系列の違いによって、各上りリ
ンク信号を識別することができる。また、基地局装置１は、受信した上りリンク信号の信
号系列に違いによって、自局宛ての送信か否かを判定することができる。
【０３６７】
　さらに、端末装置２は、基地局装置１から第２の下りリンク参照信号による受信電力測
定が指示された場合、その測定結果に基づいて下りリンクパスロスを算出し、上りリンク
送信電力制御に用いてもよい。
【０３６８】
　ここで、受信電力測定は、参照信号受信電力（RSRP: Reference Signal Received Powe
r）測定や受信信号電力測定と呼称する場合もある。また、受信品質測定は、参照信号受
信品質（RSRQ: Reference Signal Received Quality）測定や受信信号品質測定と呼称す
る場合もある。
【０３６９】
　また、第２の下りリンク参照信号のリソース割り当て（Resource allocation, mapping
 to resource elements, mapping to physical resources）は、周波数シフトされてもよ
い。第２の下りリンク参照信号の周波数シフトは、物理セルＩＤに基づいて決定されても
よい。また、第２の下りリンク参照信号の周波数シフトは、仮想セルＩＤに基づいて決定
されてもよい。
【０３７０】
　一例として、基地局装置１から端末装置２に対して、第２の下りリンク参照信号の受信
電力測定を行なうか否かを指示する情報が通知される。端末装置２は、その指示情報が第
２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なうことができると指示している場合、第２
の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なう。この時、端末装置２は、パラレルに第１
の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なってもよい。端末装置２は、その指示情報が
第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なうことができないと指示している場合、
端末装置２は、第１の下りリンク参照信号のみの受信電力測定を行なう。さらに、この指
示情報には、第２の下りリンク参照信号の受信品質測定を行なうか否かを指示する情報が
含まれてもよい。また、第３の下りリンク参照信号は、この指示情報によらず、受信電力
測定を行なってもよい。
【０３７１】
　また、別の例として、基地局装置１から端末装置２に対して、第１の下りリンク参照信
号の受信電力測定を行なうか第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なうかを指示
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する情報が通知される。端末装置２は、その指示情報が第１の下りリンク参照信号の受信
電力測定を行うことを指示している場合、第１の下りリンク参照信号の受信電力測定を行
なう。端末装置２は、その指示情報が第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なう
ことを指示している場合、第２の下りリンク参照信号の受信電力測定を行なう。つまり、
この指示情報は、受信電力測定の切り替えを指示する情報である。また、この指示情報に
は、受信品質測定を行うか否かを指示する情報が含まれてもよい。この例では、この指示
情報は、２つの下りリンク参照信号の受信電力測定の切り替えを指示する情報であること
を述べたが、３つ以上の下りリンク参照信号の受信電力測定の切り替えを指示する情報で
あってもよい。また、第３の下りリンク参照信号は、この指示情報によらず、受信電力測
定を行なってもよい。また、第２の下りリンク参照信号の送信電力および／または第３の
下りリンク参照信号の送信電力は、第１の下りリンク参照信号の送信電力に基づいてセッ
トされてもよい。例えば、第１の下りリンク参照信号と第２の下りリンク参照信号（また
は第３の下りリンク参照信号）間の電力の比（電力オフセット）が設定されてもよい。
【０３７２】
　下りリンクの場合、第１のサブフレームセットに含まれる下りリンクサブフレームでは
、電力オフセットを考慮せずに、下りリンク信号の受信電力測定を行ない、第２のサブフ
レームセットに含まれる下りリンクサブフレームでは、電力オフセットを考慮した下りリ
ンク信号の受信電力測定を行なってもよい。この電力オフセットは、事前に基地局装置１
より設定されてもよい。また、この電力オフセットは、下りリンクに関するＤＣＩフォー
マットに設定されて指示されてもよい。
【０３７３】
　なお、本発明の実施形態において、第１の設定および第２の設定がセットされる場合で
あっても複数のサブフレームセットが構成されなければ、アキュムレーション／アブソリ
ュート送信電力制御は共通であってもよい。
【０３７４】
　なお、本発明の実施形態において、端末装置２において、フレキシブルサブフレームで
は、フレキシブルサブフレームとして設定されていない上りリンクサブフレーム／下りリ
ンクサブフレーム／スペシャルサブフレームとは異なる電力制御（上りリンク電力制御、
下りリンク電力制御）を行なってもよい。また、フレキシブルサブフレームと上りリンク
サブフレーム／下りリンクサブフレーム／スペシャルサブフレームで独立に閉ループ送信
電力制御（アキュムレーション送信電力制御）を行なってもよい。例えば、そのサブフレ
ームでは、他の上りリンクサブフレームまたは下りリンクサブフレームと異なるパラメー
タを用いて電力を制御してもよい。また、フレキシブルサブフレームと上りリンクサブフ
レーム／下りリンクサブフレームで、信号生成に用いられるパラメータが独立に設定され
てもよい。例えば、仮想セルＩＤやスクランブルＩＤなどが独立に設定されてもよい。こ
こで、信号を生成するとは、信号系列を生成する、を含む。また、信号を生成するとは、
信号を割り当てる無線リソースを決定する、を含む。
【０３７５】
　なお、本発明の実施形態において、第１のサブフレームセットは、端末装置２にとって
干渉源が少ない（つまり、干渉が小さい、弱い）サブフレームで構成されてもよい。第２
のサブフレームセットは、端末装置２にとって干渉源の多い（つまり、干渉が大きい、強
い）サブフレームで構成されてもよい。ここで、干渉源の少ないサブフレームとは、下り
リンクサブフレームと上りリンクサブフレームが同一サブフレームに設定されないサブフ
レームのことである。また、干渉源の多いサブフレームとは、下りリンクサブフレームと
上りリンクサブフレームが同一サブフレームに設定されるサブフレームのことである。干
渉源の多いサブフレームとは、端末装置２においては、下りリンク信号を受信する際に、
他の端末装置２から送信される上りリンク信号が干渉源になり得るサブフレームのことで
あり、基地局装置１において、上りリンク信号を受信する際に、他の基地局装置から送信
される下りリンク信号が干渉源になり得るサブフレームのことである。
【０３７６】
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　なお、本発明の実施形態において、第１の電力制御と第２の電力制御とで同じＲＳＲＰ
およびパスロス値を適用してもよい。受信電力測定制御は２つのサブフレームセットに含
まれる下りリンクサブフレームで共有してもよい。また、サブフレームセット毎に独立に
パスロス測定を行なってもよい。また、サブフレームセットに含まれる下りリンクサブフ
レーム毎にパスロス測定を行なってもよい。また、第１のサブフレームセットに対するパ
スロス測定用の参照信号（パスロス参照リソース）はＣＲＳで、第２のサブフレームセッ
トに対するパスロス測定用の参照信号はＣＳＩ－ＲＳであってもよい。つまり、サブフレ
ームセット毎にパスロス測定用の参照信号が設定されてもよい。また、独立に測定したパ
スロス値は、サブフレームセット毎に独立に制御される電力に適用されてもよい。また、
パスロス参照リソースは、パスロス測定用の参照信号の種類及び、パスロス測定用の参照
信号のリソース（時間周波数リソース、リソースエレメント、サブフレーム）の設定が示
されてもよい。
【０３７７】
　なお、本発明の実施形態において、フレキシブルサブフレームでＰＵＳＣＨとＰＵＣＣ
Ｈの送信が生じる場合、それらの送信電力の合計が端末装置２に設定される最大出力電力
を超える場合、ＰＵＳＣＨの送信電力の最大値は、最大出力電力からＰＵＣＣＨの送信電
力値を引いた値としてもよい。
【０３７８】
　なお、本発明の実施形態において、複数の電力制御方法間で共通で使用される電力パラ
メータがあってもよい。つまり、一部のパラメータについては、複数の電力制御方法間で
共通であってもよい。例えば、第１の電力制御に関するパラメータの設定にだけセットさ
れたパラメータは必要に応じて第２の電力制御方法や第３の電力制御方法で用いることが
できる。
【０３７９】
　また、本発明の実施形態において、端末装置２は、ＰＵＣＣＨフォーマット３のリソー
スが設定されたサブフレームにおいて、複数のＣＳＩ報告が生じる場合には、ＰＵＣＣＨ
フォーマット３で複数のＣＳＩ報告を行なってもよい。
【０３８０】
　また、本発明の実施形態において、あるサブフレームにおいて、複数のＣＳＩ報告が生
じる場合、端末装置２は、あるサブフレームにおいて、ＰＵＣＣＨフォーマット３のリソ
ースが設定されていなければ、複数のＣＳＩ報告をドロップしてもよい。
【０３８１】
　また、本発明の実施形態において、あるサブフレームにおいて、複数のＣＳＩ報告が生
じる場合、端末装置２は、あるサブフレームにおいて、ＰＵＣＣＨフォーマット３のリソ
ースが設定されてく、ＰＵＳＣＨの送信があれば、複数のＣＳＩ報告をＰＵＳＣＨで行な
ってもよい。
【０３８２】
　また、本発明の実施形態において、基地局装置１は、上りリンクインデックスを用いて
、上りリンクサブフレームと下りリンクサブフレームが衝突するサブフレームと衝突しな
いサブフレームで上りリンク信号を送信するように端末装置２を制御してもよい。
【０３８３】
　２つのサブフレームセットで、アキュムレーション送信電力制御を共有してもよい。ア
キュムレーションは、サブフレームセットに因らず、共通であってもよい。
【０３８４】
　なお、本発明の実施形態において、第１の電力制御方法に用いられるＰＵＳＣＨに対す
るＴＰＣコマンド（TPC command for (scheduled) PUSCH）は、ＤＣＩフォーマット０／
４またはＤＣＩフォーマット３／３Ａにセットされ、第２の電力制御方法に用いられるＰ
ＵＳＣＨに対するＴＰＣコマンドは、ＤＣＩフォーマット０／４にセットされる。また、
第１の電力制御方法に用いられるＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマンド（TPC command for 
PUCCH）は、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２Ｄ／
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３／３Ａにセットされ、第２の電力制御方法に用いられるＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマ
ンドは、例えば、ＤＣＩフォーマット１／１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／２／２Ａ／２Ｂ／２Ｃ／２
Ｄにセットされる。
【０３８５】
　また、検出したＴＰＣコマンドがどのサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフ
レームで送信する上りリンク信号に対応しているかによって、同じＴＰＣコマンドであっ
ても、第１の電力制御方法に対応するか第２の電力制御方法に対応するかが切り替えられ
てもよい。
【０３８６】
　また、ＤＣＩフォーマット０にセットされているＴＰＣコマンドが第１のサブフレーム
セットに含まれる上りリンクサブフレームに対応している場合と第２のサブフレームセッ
トに含まれる上りリンクサブフレームに対応している場合とで独立にアキュムレーション
制御されてもよい。例えば、端末装置２は、同一サブフレームでＤＣＩフォーマット０と
ＤＣＩフォーマット３を検出した場合、ＤＣＩフォーマット０が第１のサブフレームセッ
トに含まれる上りリンクサブフレームに対する上りリンク信号をスケジュールしていると
すると、ＤＣＩフォーマット０にセットされているＴＰＣコマンドに基づいて上りリンク
電力をセットし、ＤＣＩフォーマット０が第２のサブフレームセットに含まれる上りリン
クサブフレームに対する上りリンク信号をスケジュールしているとすると、ＤＣＩフォー
マット０にセットされているＴＰＣコマンドに基づいて上りリンク電力をセットする。さ
らに、第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームに対応する上りリン
ク信号の送信電力は、ＤＣＩフォーマット３にセットされているＴＰＣコマンドに基づい
てセットされる。つまり、第１の設定および第２の設定がセットされると、サブフレーム
セットとＤＣＩフォーマットは関連付けられてもよい。
【０３８７】
　２つのサブフレームセットで、ＲＳＲＰ測定結果を共有してもよい。ＲＳＲＰはサブフ
レームセットに因らず、共通であってもよい。
【０３８８】
　また、アキュムレーション送信電力制御をサブフレームセットで独立に行なってもよい
。固定サブフレームで受信したＴＰＣコマンドによるアキュムレーションとフレキシブル
サブフレームで受信したＴＰＣコマンドによるアキュムレーションは独立に制御される。
【０３８９】
　例えば、第１の設定および第２の設定がセットされる場合には、サブフレームセット毎
に独立にアキュムレーション送信電力制御（累積送信電力制御、閉ループ送信電力制御）
を行なってもよい。
【０３９０】
　アキュムレーション送信電力制御をサブフレームセット毎に行なう場合、それぞれのＴ
ＰＣコマンドフィールドを含むＤＣＩフォーマットを受信するタイミングは予め定義され
てもよい。
【０３９１】
　また、ＲＳＲＰ測定結果をサブフレームセットで独立であってもよい。固定サブフレー
ムの下りリンクサブフレームで受信したＣＲＳによるＲＳＲＰとフレキシブルサブフレー
ムで受信したＣＲＳによるＲＳＲＰの測定制御は独立に行なってもよい。
【０３９２】
　第１の設定および第２の設定に基づいて２つのサブフレームセットが設定される場合、
第２のサブフレームセットがフレキシブルサブフレームのサブフレームパターンであると
すると、第２の設定は、フレキシブルサブフレームに対するＴＰＣコマンドフィールドを
含むＤＣＩフォーマットを受信可能なサブフレームを指示する情報であってもよい。
【０３９３】
　第１のサブフレームセットに含まれる上りリンクサブフレームに対して適用可能なＴＰ
Ｃコマンドが送信されるサブフレームと第２のサブフレームセットに含まれる上りリンク
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サブフレームに対して適用可能なＴＰＣコマンドが送信されるサブフレームがそれぞれ設
定されてもよい。上りリンクサブフレームとその上りリンクサブフレームに対するＴＰＣ
コマンドを含むＤＣＩフォーマットが送信される下りリンクサブフレームの対応付け（紐
付け、関連付け）がテーブル管理されてもよい。
【０３９４】
　なお、本発明の実施形態において、第１の設定および／または第２の設定は、上りリン
クと下りリンクの切り替え周期と各サブフレームの構成を指示する情報であってもよい。
【０３９５】
　なお、本発明の実施形態において、上りリンク信号および／または下りリンク信号は、
フレキシブルサブフレームとそれ以外のサブフレームで異なる送信電力制御を行なっても
よい。
【０３９６】
　なお、本発明の実施形態では、端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセ
ットされる場合、第１の設定がセットされるセル（サービングセル）に対して第１の上り
リンク参照信号（例えば、Ｐ－ＳＲＳ）を送信しなくてもよい。また、本発明の実施形態
では、端末装置２は、第１の設定および第２の設定の両方がセットされる場合、上位層に
よって固有の送信サブフレームが設定される上りリンク参照信号を送信しなくてもよい。
【０３９７】
　なお、本発明の実施形態では、種々の上りリンク信号や下りリンク信号のマッピング単
位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、時間方向の送信単位としてシン
ボル、サブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限るものではない。任意
の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用いても、同様の効果
を得ることができる。なお、本発明の実施形態では、プリコーディング処理されたＲＳを
用いて復調する場合について説明し、プリコーディング処理されたＲＳに対応するポート
として、ＭＩＭＯのレイヤーと等価であるポートを用いて説明したが、これに限るもので
はない。この他にも、互いに異なる参照信号に対応するポートに対して、本発明を適用す
ることにより、同様の効果を得ることができる。例えば、Ｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳではな
くＵｎｐｒｅｃｏｄｅｄ（Ｎｏｎｐｒｅｃｏｄｅｄ）　ＲＳを用い、ポートとしては、プ
リコーディング処理後の出力端と等価であるポートあるいは物理アンテナ（あるいは物理
アンテナの組み合わせ）と等価であるポートを用いることができる。
【０３９８】
　なお、本発明の実施形態では、ＴＰＣコマンドによる累算送信電力制御（アキュムレー
ション）または絶対送信電力制御（アブソリュート）が行なわれてもよい。
【０３９９】
　なお、本発明の実施形態では、上りリンク送信電力制御とは、上りリンク物理チャネル
／物理信号（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、ＤＭＲＳなど）の電力制御
のことであり、電力制御とは、種々の上りリンク物理チャネルの電力の設定に使用する種
々のパラメータの切り替えまたは（再）設定に関する情報を含んでいる。また、下りリン
ク送信電力制御とは、下りリンク物理チャネル／物理信号（ＣＲＳ，ＵＥＲＳ（ＤＬ　Ｄ
ＭＲＳ），ＣＳＩ－ＲＳ，ＰＤＳＣＨ，ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ，ＰＢＣＨ，ＰＳＳ／
ＳＳＳ，ＰＭＣＨ，ＰＲＳなど）の電力制御のことであり、電力制御とは、種々の下りリ
ンク物理チャネルの電力の設定に使用する種々のパラメータの切り替えまたは（再）設定
に関する情報を含んでいる。
【０４００】
　なお、本発明の実施形態において、ＤＣＩフォーマットを送信するとは、ＤＣＩフォー
マットに関連付けられてセットされている種々の下りリンク制御情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨにセットされている無線リソースを用いて送信するという意味も含まれる。つま
り、基地局装置１は、下りリンク制御情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨで送信するという
意味も含まれる。
【０４０１】
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　なお、本発明の実施形態では、基地局装置１は、１つの端末装置２に対して複数の仮想
セルＩＤを設定できるようにしてもよい。例えば、基地局装置１および少なくとも１つの
基地局装置１を含むネットワークは、物理チャネル／物理信号毎に独立に仮想セルＩＤを
設定できるようにしてもよい。また、１つの物理チャネル／物理信号に対して複数の仮想
セルＩＤを設定できるようにしてもよい。つまり、各物理チャネル／物理信号に関するパ
ラメータの設定毎に仮想セルＩＤがセットされてもよい。また、複数の物理チャネル／物
理信号で仮想セルＩＤは共有されてもよい。
【０４０２】
　本発明の実施形態では、プライマリーセルに対して、ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ／無線リンク
モニタリングなどのプライマリーセル測定に対するサブフレームパターン（measSubframe
PatternPCell）と、ＣＳＩを測定するためのサブフレームパターン（csi-measSubframeSe
t1, csi-measSubframeSet2）と、ＥＰＤＣＣＨをモニタリングするためのサブフレームパ
ターン（epdcch-SubframePattern）が設定される。
【０４０３】
　本発明の実施形態では、セカンダリーセルに対して、ＥＰＤＣＣＨをモニタリングする
ためのサブフレームパターン（epdcch-SubframePattern）が設定される。
【０４０４】
　本発明の実施形態では、隣接セルに対して、キャリア周波数におけるＲＳＲＰとＲＳＲ
Ｑを測定するためのサブフレームパターン（measSubframePatternNeigh）が設定される。
【０４０５】
　本発明の実施形態では、ＣＳＩを測定するためのサブフレームパターン（csi-measSubf
rameSet1, csi-measSubframeSet2）は、プライマリーセルとセカンダリーセルで共通であ
ってもよい。
【０４０６】
　本発明の実施形態では、サブフレームパターンは、ＦＤＤとＴＤＤで独立に設定されて
もよい。例えば、ＦＤＤでは、４０ビットのビット列、ＴＤＤでは、サブフレーム設定（
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）１～５では、２０ビットのビット列、サブフレーム設定０では
、７０ビットのビット列、サブフレーム設定６では、６０ビットのビット列で示されても
よい。これらのビット列の最初のビットまたは左端のビットが、システムフレーム番号（
SFN: System Frame Number）ｍｏｄ　ｘ＝０を満たす無線フレームのサブフレーム＃０に
対応する。ビット列のうち、“１”がセットされたサブフレームが使われる。例えば、１
０ビットのビット列で“１０１１００００１１”で示される場合、サブフレーム＃０、＃
２、＃３、＃８、＃９が使われる。
【０４０７】
　本発明の実施形態において、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、基地局装置１から端末装置２
へ送信（通知、伝送）される。また、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、ＳＩＢ１で通知されて
もよい。また、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、
ＲＲＣメッセージ）で通知されてもよい。複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定を用いて通信を
行なう端末装置２に対して、基地局装置１は、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定をＬ１シグナリン
グまたはＬ２シグナリングで通知してもよい。
【０４０８】
　本発明の実施形態において、１つのセルにおいて、複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定がセ
ットされる場合、１つは、上りリンク参照として用いられ、１つは、下りリンク参照とし
て用いられる。上りリンク参照として設定されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、ＰＵＳＣＨ
の送信タイミング、ＰＵＳＣＨに対するＰＨＩＣＨの受信タイミング、上りリンクグラン
トの受信タイミングなど、上りリンク送信／受信に関する処理を行なうために用いられる
。また、下りリンク参照として設定されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨの受信タイミング（モニタリング）、下りリンクグラントの受信タ
イミング、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを伴うＰＵＣＣＨの送信タイミングなど、下りリンク送信／
受信に関する処理を行なうために用いられる。
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【０４０９】
　本発明の実施形態において、プライマリーセルに対して複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定
（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、プライマリーセルにおける各サブフレームパタ
ーンは、ＳＩＢ１で通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。ま
た、プライマリーセルにおける各サブフレームパターンは、上位層シグナリング（ＲＲＣ
シグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定
されてもよい。また、プライマリーセルにおける各サブフレームパターンは、Ｌ１シグナ
リング（下りリンクグラント、上りリンクグラント、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、ＤＣＩ
フォーマット）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。また
、プライマリーセルにおける各サブフレームパターンは、Ｌ２シグナリング（ＭＡＣ　Ｃ
Ｅ）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。また、プライマ
リーセルにおける各サブフレームパターンは、上りリンク参照として用いられるＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定（上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）に基づいて決定されてもよい。また、
プライマリーセルにおける各サブフレームパターンは、下りリンク参照として用いられる
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）に基づいて決定されてもよい
。また、プライマリーセルにおける各サブフレームパターンは、共通のＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定に基づいて決定されてもよい。また、プライマリーセルにおける各サブフレームパ
ターンは、独立に決定されてもよい。例えば、プライマリーセル測定に対するサブフレー
ムパターンは、ＳＩＢ１で通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づき、ＥＰＤＣＣＨを
モニタリングするためのサブフレームパターンは、上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリ
ング、ＲＲＣメッセージ）で通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されても
よい。プライマリーセル測定に対するサブフレームパターンは、ＳＩＢ１で通知されるＴ
ＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づき、ＣＳＩを測定するためのサブフレームパターンは、Ｌ１
シグナリングに基づいて決定されてもよい。具体的には、プライマリーセル測定に対する
サブフレームパターンは、サブフレーム設定（ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）０に対応するビ
ット列に基づき、ＥＰＤＣＣＨをモニタリングするためのサブフレームパターンは、サブ
フレーム設定（ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）３に基づき、ＣＳＩを測定するためのサブフレ
ームパターンは、サブフレーム設定（ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）６に基づいてもよい。な
お、サブフレーム設定（ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）の値は一例であって、異なる値であっ
てもよい。
【０４１０】
　本発明の実施形態において、セカンダリーセルに対して複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定
（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、セカンダリーセルにおけるサブフレームパター
ンは、セカンダリーセルに対するシステムインフォメーションで通知されるＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。また、セカンダリーセルにおけるサブフレーム
パターンは、上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知され
るＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。また、セカンダリーセルにおけ
るサブフレームパターンは、Ｌ１シグナリング（下りリンクグラント、上りリンクグラン
ト、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、ＤＣＩフォーマット）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定に基づいて決定されてもよい。また、セカンダリーセルにおけるサブフレームパター
ンは、Ｌ２シグナリング（ＭＡＣ　ＣＥ）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づい
て決定されてもよい。また、セカンダリーセルにおけるサブフレームパターンは、上りリ
ンク参照として設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）に
基づいて決定されてもよい。また、セカンダリーセルにおけるサブフレームパターンは、
下りリンク参照として設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設
定）に基づいて決定されてもよい。なお、ＣＳＩを測定するためのサブフレームパターン
がプライマリーセルと独立に設定される場合、セカンダリーセルにおけるＣＳＩを測定す
るためのサブフレームパターンは、プライマリーセルと独立に決定されてもよい。
【０４１１】
　本発明の実施形態において、プライマリーセルとセカンダリーセルに対して、それぞれ
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複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、プライマリーセ
ルとセカンダリーセルそれぞれにおける各サブフレームパターンは、共通のＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。例えば、ＳＩＢ１で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定であってもよいし、上位層シグナリングで通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定で
あってもよいし、Ｌ１／Ｌ２シグナリングで通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定であって
もよいし、上りリンク参照として設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（上りリンク参照Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定）であってもよいし、下りリンク参照として設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ
設定（下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）であってもよい。また、プライマリーセルとセカ
ンダリーセルそれぞれにおける各サブフレームパターンは、独立に決定されてもよい。例
えば、プライマリーセルにおけるサブフレームパターンは、ＳＩＢ１で通知されたＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ設定に基づき、セカンダリーセルにおけるサブフレームパターンは、Ｌ１／
Ｌ２シグナリングで通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。ま
た、プライマリーセルにおけるサブフレームパターンは、上りリンク参照として設定され
たＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づき、セカンダリーセルにおけるサブフレームパターンは
、下りリンク参照として設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいてもよい。
【０４１２】
　本発明の実施形態において、プライマリーセルとセカンダリーセルに対して、それぞれ
複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、プライマリーセ
ルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、ＳＩＢ１（またはＳＩＢ１以外のシステムインフ
ォメーション）で通知されてもよい。また、プライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定は、上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知されて
もよい。また、プライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、端末装置間で共通
／専用の上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知されても
よい。プライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、Ｌ１／Ｌ２シグナリングで
通知されてもよい。プライマリーセルの下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、プライマリー
セルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定で示した同様の方法で通知されてもよい。また、プ
ライマリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定と下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は独立
なパラメータとして設定されてもよい。
【０４１３】
　本発明の実施形態において、プライマリーセルとセカンダリーセルに対して、それぞれ
複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、セカンダリーセ
ルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、システムインフォメーションに相当する上位層シ
グナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知されてもよい。また、セカ
ンダリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、システムインフォメーションに相当し
ない、端末装置間で共通／専用の上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッ
セージ）で通知されてもよい。セカンダリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、Ｌ
１／Ｌ２シグナリングで通知されてもよい。セカンダリーセルの下りリンク参照ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定は、セカンダリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定で示した同様の方法で通知
されてもよい。また、セカンダリーセルの上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定と下りリンク参
照ＵＬ／ＤＬ設定は独立なパラメータとして設定されてもよい。
【０４１４】
　本発明の実施形態において、サービングセルに対する下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定（
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）は、プライマリーセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定される。
【０４１５】
　本発明の実施形態において、プライマリーセルとセカンダリーセルに対して、それぞれ
複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、サービングセル
に対する下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、プライマリーセルをＳＩＢ１で通知されたＴ
ＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定とし、セカンダリーセルを上位層シグナリングで通知されたＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されてもよい。サービングセルに対する下りリンク参照Ｕ
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Ｌ／ＤＬ設定は、プライマリーセルのＵＬ／ＤＬ設定をＳＩＢ１で通知されたＴＤＤ　Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定とし、セカンダリーセルのＵＬ／ＤＬ設定をＬ１シグナリングで通知された
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されてもよい。また、サービングセルに対する下り
リンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、プライマリーセルのＵＬ／ＤＬ設定を下りリンク参照ＵＬ
／ＤＬ設定とし、セカンダリーセルのＵＬ／ＤＬ設定を下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定と
して、決定されてもよい。また、サービングセルに対する下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定
は、プライマリーセルのＵＬ／ＤＬ設定を下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定とし、セカンダ
リーセルのＵＬ／ＤＬ設定を上りリンク参照ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されて
もよい。また、サービングセルに対する下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、プライマリー
セルのＵＬ／ＤＬ設定を上りリンク参照ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定とし、セカンダリーセル
のＵＬ／ＤＬ設定を下りリンク参照ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されてもよい。
プライマリーセルおよびセカンダリーセルのＵＬ／ＤＬ設定は一例であって、他の条件に
よって、通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定であってもよい。
【０４１６】
　本発明の実施形態において、サービングセルに対する上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定（
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定）は、あるサービングセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定および他の
サービングセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定される。
【０４１７】
　本発明の実施形態において、複数のサービングセルに対して、それぞれ複数のＴＤＤ　
ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセットされる場合、サービングセルに対する上りリ
ンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、あるサービングセルをＳＩＢ１で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／
ＤＬ設定とし、他のサービングセルを上位層シグナリングで通知されたＴＤＤ　ＵＬ／Ｄ
Ｌ設定として、決定されてもよい。また、サービングセルに対する上りリンク参照ＵＬ／
ＤＬ設定は、あるサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定をＳＩＢ１で通知されたＴＤＤ　ＵＬ
／ＤＬ設定とし、他のサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定をＬ１シグナリングで通知された
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されてもよい。また、サービングセルに対する上り
リンク参照ＵＬ／ＤＬ設定は、あるサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定を上りリンク参照Ｕ
Ｌ／ＤＬ設定とし、他のサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定を上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設
定として、決定されてもよい。また、サービングセルに対する上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ
設定は、あるサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定を上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定とし、他
のサービングセルのＵＬ／ＤＬ設定を下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定として、決定されて
もよい。また、複数のサービングセルにおけるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定は一例であって、
他の条件で設定されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定であってもよい。
【０４１８】
　本発明の実施形態において、複数のサービングセル（プライマリーセルおよびセカンダ
リーセル）に対して、それぞれ複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／ＤＬ設定）がセッ
トされ、クロスキャリアスケジューリングが行なわれる場合、プライマリーセルにおける
下りリンク送信／受信処理は、サービングセルに対するＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行なわ
れる。また、プライマリーセルにおける上りリンク送信／受信処理は、サービングセルに
対する上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行なわれる。この場合、プライマリーセ
ルにおいて、セカンダリーセルに対する下りリンクグラントを検出するとすれば、セカン
ダリーセルの下りリンク受信（ＰＤＳＣＨ受信）は、サービングセルに対する下りリンク
参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行なわれる。また、セカンダリーセルの下りリンク受信に
対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、プライマリーセルのＰＵＣＣＨで送信される。その際、ＰＵ
ＣＣＨの送信は、サービングセルに対する下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行な
われる。また、この場合、プライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対する上りリ
ンクグラントを検出するとすれば、セカンダリーセルの上りリンク送信（例えば、ＰＵＳ
ＣＨ送信）は、サービングセルに対する上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行なっ
てもよい。セカンダリーセルの上りリンク送信に対するＰＨＩＣＨは、プライマリーセル
で送信される。その際、ＰＨＩＣＨの送信は、サービングセルに対する上りリンク参照Ｕ
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Ｌ／ＤＬ設定に基づいて行なわれる。すなわち、この場合、端末装置２および基地局装置
１は、上りリンク／下りリンクの送信／受信を上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定および下り
リンク参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて行なう。また、この場合、サブフレームｎでサービ
ングセルｃからスケジュールされた（サービングセルｃまたはサービングセルｃとは異な
るセルに対する）ＰＵＳＣＨ送信に対し、端末装置２は、サブフレームｎ＋ｋＰＨIＣＨ

でサービングセルｃのＰＨＩＣＨリソースで決定される。ｋＰＨIＣＨは、サービングセ
ルに対する上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定される。この場合、基地局装置
１は、サブフレームｎでサービングセルｃからスケジュールされた（サービングセルｃま
たはサービングセルｃとは異なるセルに対する）ＰＵＳＣＨを受信すれば、サブフレーム
ｎ＋ｋＰＨIＣＨでサービングセルｃのＰＨＩＣＨリソースを用いて、ＰＵＳＣＨに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。
【０４１９】
　ここで、クロスキャリアスケジューリングとは、あるセルで上りリンクグラント（上り
リンクに関連するＤＣＩフォーマット）または下りリンクグラント（下りリンクに関連す
るＤＣＩフォーマット）にＣＩＦ（Carrier Indicator Field）が含まれて送信されるこ
とによって、異なるセルに対する上りリンクグラントまたは下りリンクグラントを送信す
ることができる。つまり、ＣＩＦが含まれたＤＣＩフォーマットを用いて、１つのセルで
複数のセルに対する上りリンク／下りリンク送信を制御することができる。
【０４２０】
　本発明の実施形態において、隣接セルに対して複数のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（ＵＬ／
ＤＬ設定）がセットされる場合、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、隣接セルに
対するシステムインフォメーションで通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定
されてもよい。また、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、上位層シグナリング（
ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知されるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づい
て決定されてもよい。また、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、端末装置間で共
通／専用の上位層シグナリング（ＲＲＣシグナリング、ＲＲＣメッセージ）で通知される
ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい。また、隣接セルにおけるサブフレ
ームパターンは、Ｌ１シグナリング（下りリンクグラント、上りリンクグラント、ＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、ＤＣＩフォーマット）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づ
いて決定されてもよい。また、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、Ｌ２シグナリ
ング（ＭＡＣ　ＣＥ）で通知されたＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に基づいて決定されてもよい
。また、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、上りリンク参照として設定されたＴ
ＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定（上りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）に基づいて決定されてもよい。
また、隣接セルにおけるサブフレームパターンは、下りリンク参照として設定されたＴＤ
Ｄ　ＵＬ／ＤＬ設定（下りリンク参照ＵＬ／ＤＬ設定）に基づいて決定されてもよい。
【０４２１】
　本発明では、上りリンク電力制御について説明してきたが、下りリンク電力制御につい
ても同様に制御されてもよい。
【０４２２】
　本発明では、上りリンク電力制御について説明してきたが、下りリンクのチャネル推定
制御についても同様に制御されてもよい。また、本発明は、チャネル状態情報報告の制御
に適用されてもよい。本発明は、受信電力測定の制御に適用されてもよい。本発明は、下
りリンク電力制御についても同様に制御されてもよい。
【０４２３】
　なお、本発明の実施形態の説明では、例えば、電力をセットすることは電力の値をセッ
トすることを含み、電力を計算することは電力の値を計算することを含み、電力を測定す
ることは電力の値を測定することを含み、電力を報告することは電力の値を報告すること
を含む。このように、電力という表現は、適宜電力の値という意味も含まれる。
【０４２４】
　なお、本発明の実施形態の説明では、例えば、パスロスを計算することはパスロスの値
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を計算することを含む。このように、パスロスという表現には、適宜パスロスの値という
意味も含まれる。
【０４２５】
　なお、本発明の実施形態の説明では、種々のパラメータを設定することは種々のパラメ
ータの値を設定することを含む。このように、種々のパラメータという表現には、適宜種
々のパラメータの値という意味も含まれる。
【０４２６】
　本発明に関わる基地局装置１および端末装置２で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例え
ば、ＤＶＤ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキ
シブルディスク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行する
ことにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に
基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同し
て処理することにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０４２７】
　また、市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させ
たり、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送し
たりすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。
また、上述した実施形態における基地局装置１および端末装置２の一部、または全部を典
型的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局装置１および端末装置２の
各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化し
てもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで
実現してもよい。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出
現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０４２８】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、本発明の実施形態に記載された要素であり、同様の効
果を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【０４２９】
　なお、本願発明は、上述の実施形態に限定されるものではない。本願発明の端末装置は
、移動局への適用に限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型または非可
動型の電子機器、例えば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィ
ス機器、自動販売機、その他生活機器などに適用できることは言うまでもない。また、本
発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて好適
である。
【０４３０】
　以上より、本発明は、以下のような特徴を有してよい。
【０４３１】
　（１）本発明の一態様による端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、上
位層シグナリングを介して、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traff
ic Adaptation）の設定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブ
フレームセットに関する第２の情報を受信する受信部と、前記第２の情報において、第１
のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレームセットが設定されている場合に



(71) JP 6792944 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

は、サブフレームセット間の優先度を考慮してＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Ch
annel）を用いたＣＳＩレポートをドロップする送信部と、を備える。
【０４３２】
　（２）本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記送信部は、あ
るサブフレームで衝突する複数のＣＳＩレポートのうち、少なくとも１つのＣＳＩレポー
トは前記第１のＣＳＩサブフレームセットと前記第２のＣＳＩサブフレームセットのそれ
ぞれに対応する場合には、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポーティングタイプであれば、前記
第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートをドロップする。
【０４３３】
　（３）本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記送信部は、あ
るサブフレームで衝突する複数のＣＳＩレポートが、同じサービングセルに対して、且つ
、同じ優先度のＰＵＣＣＨレポーティングタイプである場合には、第２のＣＳＩサブフレ
ームセットに対応するＣＳＩレポートをドロップする。
【０４３４】
　（４）本発明の一態様による端末装置は、上記の端末装置であって、前記送信部は、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合、前記あるサブフレームで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
を送信するとすれば、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応
するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request - Acknowledgement）と前記
第２のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前
記ＰＵＣＣＨフォーマット３で送信する。
【０４３５】
　（５）本発明の一態様による基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、
ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Adaptation）の設定に関
する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブフレームセットに関する第
２の情報を、上位層シグナリングを介して、送信する送信部と、前記第１の情報を設定し
、且つ、前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサ
ブフレームセットを設定した場合には、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに対応する
ＣＳＩレポートと前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポートを受信
する受信部と、を備える。
【０４３６】
　（６）本発明の一態様による基地局装置は、上記の基地局装置であって、前記送信部は
、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ（Hybrid Automatic Repeat request - Acknowledgement）と前記第２のＣＳＩサブフ
レームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを同じＰＵＣＣＨ（Phys
ical Uplink Control Channel）を介して、受信する場合には、ＰＵＣＣＨフォーマット
３のリソースを設定する。
【０４３７】
　（７）本発明の一態様による方法は、基地局装置と通信する端末装置における方法であ
って、上位層シグナリングを介して、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management a
nd Traffic Adaptation）の設定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Informati
on）サブフレームセットに関する第２の情報を受信するステップと、前記第２の情報にお
いて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２のＣＳＩサブフレームセットが設定されて
いる場合には、サブフレームセット間の優先度を考慮してＰＵＣＣＨ（Physical Uplink 
Control Channel）を用いたＣＳＩレポートをドロップするステップと、を有する。
【０４３８】
　（８）本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、ＰＵＣＣＨフォーマット３
が設定された場合、前記あるサブフレームで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信するとすれば、前
記第１のＣＳＩサブフレームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（
Hybrid Automatic Repeat request - Acknowledgement）と前記第２のＣＳＩサブフレー
ムセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを前記ＰＵＣＣＨフォーマッ
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ト３で送信するステップを有する。
【０４３９】
　（９）本発明の一態様による方法は、端末装置と通信する基地局装置における方法であ
って、ｅＩＭＴＡ（enhanced Interference Management and Traffic Adaptation）の設
定に関する第１の情報とＣＳＩ（Channel State Information）サブフレームセットに関
する第２の情報を、上位層シグナリングを介して、送信するステップと、前記第１の情報
を設定し、且つ、前記第２の情報に基づいて、第１のＣＳＩサブフレームセットと第２の
ＣＳＩサブフレームセットを設定した場合には、前記第１のＣＳＩサブフレームセットに
対応するＣＳＩレポートと前記第２のＣＳＩサブフレームセットに対応するＣＳＩレポー
トを受信するステップと、を有する。
【０４４０】
　（１０）本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、前記第１のＣＳＩサブフ
レームセットに属するサブフレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Rep
eat request - Acknowledgement）と前記第２のＣＳＩサブフレームセットに属するサブ
フレームに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫを同じＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Chan
nel）を介して、受信する場合には、ＰＵＣＣＨフォーマット３のリソースを設定するス
テップを有する。
【０４４１】
　このことにより、適切な送信制御を行なうことができる。
【産業上の利用可能性】
【０４４２】
　本発明は、携帯電話、パーソナル・コンピュータ、タブレット型コンピュータなどに適
用できる。
【符号の説明】
【０４４３】
　１　　基地局装置
　２　　端末装置
　１０１　　上位層処理部
　１０３　　制御部
　１０５　　受信部
　１０７　　送信部
　１０９　　チャネル測定部
　１１１　　送受信アンテナ
　１０５１　　復号化部
　１０５３　　復調部
　１０５５　　多重分離部
　１０５７　　無線受信部
　１０７１　　符号化部
　１０７３　　変調部
　１０７５　　多重部
　１０７７　　無線送信部
　１０７９　　下りリンク参照信号生成部
　２０１　　上位層処理部
　２０３　　制御部
　２０５　　受信部
　２０７　　送信部
　２０９　　チャネル測定部
　２１１　　送受信アンテナ
　２０５１　　復号化部
　２０５３　　復調部



(73) JP 6792944 B2 2020.12.2

　２０５５　　多重分離部
　２０５７　　無線受信部
　２０７１　　符号化部
　２０７３　　変調部
　２０７５　　多重部
　２０７７　　無線送信部
　２０７９　　上りリンク参照信号生成部

【図１】 【図２】
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